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魔法 陣 活 用 法 


この 本 の 使い - 
反 説 , を より 楽し ん で いた だ く た め 


の 世界 を 楽し むだ 」 と いう この ゲー ム 本 来 の 本 W 
困っ た と き は 頼り に な る よう な 内 容 を 目 


\ イ ラル の 世界 を 知る こと か ら 


才 1、2 ハイ ラル ワー ルド 
ハイ ラル の 世界 を 旅 する 冒険 者 の た め の ガ イド ブッ ク で す 。 こ こ で は 極力 スト ー リ 
一 に 関わ る 情報 を 抑え 、 純 粋 に 世界 その も の の 紹介 を する よう に 意識 し まし た 。 旅 行 
ガイ ド の つも り で ご 覧 くだ さい 。 第 1 部 光 の 世界 編 と 、 第 2 部 闇 の 世界 編 び あり ます 。 


まあ 


アイ テム が 鍵 を 握る RPG だ か ら 
、 第 3 部) 全 ア イ テ ム た ・ ヨ レク ン ョ ン 
ハイ ラル の 世界 で 手 に 入る アイ テム の すべ て を 、 分 類 し て 解説 し ます 。 持 っ て いる 


だ け で 効果 の ある 装備 アイ テム 、 使 用 する アイ テム 、 ス トー リー に 関わ る 特殊 な アイ 
テム 、 敵 の 出す 一 時 的 な アイ テム な ど 、 そ の 役割 や 目的 別に 分 類 し まし た 。 


責 を 知る こと が 攻略 の 第 一 歩 - 一 一 
第 4 部 敵 キ ャ ラク ター 図鑑 
この ゲー ム に 登場 する 敵 キ ャ ラク ター た ち を 、 お も に 出現 場所 別に 分 類 し まし た 。 


個性 的 な 敵 が 多く 、 兵 士 で も か な り 頭 の いい 敵 が いま すか ら 十 分 に 特徴 を 知っ て か ら 
攻略 し まし ょ う 。 また 、 こ ん な ヤツ も いた な あと 、 図 鑑 と し て も 楽し め る で し ょ う 。 


位置 関係 を 頭 に た た き 込 も う 一 一 
更 9 部 全 ク ンション マッ ウシ 
すべ て の ダン ジョ ン を 完全 網 絵 し た マッ プ フ ァ イ ル で す 。 攻略 の 興 を 殺 が な いよ う 


マッ プ そ の も の を 生 の デー タ と し て 提供 する の み に と ど め て お きま す 。 も し 、 わ 
) ゝ ら な いこ と が あれ ば 、「 チ ェ ッ クボ ポイ ント 」 を 読ん で 参考 に し て くだ さい 。 


うけ は ここ る 見 0 


応用 知識 編 
を すれ ば こう な る 」 と いう 具体 的 な 攻略 情報 で は あり ませ ん が 、 さ 
有利 に ゲー ム を 進め る た め の 方 法 を 紹介 する ペー ジ で す 。 ハ ー 
どい か ゆい と ころ に 手 が 届く よう な テー マ を 選び まし た 


この ゲー ム ら し い 自 由 な 楽し さ を 満 喫 で き 
る 光 の 世界 一 一 。 先 を 急 が ず 、 た ま に は 観 


光 気 分 で 散策 を 楽し む の も オツ な も の 。 ガ 
イド ブッ ク 片 手 に 、 違 っ た 角度 か ら ハ イラ 
ル の 世界 を 見 渡し て みよ う 。 
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ハブ ング 守 て 
ンク の > グ 

0 NON 


主人 公 の 家 は 、 こ の 国 を 治め る ハイ ラル 城 の お ひざ も と に ある 。 さ 
す が に 治安 が よく 、 緑 も 多く 風光 明 如 と 言い た いと ころ だ が 、 最 近 
は 城 の 兵士 た ちの 様子 が お か し いと か 。 注意 し て 見 て 回 ろう 。 


地理 交通 の 便 

大 き な 城 の 周り は 、 お 堀 で 囲ま れ て い 主人 公 の 家 を 中 心 と し た 地域 だ け に 
る 。 こ の お 堀 は その まま 川 に つなが っ て 安心 し て 歩き 回 る こと が で きる 。 た だ し 、 
いて 、 周 囲 に は 平坦 な 草原 や 木立 が 広 が 城 域 に 入る に は お 堺 に 架け られ た 橋 を 渡 
っ て いる 。 場 所 に よっ て は 深い 森 も ある 。 ら ね ば な ら ず 、 多少 面倒 だ が …… バ も 


・ エ リア 別 解 説 ・ 

この 地域 は 、 4 つの エリ ア に 分 け て 紹 
PO の ad5 う 

木立 が 点 在 する 主人 公 の 自宅 周辺 、 
ハイ ラル 城 城 、 巨 内 が 転がっ て いる 東 
側 の 荒れ 地 、 そ し て 城 の 北側 に ある 東 
西 に 広がる 草原 。 ど こも 比較 的 の どか 
な 地域 だ 。 と くに 、 花 壇 の 花 が 咲き 乱れ 
る 教会 周辺 は ぜひ と も 訪れ た いも の だ 。 


主人 公 の 家 は 、 崖 に 囲ま れ た 台地 の 上 に 建っ て 
いる 。 北側 に は 林 を 抜け る と ハイ ラル 川 が 流れ 、 
その 川 に は ハイ ラル 城 の 正面 に 当たる 大 き な 橋 が 
架かっ て いる 。 こ の 辺り の 川幅 は 最大 な の で 、 渡 
る た め に は 橋 を 通る し か な い 。 


古く か ら こ の 地 を 治め て いる 、 歴 代 ハ イラ ル 王 
の 居城 だ 。 ハ イラ ル 川 の 水 を 引い た お 堀 に 囲ま れ 、 
立派 な 城壁 が 巡ら され て いる 。 美しい 中 庭 が 広 が 
り 、 正 面 に は 城 の 塔 が 望め る 。 文化 的 に 見 て も 、 
堂々 た る 建造 物 だ 。 


緑 豊か な この 地域 の な か で 、 こ こ だ け は 不毛 の 
地 の よ う で ある 。 自然 の 授 理 か 、 何 物 か の 意志 か 、 
巨岩 が 規則 正しく 並ぶ 荒れ 地 だ 。 と くに 見 る べき 
も の は な い の だ が 、 四 方 か ら の 道 が 集中 する 交通 
の 要衝 で も ある 。 


ヘ へ ブラ 山 の 南 薦 に 当たり 、 草 原 に 日 差し の 降り 
注ぐ 美しい エリ ア で ある 。 教 会 の 前 庭 の 花壇 は 整 
えら れ 、 西 側 の 墓地 も 決し て 暗 さ を 感じ させ な い 。 
と は いっ て も 、 魔物 の 多い この 地 の こ と 、 幽 霊 の 数 
体 は ふら ふら と 漂っ て いる の だ けれ ど ……。 


城 の 正面 に 当たる この エリ ア は 、 国 で 
も 有数 の 平和 な 場所 だ 。 人 台地 の 上 に 詩人 
公 の 家 は 建っ て お り 、 北 方 を 眺め れ ば 、 
城 の 塔 の 向こう に へ プラ 山 が 望め る 。 
圏 主 人 公 の 自宅 

林 の な か の 一 軒 家 が 、 主 人 公 の 家 だ 。 
1 部 屋 だ け で 決し て 広い と は いえ な い が 、 
2 人 暮らし な の で 十分 だ ろう 

部 屋 に は ラン タン が 置か れ で て いる ほか 、 
めぼしい も の は な い が 、 需 に 隠さ れ た ハ 
ー ト は 、 出 発する た びに 役立っ て くれ る 
(GS。 


ご ほとん ど ロ グ ハ 
RW ウス みた いか 簡素 
な 家 。 い い 感 じ だ 。 


の の 2 


つ 部 屋 の 隅 に は ラ 
ンタ ン の 入っ た 宝 
箱 が 置か れ て いる 。 


ハイ ラル 城 の . 城 の 正面 に 架かる 大 橋 に も 、 古 い 
- 歴史 が ある 。 伝説 に 登場 する 七 覧 人 
だ や 王族 た ち 一 彼ら ゃ この 橋 を 渡っ 


: 大 橋 


た の 皿 ろ うか 。. 


謎 の 石積 み 


だ ろう か 。~ 


この 地方 に は 、 い わく あり ば げ な 石積 み 
が 散見 され る 。 主人公 宅 の 西側 に も ひと 
つ あ る が 、 い つう たい どん な 意味 が ある の 


田 裏 の 林 

ハイ ラル 地方 の 樹木 は 、 幹 が 太く 、 ま 
ん 丸い 樹 形 を と る 広葉 樹 が 多い 。 森林 も 
数 ヵ所 に 見 受け られ る が 、 主 人 公 の 家 の 
裏 辺 り で は 草原 に まばら に 立っ て いる 程 
度 だ 。 

木々 の な か に は 果実 を 付け て いる も の 
や 、 な に か 引っ か か っ て いる も の も ある 。 
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重厚 か つ 壮 大 な 伝統 的 建造 物 と し て の 
ハイ ラル 城 は 、 歴 史 的 な 意義 も 大 きい 。 
外観 は お ろ ん の こと 、 整 えら れ た 中 庭 や 
内 装 も 見 逃 せ な い 。 

較 ハ イラ ル 城 

前 面 に 回 廊 を 巡ら せ 、 塔 を 中 心 に 両 四 
を 広げ た か た ちの 城 だ 。 白壁 が ハイ ラル 
の 強い 陽 差し に 映え で 美しい 。 

1 階 中 央 が 大 広間 で 、 豪 華 な 王 の 居室 
MA 1 
- 


。 ン と 史 と どり 潜 叶 りり 豆 選 計 ロロ 
せ 箇 びき 吾 回 9 選 い 1 


ご と S 状 


人 で Oo と ここ nomeom の こさ 下 
圏外 堀 と 正門 

回 廊 の 周囲 に は 外堀 が 巡ら され て いる 。 
その 内 側 は ちょ っ と し た 公園 に な っ て い 
る 。 

南面 する 位置 に は 正門 が あり 、 こ こ 


通ら な けれ ば 城内 に は 入れ な い 。 入城 す 


る 前 に 、 豪 壮 な 門 構 え を じっくり と 眺め 
で 2 の 8S の 。 


回 廊 の 外 の 川 べ 
り で 、 の ん ぴり す 
ZIsetGde 


つ 正 門 。 回 廊 の 一 
部 を 抜い た よう な 
か た ち だ 。 


一 中 庭 と 正面 品 

正門 か ら 城 の 玄関 と も いえ る 正面 口 ま 
で は 美しい 石 崩 が 敷 か れ て お り 、 そ の 左 
右 に は 整え られ た 庭園 が ある 。 

右手 奥 に は 地下 へ の 入口 らし き 建 物 が 
見 える が 、 こ れ は 、 回廊 の 外 へ と つなが 
る 秘密 の 脱出 路 だ っ た よう だ 。 


か れ 珍 一 
に ほ 
SA 
の キ 植 で 
1 
ク リ 
る な 見 
許 村 れ 
1 い 


さき 
は テー ミ S 崩 圧 束 均 err ざ w 高 と へ は 等 講 と て 


。 ツ ぷ w ざ は (((( 宮 石 9M 
(と 上 さ と 石 沙 び きき 
s の evam は ロス 妖 (v ヵ 民 1 


較 回 廊 
回 廊 は 城壁 と し て の 役割 を 持つ も の だ 。 


内 部 は 通行 で き な い が 、 城 の 2 階 か ら 外 


に 出 て 、 に 2 と は で きる 。 


3 
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ロ 


池宮 痛 ひ 叶 骨 計 で r 慰 沙 
常吉 1 


と 党 入 け 池 ③ 回 秋 


. 均 へ SNSV 放 。 の 


上 可 和 


K2C2K2G2 


ハイ ラル 城 の 内 肌 


部 は 、 4 つ に 分 か 
れ て いる 。 大 広間 、 
王 の 間 、 地 下 、 そ 
の 他 の 通路 だ 。 
慎 大 広 問 と 通路 
城 の 1 階 は 、 大 広間 を 中 心 に 、 周 辺 の 
小 部 屋 と それ を 結ぶ 通路 で 構成 され る 。 
軒 王 の 間 

2 階 は 広々 と し た 王 の 間 が ある だ け だ 。 
赤い 結 と カー テン が 印象 的 で ある 。 
上 地 下 通路 

城 の 地下 に は 地下 生 が ある が 、 そ の ほ 
か に も 城 の 内 外 を 2。 み 3 
結ぶ 秘密 の 通路 が 
2 本 ある と か 。 暗 
い 通 路 だ が 、 一 度 
は の ぞい て みよ う 。 


ゆめ 見 導き る で 


荒れ 地 に 好 ん で 生息 する 奇妙 
生息 地 | ・ な 生物 、 オ クタ ロッ ク を 東 の 荒 計 
、 『” .~ れ 地 で 見 る こと が で きる 。 滞 を 
- 斑 きつ ける 危険 な 生物 だ 。 ヽ 
、 : 城 の 中 央 に は 、 高 い 挫 が そびえ 建つ て いる 。 
- 最上 隊 に は 祭壇 が あり 、 国 中 を 見 渡せ る テラ ス 
も ある が 、 残 念 な こと に いつ も は 封鎖 され て い 
、 る 。 司 祭 ア グ ニ ム の 登場 後 は 、 怪 し げ な 魔法 の 
、 封印 まで か けら れ て し まっ た 。 王家 の 重要 な 儀 
式 は ここ で 執行 され て いた の だ が …… 2 


オク タロ ッ ク 


ハイ ラル 城 の 塔 
局 有 。 2 生 お 当 ト つ も 


。 が へ 届 癌 き 当 弟 せ で 選 大 芋 
叶 生 可 石 舌 帯 , よ る 玲 二 の 史 怪 ) 


し か し 、 


ここ は 交通 の 要衝 で も あり 、 付 
近 に は 数 本 の 道標 が 立っ て いる 。 
貞 巨 岩 が 並ぶ 荒れ 地 


この エリ ア に は 、 規 則 的 な 配列 で 巨岩 
が 並ん で いる 。 何者 か が 並べ た の か 、 な 
に か 意味 が ある の か 、 そ れ は 不明 だ 。 
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NN 


ぷと へ で 画 計 さき 武 


。 と 人 光 ツ 
洛 品 SC ささ ロロ 


5 
所 ご 中 党 寺 々 と 


せ , 潜 計時 音 め と みよ 
( 導 類 ③ 隊 省 寺 清 赴 1 


お 堀 の 北側 、 裏 手 に 当たる エリ ア は 、 
この 国 で も 最も 美しい 場所 の ひと つ で あ 
る 。 ス テン ドグラ ス に 彩 ら れ た 教会 の 満 
酒 な 建物 は 、 花 壇 の な か に 建っ て いる 。 
その 横 の 墓地 も 、 暗 き を 感じ させ ない 。 
軸 ハ イラ ル 教 会 

王族 も 信徒 と する 国教 の 主教 会 だ 。 王 
家 と 関係 が 深い が 、 民衆 に も 門戸 を 開い 
て いる 。 神 父さん の 人 柄 で あろ うか 。 

近く まで くる こと が あっ た ら 、 ぜ の む 彼 
に 会 っ て お こう 。 旅人 は 気軽 に 休ま せ て 


も ら え る 。 祭壇 の 背後 の ステ ンド グラ ス 
は 必見 。 


て 厳か な 雰囲気 の 
教会 内 。 神 父さん 
に も 会 っ て お こう 。 


ー 教 会 も 前 庭 も 、【 
美しい 。 1 枚 の 名 
画 を 見 る よう だ 。 


還 川 べり の 洞窟 

この エリ ア の 一 番 西 寄り 、 
の 手前 ( 
奥 ま で 行く に 


ハイ ラル 川 
< 洞窟 が ぼっ か り 口 を 開け て いる 。 


は 、 或 に 隠さ れ た 別 の 入り 


口 か ら 入れ ( 20 


ご 
ン 


ざま の で 蒲 。 丁 骨 き S の 
系 と ( 杉 滞 † 


パ さ 琴 財 


ゃ は 
ラ 


財 ハ イラ ル 共 同 墓地 

この 国 の 人 々 の た め に 用 意 き さき れ て いる 
唯一 の 墓所 。 立派 な 墓石 が 並ん で いて 、 
その 間 に 植 え 込み が ある 。 墓石 の 多く は 


た や すく 動く が 、 墓 荒らし は や め て お いた 

ほう が いい 。 幽霊 も 出る し 、 ド クロ を 見 
JA 2 は な い 。 

ミ 3 症 四 見 と ここ で 

か え でろ 墓 

誰 は " 石 

チ 幽 な あ を 

当 霊 いま 押 

7 の UL 

り 怒 墓 勧 て 

め つっ 室 め 動 

|KGMISUOS208 

飛 は れ し 

ぴ 剛 た だ 

回 が こと 


1 墓地 と は いっ て も 、 整 然 と し て 美しい 風景 だ 。 後 ろ 
の 崖 に は 洞窟 が ある が 、 登 り ロ が 見 つか っ て いな い 。 


に 注 まま 江 福 き 】 


貴人 の 募 か ? 


: この 墓地 の 東端 に に こ ひ と つ だ け 特 
: 別に 囲 われ た 立派 な 墓 が ある 。 草 碑 
: 銘 は 解読 不能 だ が 、 王 家 に つなが る 
: 貴人 の 墓 だ と いわ れ て いる 。 地 下 室 
: が ある と いう 噂 も ある が 、 さ て …… 


。 ざ は 等 史 理 下さ や / 未 
さき wt の きき 婦 拉 聖 右 d 生 1 s 
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この 国 唯 一 の 集落 と いえ る カカ リコ 村 。 森 に 囲ま れ た 南北 に 広がる 
土地 に 、10 軒 程度 の 家 が 建ち 並ん で いる 。 そ の 北 に は 聖地 と も いえ 
る 迷い の 森 が あり 、 最 奥 に は マス ター ソー ド を 奉る 祭壇 が ある 。 


地理 


この 地域 は 森 の な か だ が 、 そ こ に 切り 拓 
か れ た の が カカ リコ 村 だ 。 お お むむ ね 平地 だ 
が 、 南 に 向かっ て 緩やか に 下っ て いて 、 村 
の な か を 崖 が 横切っ て いる 。 ま た 、 村 の 東 
に は 細い 川 が 南北 に 流れ て いる 。 
交通 の 便 

森 の な か の 村 の 割り に は 行き 来 し や すい 
が 、 南 北 に 流れ る 川 と 、 広 大 な ハイ ラル 城 
の 敷地 の た め に 東西 の 移動 が 不便 だ 。 村 の 
入り 口 は 南端 と 北端 の 2 ヵ所 で 、 ど ちら か 
と いえ ば 北側 が 表玄関 だ ろう 。 


・ エ リア 列 解説 * 


この 地域 は 5 つの エリ ア に 分 け て みた 。 カ カリ 
コ 村 、 迷 い の 森 と も に か な り の 面積 を 占め て いる 
の で 、 全 体 と し て は か な り 広 い 地 域 だ 。 見 どこ ろ 
も 多く 、 買 い 物 や 見 物 も 楽し め る 。 カ カリ コ 村 に 
は 行商 人 も 店 を 開い て いる よう だ 。 へ ブラ 山 へ の 
入山 口 も 、 こ の 地域 に ある 。 


教会 か ら 東 に 向かい 、 カ カリ コ 村 の 入り 口 が 見 え 
て きた 辺り か ら 北 に 少々 登れ ば 、 へ ブラ 山 へ と 至る 
洞窟 が 見 え で くる 。 こ の エリ ア に は 、 き こり の 家 、 
迷い の 森 へ の 入り 口 の ひと つ な ど も ある 。 


カカ リコ 村 の 道標 の 前 に は 、 変 わり 者 の 占い 師 の 
家 が ある 。 村 か ら 逃 げ 出 し た か と 思わ れる ニワ トリ 
が うろ うろ し て いた り し て 、 な か な か の どか な 風景 
だ 。 こ の 辺り まで 村 の 一 部 だ と 考え て も いい だ ろう 


その 名 の と お り 、 地 理 や 目印 を 熟知 し た 者 で な け 
れ ば 簡単 に 迷っ て し まう 深い 森 だ 。 奥 に は 聖 剣 を 奉 
る 祭壇 や 、 盗 賊 た ちの アジ ト が ある 。 ふらっと 立ち 
寄っ た 旅行 者 に と っ て は 、 和 安全 な 場所 と は いえ な い 。 


ハイ ラル 最大 の 村落 。 こ の 村 の な か に 住ま な い 人 
々 も 、 多 く は その 周辺 に 家 を 建て て いる よう だ 。 人 

3 口 は 多く な い が 、 広 々 と し て いる 。 当然 、 ハ イラ ル 
ーーーー 城 の 統治 下 に ある 。 


カカ リコ 村 と ハイ ラル 城 に 挟ま れ た エリ ア で 、 疎 
ら に 生え た 木々 の 間 に 、 鍛 冶 屋 が 1 軒 だ け 、 ポ ツン 
と 建っ て いる 。 地形 と 林 の た め に 変 通 の 便 が 極め て 
悪く 、 南 北 を つなぐ 道 は まっ た く な い 。 


カカ リコ 村 の 北側 は 、 東 か ら 来 る 道 の 
どこ か ら で も 登れ る わけ で は な い 。 断崖 行き 陸 ま り . だ 。 ち ょ っ と 拓 け て いて 、 北 


絶壁 に 宰 た れ た 洞窟 か ら 中 腹 に 出る ルー | が へ ブラ 員 の 入山 口 、 西 は 迷い の 森 、 南 
ト が ひと つ あ る だ け だ 。 が カカ リコ 村 と いう 分 岐 点 に な っ て いる 。 
軒 入 山口 還 村 の 入り 

入山 口 の 洞窟 に 道標 が ある だ け だ が 、 占 い 師 の 館 に だ 
は その 冒 書か れ た け は 寄っ て みよ う 。 
看板 が 立っ て いる これ か ら 進 むべ き 道 を 示唆 し て くれ る 。 


が 、 危 険 な の で 、 N た だ し 、 料 金 は 一 定 で は な い の で 気 を つ 
咽 間 Mo 当て 2、。。。。 。 | 件 に ほ し い 。 し か し 、 ボ . 鞍 革 る こと は な 


塞 が れ て いる 。 ず こ の 岩 を 除く こと だ 。 いし 、 休 ませ て も くれ る 』。 
届き こり の 家 と 裏 の 洞窟 | 


過 5 らら 2 クツ 5 の 
《 ラ 


入山 口 か ら も う R 
少し 奥 に 登っ た と 人 
ころ に は 、 き こり 羽 
の A 作 、B 作 兄弟 


の 家 が ある 。 仕事 


と どり ぶっ 


こ 1 家 の 裏 に は 洞窟 が ……。 
ぶり を 見 て みよ う 。 で て も 、 奥 に は 入れ な い 。 


。 は ざ ぷ は S せ で 圧 記 ざき 斗 。 の 


ご 


2 
- きこり の 家  .・. 兄 弟 の ぎ きこり が 住ん で い リク クー 
導 | 【 パ 、 る が 、 た いて い は 迷い の 森 。 
上 な と ど に 出かけ そい る 。- 家 の ヽ 
3 - 前 で 仕事 を し て いる 彼ら に 、 

ポー きもの っ と も ある だ ろう 
占い 師 の 館 ・ この 国 の 占い 師 は 、 な ぜ . 
。 。 か 一 覧 家 に 住ん で いる 。*\ 世 
” 界 の 秘密 / に 関す る 知識 を - 
テー 、 - 持 っ た 賢者 な の で 、. 一 度 は 
ee _ 話 を 聞い て みる と いい 。 


+ 


。w とき 画 と 呈 計 で CS は さぶ ポ ご きき ロ 
。 販 m き 語 政 S 団 釧 1 と S 中 吾 構 遂 S 洞 1 


さ 人 / 

カカ リコ 村 の 北 に 広がる 大 き な 森 。 曲 
が りく ね っ た 道 が 何 本 も 通っ て いる が 、 
その つなが り は 複雑 で 、 全 貌 を 知ら ず に 
立ち 入る と た ち ま ち に し で 迷っ て し まう 。 
國 マ スタ ー ソ ー ド の 祭壇 

森 の 最 奥 部 に は 、 ハ イリ ア 民 族 の 伝説 
の 名 剣 、 マ スタ ー ソ ー ド を 奉っ た 祭壇 が 
設け られ て いる 。 

祭壇 に は 古代 ハイ リア 語 が 刻ま れ て い 
て 、 こ の 国 に 伝わる 3 つの ペン ダン ド を 
持つ 者 だ な けが マス ター ソー ド を 手 に で き 
る 一 - と 書か れ て いる 。 


っ こき の 人 は Y(UI 


ス 各 避 渡 S(( 二 みせ 。 剛 潜 立 さ 
ざ QEHw 疹 は テー ベー 4 1 


迷い の 森 に 立ち 入る に は 地理 
を 直 労 に 知 う !G お く こ と 。 
入口 は 、 村 か ら 2 ヵ所 と 、 占 
い 師 の 館 の 棋 か ら と 、 さ ら に き 
こり の 家 の 西 か ら の 4 ヵ所 だ 。 
大 きく 2 つの エリ ア に 分 か れる 
が 、 木 の トン ネル で 全 エ リア と 
7G9y/J5 ラ (UE 史 語 っ JI(NS) 
基本 的 に 南 に 向かっ て 行け ば 出 
日 が 見 つか る の で 、 心 配 し な く 
で を dEU3e 

右 の ガイ ド マ ッ プ を 参考 に し 
て 、 散 策 を 楽し も う 。 


. せ 8S せ で 天理 


SN 


。 ぷ Stfi((t 党 は テー ベー 立 史 


軒 盗賊 の アジ ト 

この 国 の 盗賊 た ち は 、 こ こ 迷 い の 森 を 
拠点 に し て いる 。 こ の 辺り で 盗賊 に 出 会 
うと 、 小 物 を ス ら れ て し まう の で 注意 し 
て ほし い 。 し か し 、 根 は いい 奴ら な の で 、 
た また ま ア ジ ト を 見 つけ た ら 、 挨 拶 を 克 
わす 程度 な ら 危 険 は な い 。 


ーー これ が アジ ト の 
還 | 入口 。 別 の 入口 も 
“ ある と いわ れる 。 


つっ 留守番 が ひと り 
いる だ け だ 。 愛想 
は 悪い が …… 人 


10 軒 前 後 の 家 が 建ち 、 出 入り の 兵士 、 
業者 な ども 含め て 数 十 人 の 人 間 が 佳 む 、 
この 国 最 大 の 集落 で ある 。 酒場 や 雑貨 屋 
な ども ある 。 
田中 央 広場 

村 の 中 心 に は シン ボル と も いう べき 大 
き な 風 見 鶏 が 立ち 、 そ の 周り が ちょ っ と 
し た 広場 に な っ て いる 。 こ の 風見 鶏 の 由 
来 は 不明 だ 。 


だ だ) 
! 


。 な は と の w 避 下 の と の は 


F ン 滞 S(( 宮 大 貞 半 。 が と 
本選 珠 団 すら 吉 庄 皿 画 1 


田 長 老 の 家 

北 の 入 品 の すぐ 脇 に 、 玄 関 が 2 つも あ 
る 大 き な 家 が ある 。 こ れ が 長老 の 家 だ 。 
ハイ リア 民族 の 血 を 引く 長老 は 、 東 に 儀 
式 用 の 庵 を 持っ て お り 、 こ ちら に 出かけ 
て いる こと が 多い 。 留守 中 は 長老 の 妻 の 
お ば あちゃ ん が 迎え て くれ る だ ろう 。 


。 の ご 餅 史 滞 汐 
, 居 泊 叶 9w 壮 S 難 慎 


sdHdk 二 の 中隊 二 ロ ンジ S 半 1 


中 吾 1 


。 は の 削 器 避 瑞 呈 計 。 の 
きき 対 ③ 選 生 本 さと (は の 訟 は AAw へ 


テ V へ MiNIS 青 剛 汗 


カカ リコ 村 と その 周辺 に は 店 
が 多い 。 買い 物 を 楽し も う 。 


OOP 


雑貨 屋 > 


カカ リコ 村 の 一 番 南 、 ニ ワ ト リ 小屋 
の 隣 に あり 、 生 命 の 薬 、 爆 弾 、 ハ ー ト 
を 売っ て いる 。 こ こ で は 、150G の 薬 が 
目玉 商品 だ ろう 。 


く < ビン 売り > 

どこ が 遠い 国 か ら 来 た と 思わ れる 行 
商人 が 、 中 央 広場 の 西 に 店 を 開い て い 
る 。 いろいろ な 小物 を 売っ て いる が 、 
ぜひ 買っ て お きた い の が ビン 。 た っ た 
ひと つ し か 売っ て いな い の で 急げ ! 


く < その他 > 

占い 師 の 館 は 見 料 が 不定 だ 。 迷 い の 
森 の 奥 で は 、 姿 賊 が 宝箱 の ギャ ン ブ ル 
を や っ て いる 。 村 の 南 に も ギャ ン ブ ル 
の 家 が ある 。 一 発 勝負 し て みる ? 


感 井戸 と 洞窟 
迷い の 森 の 入口 
付近 に 、 井 戸 と 油 
窟 の 入口 が 並ん で 
いる 。 内 部 は つ な 
が っ て いる の だ が 、 
洞窟 側 か ら 井 戸 に 
出る る と は で き な い 引 が 、 井戸 に 入る た 
め に は ひと 工夫 必要 だ 。 要 は 飛び 込む し 
か な い の だ が ……。 岩の上 に 行こ う 。 
田 民 家 
留守 の 家 も 多い が 、 


! これ は 思い 切っ て 飛び 込 
むし か な さそ うだ けど 。 


村 に ある 家 1 軒 1 
酒場 は な ぜ 
飲ん だ くれ 


軒 を 訪ね て みる の も 楽し い 。 
か マス ター が 不在 が ち だ が 、 
の お じ さ ん た ちと 話 そ う 。 


なん だ か 入り に 
くい 家 だ けど 、 の 
ぞい て みよ う 。 


テー 30 や は まで ec に 
: 見 落と し た く な い ポ イシ ト . 2 
Ca : 村 に は 、 納 星 が 2 軒 あ る 。 後 立つ も の が か 衣 が れ て いる 電 
合 も ある の で > さち 破っ て で も な か を 見 て みよ う 。 詳 も 
・ 5 人 や 好き に し て みる と いい 。 ドー 
さそ ESBNeH 2 人 77 


は 2 
で と が 9 で 5 

ん と か し て 追い つい て みよ う 。] 
- な に か い ぬ こと を 教え て < れ 


カカ リ ュ ね の 王 識 sc に 流れ る 川 と 、~ 
ハイ ラル 城 の お 堀 に 挟ま れ た エリ ア 。 中 
央 部 は 森 が 深く な っ て いて 、 こ の エリ ア 
は 北側 と 南側 に 分 断 さ れ て いる 。 
圏 銀 冶 屋 

カカ リコ 村 の 東 に は 、 ひ と り の 鍛冶 屋 
が 住ん で いる 。 相棒 を 失っ た と か で 、 い 
ま は 仕事 を し て いな い 。 


ー 前 庭 が 広く 、 雰 囲 気 
の いい 家 。 ニ ワ ト リ も 
何 羽 か いる 。 


と 2 人 で 組め ば 、 本 領 
が 発揮 で きる 。 どこ か 
に 相棒 が いる は ず だ 。 


ま 生き 


この 国 に は 、 神 聖 と され る 場所 が 3 ヵ所 ある 。 へ ブラ 山頂 の ヘラ の 
塔 、 西 の 砂漠 の 神殿 、 そ し て この 東 の 神殿 だ 。 3 つの うち て で 東 の 神 
殿 は 最も 交通 の 便 が いい が 、 周 囲 は 険しい 岩場 に な っ て いる 。 


地理 交通 の 便 

東 の 神殿 は 複雑 な 階段 状 の 地形 の 一 番 神殿 周辺 まで の 道のり は か な り 険 し い 。 
奥 、 上 段 に 建っ て いる 。 こ こ は 台 地上 の し か し 、 そ の 入口 の 門 や 南 の 空き 地 ま で 
窪地 で 、 他 の エリ ア か ら 完 全 に 孤立 し て な ら ハ イラ ル 城 か ら も そう 遠く な く 、 簡 
いる 。 多く の 階段 を 経て 頂上 に 向かう 。 EC2HES いっ RI だ くだ 7G の 5) る 


es エリ ア 別 
解説 * 


この 地域 は 、 東 の 神殿 、 そ 
の 参道 、 南 側 に ある 空き 地 と 、 
3 うつ の エ リア に 分 け で みた 。 
所 の りり が そう リ く は な 
の だ が 、 地 形 が 複雑 な の で な 
か な か 探索 も 大 変 だ ろう 。 魔 
物 も 多く 、 地 形 も 厳し く 、 危 
険 な 場所 だ が 、 独 特 の 雰囲気 
を 存 分 に 楽し ん で ほし いも の 
7 


東 の 神殿 一 帯 の 台地 の 南側 に 、 四 方 を 崖 
に 閉 ま れ た 小さ な 塞 地 が ある 。 こ こ に は 小 
さ な 洞 窟 が ひと つ あ る ほか 、 杭 に 囲ま れ た 
不思議 な 場所 が ある 。 い ろ い ろ と 調べ て み 
る の も いい だ ろう し 、 魔 物 さ え 片 付け て し 
まえ ば 、 の ん びり する の に も いい 場所 だ 。 


複雑 に 入り 組ん だ 階段 状 の 地形 に 階段 が 
付け られ て いる 。 あ ちこ ち に 見 どこ ろ が あ 
り そ う だ が 、 実 際 に は 頂上 の 神殿 と 、 そ の 
西側 の 窪ん だ 場所 に ある 長老 の 庵 に さえ 行 
けれ ば いい だ ろう 。 し か し 、 地 形 を 覚え て 
お か な いと 苦労 する 場所 だ 。 


参道 の 一 番 奥 、 高 み に 建っ て いる ハイ リ 
ア 時 代 の 神殿 だ 。 大 き な 建 物 だ が 、 内 部 は 
それ ほど 複雑 で は な い 。 最 奥 の 部 屋 に 紋章 
を 刻ん だ ペン ダン ト が 奉 ら れ て いる が 、 強 
力 な 神 兵 が これ を 守っ て いる と も いう 。 い 
ずれ に せよ 、 内 部 は 危険 だ 。 


19 


20 


ここ に ある 洞窟 は 、 お な じみ の 休息 場 
所 、 妖 精 の 泉 だ 。 その 前 に は 杭 を 打っ た 
囲み が ある が 、 こ れ は 実は 魔法 陣 だ と い 
・ ボ ポイ ンド は この 紀 だ 。 


つう 。 【 上 一 


。 と は 0wEA JO 蛋 び は 宮 石 洒 の さき 叶 
き は は 溝端 と へ 石 w 主 強 1 


記 悪 書 , 


圏 洞窟 

危険 な 東 の 神殿 に 向かう 前 に は 必ず 立 
ち 寄 り た い 、 ほ っ と 一 息 つ ける 場所 。 泉 
に は 妖精 が 住み 、 人 JGR652IR2R 
祈 れ ば 旅人 に 活力 本 3 
を 与え て くれ る だ 
ろう 。 間違っ て も 
ゴミ を 投げ 入れ た 


1 美しい 泉 が ひと つ ……、 


り し な いよ うに 。 位 の 高い 妖精 が 住ん 人 で いる 。 
園 囲 い の な か の …… 
洞窟 の 前 に 、 8 本 の 杭 で 囲ま れ た 場所 


が ある 。 真ん中 に は 小ぶり な 央 が ひと つ 
ある 。 こ れ は 魔法 陣 で 、 石 さえ 除け ば 封 
印 さ れ た 本 来 の 機能 を 取り 戻す と か 。 


出 同 用 72 
| 


> 系 さと 生き 史 1 


で ざき S の と へ で 還 (0 。 計 


中 邊 の び 守 尼 記 明 


神殿 は 信仰 の 場 で も や り 、 な ん ら か の 力 の 
封じ られ た 場 で あり 、 修 行 の 場 で も ある 。 
だ か ら 、 利 殿 に た どり 着く まで の 参道 は 、 
決し で 平坦 な も の で は な い 。 

園 階段 状 地形 

神殿 周辺 の 地形 は 、 ざ っ と 5 段階 の 高 
き の 台 地 が 複雑 に 入り 組ん だ 、 階 段 状 の 
地形 に な っ て いる 。 東北 の 一 番 高い 台地 
の 上 に 、 神 殿 は 建っ て いる 。 

崖 に は あちこち に 石積 み の 階段 が つけ 
られ て いる が 、 ど の 道 も 神殿 に 続い で い 
る と は 限ら な い 。 正しい 道 を 見 つけ る こ 
と も また 、 神 殿 を 目指 す 者 の 修行 と な る 
(の が 8 


立 は ー 
派 ` 参 
な 古道 
間 貞 癌 に 
が 時 至 
建 代 る 
っ の 入 
i で も 口 
い の と 
る と な 
" 思 る 
集 わ 谷 


田 ア モス の 群像 

参道 の 階段 に は 、 脇 侍 を 務め る 神 兵 ア 
モス の 像 が 立っ て いる 。 彼ら は た だ の 参 
拝 客 に は 反応 を 示さ な い が 、 神 殿 の 力 を 
得 よ うと する 者 に 襲い か か る 。 


iC 


. 哉 


。 訪 陸 ほ 喜 送 


洒 。 と 較 喜 黄 S 丁 。 豆 2 中 さ 革 
圧 w 國 Q で 説 語 時 へ 所 


。 の 時 古き と で 藻 べ て 内 | 豆 沖 購 
zN 愉 礁 2 十 Ow び 。 志 語 ロ と S /〉 簿 夷 書 


! 行き は 大 変 だ が 、 帰 り は 崖 を 次 々 に 飛び 降 
り れ ば いい だ け な の て 楽 だ 。 


旧 


圏 長老 の 庵 
カカ リコ 村 に 住む 長老 サハ スラ ー ラ は 、 
儀式 を 執り 行っ た り 、 祈 り を 捧げ る と き 
な ど 、 必 ず 神 殿 の 西 に ある 庵 に や っ て く 
る 。 村 で 彼 に 会 えな か っ た と き は 、 こ の 
庵 を 訪ね る と いい 。 た だ し 、 儀 式 の 邪魔 
を し な いよ うに たい, 
神殿 の 紋章 を 求め る 勇者 に は アド バイ 
ス を し て くれ る 。 隠さ れ た 奥 の 部 屋 に 行 
は ば 、 役 立つ も の も ある だ ろう 。 
に 軸 本 ー 東 側 の 窪地 に 長 


老 の 庵 が ある 。 訪 
ね て みよ う 。 


つ 奥 の 部 屋 に は 、 
いく つか の 恵 が 置 
か れ て いる 。 


馬 選 同上 呈 中 生 必 必 に 


『 1 


較 川 べり 
東 の 荒れ 地 か ら 南 の 湿地 帯 方 面 へ と 向 
か う 橋 の 東側 に 、 参 道 へ の 入口 が ある 。 
この 辺り に は 用 途 不 明 の 古い 建造 物 が 並 
ん で いて 、 そ の 近く に は 洞窟 も ひと つ あ 
る 。 こ れ は 妖精 の 泉 だ 。 


さき 


。W0w 人 ev(( の ゆ 光 
(02623 人 00(I0 語 SS の RSSIGaGG 


fr 
テ 1 ポ 4 藻 羽 SG 尽 S オ 1 


… 潜 将 医 六 Ow 汗 SS させ 語 きき 召 石 班 S 
EID3 


s つ (WW 可 (て の び 
2 と 


W 漠 弟 きび EE 帳 石 9k(v 


均 全 は 時 


SWVK … 
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マス ター ソー ド を 手 に する 資格 を 誰 定 
する た め の 3 つの 紋章 の うち 、 こ こ に は 
勇気 の 紋章 が 刻ま れ た ペン ダン ト が 奉 ら 
れ で いる 。 


咽 


E 石 の 円 柱 が 印象 的 な 、 壮 大 な 建築 


大 
物 だ 。 ハ イラ ル 世 界 の 国教 の 古代 神殿 と 
し て 人 々 の 信仰 を 集め て いる 。 

ハイ ラル の 神殿 は も と も と “試練 / の 
た め に つく られ た も の で 、 大 勢 の 魔物 が 
うろ つい て いる 。 冷 や か し 気分 で の 見 学 
は 非常 に 危険 だ 。 


sv( (di 

D 

Ad は 足 へ WW 壮 右 耳 圭三 
光 押 十 黄 深 . 訓 滞 革 S(i 


ご 


こ モ 道 っ 

2 コジ (29) 2 

いた 最 こ で 1| 

の ち 後 が 

無 邊 た 殿 

し ま る へ 

て で 階 つ 

着 は 段 な 

も だ が 

DNS の 

rp を 
な < 
り 神 
3 殿 
属 き 
の ロ 
ル の 
| 様 
ES 
分 最 
か 初 
れ か 
て ら 
いい 
に 3 


東 の 神殿 は 、 比 較 的 わか りや すい 構造 
を し で いる ほう だ 。 

3 つ あ る 試練 の 神殿 の うち 、 最 初 に 入 
る べき 神殿 と いう こと で 、 そ れ ほ ど 茂 し 
い 設 定 に は な っ て いな い 。 紋章 の 守護 神 
を 倒す 実力 さえ あれ ば 、 く まな く 歩 いて 
回 誰 還 坪 当 巡 肖 加計 9 は す だ 。 


。 蛋 対 沖 苦 め 


s は 琴 S 辿 難 吉 さ ( い 
すい 人 KNI ビ さ Sk コ の る 近 | 


ー こ うい う 奈 落 に 
注意 。 足 場 を 確認 
し な が ら 進 も う 。 


> 各 神 殿 に ひと つ 
ずつ 、 大 きか な 宝箱 
が 置か れ て いる 。 


マス ター ソー ド を 手 に する 資格 と 
な る 紋章 は 、 3 つの 神殿 に ひと つ ず 
つ あ る 。 東 の 神殿 に 勇気 の 紋章 、 砂 
・ 漠 の 神殿 に は 力 の 紋章 、 そ し て ヘラ 
: の 塔 に 知恵 の 紋章 だ 。 


。 の ev 政 圧 注 中 せき 商 忌 可 革 
S 澤 。 著 麗 半 S 埋 党 S 強 聞 1 


グモ ム に は 蒲 % の 人 : 
か 登場 王 る 語 者 称 を は 主人 
人 バト で お しさ 
うる 一 人 暮 ら 0 征矢 っ 
7 て いる の は 、 先住 履 の ハ 
の け 軸 う イリ ア 族 の 未 府 で ぁ の 
Ka っ | の の 証拠 だ 。 
ゼル タダ タ 姫 と は な に か 関係 
SL 


い の 少 年 な 、 ここ 2 


三角 帽子 が シ ン ボ ル 
と な く の ん き な 顔 だ 。 


ハイ ラル 城 の 当主 の ひと 
り 妨 。 つま り 、 王 女 き まだ 。 
伝説 の 7 賢者 の 面 を 引い て 
いる た め 、 司 祭 ア グ ニ ム に 
狙わ れる 。 
金髪 の 美しい 妨 だ が 、 気 
区 で 、 困 難 に も くじ け な い 
男気 を 秘め て いる 。 


1 白い ドレ ス が よ く 似合う 。 
な 格好 で 大 冒険 も 


父 と いっ た ル 
ヽ い ひげ 親 苑 = 
人 公 の 親代わり だ 。 


し 愉 幅 の い 
人 人 の 保護 者 に 当たる 。 。 ク 。 ま 人 


ナ ィ ト の 各 を 引く 一 話 た ン 
て の 自 千 と 著 り を 持っ 
ぁ が 、 負 琶 は イマ イチ の 
セル ダ 姫 の 声 に 応え よ 
し て 、 城 へ の 地下 通路 て 


力尽き て し まう * 
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国内 で も 最も 平坦 な 地形 で 、 か つ 水 の 豊か な この 地域 は 、 昔 か ら 人 
が 住ん で いた らし く 、 遺 跡 め いた ほこ ら や 洞窟 が 点 在 し て いる 。 こ 


まめ に 回 っ て みる と いい だ ろう 。 


地理 


この 地方 の 南部 は 、 西 に 大 き な 砂 漠 、 
東 に ハイ リア 湖 と 、 東 西 で 対照 的 な 地形 
に な っ て いる 。 そし て 、 その間 の 広大 な 
平原 は 、 小 さ な 池 の 点 在 す る 湿地 帯 だ 。 


交通 の 便 

湖 を 除け ば 障害 物 の 少な い 地 形 な の で 、 
泳ぐ こと さ え で きれ ば か な り 自 由 に 移動 
で きる 。 た だ し 、 ハ イリ ア 湖 の 東側 は 奥 
まっ て いて 、 歩 いて いく と か な り 遠 い 。 


s エ リア 別 解 説 * 
大 きく 分 ける と 湿地 帯 と ハイ リア 湖 
の 2 つ だ が 、 地 形 的 に 湿地 帯 の 西 の 谷 、 
ハイ リア 湖 の 東側 を 別 の エリ ア と し て 
XS お VS だ 
どこ も な か な か 見 どこ ろ の 多い エリ 
ア な の で 、 魔 物 に 備え 、 し っ か り し た 
装備 を 身 に 付け た うえ で 散策 を 楽し ん 
で は ほしい 。 発見 も 多い こと だ ろう 。 


ハイ リア 湖 の 西岸 に 、 東 西 に 延び た 小山 に さえ 
ぎら れる か た ち に な っ た 細長 い 場 所 が ある 。 ごく 
狭い エリ ア な の だ が 、 こ こ に は 建物 が ひと つ あ り 、 
また 他 の エリ ア と は 完全 に 独立 し て いる の で 、 単 
EDU) 記 20311 の KIMICGSRS6 の 月 


ハイ ラル 地方 最大 の 湖 で 、 湖 上 に は 2 つの 鳥 が 
ある 。 穏やか で 美しい 湖 で は ある が 、 周 辺 に は 魔 
物 が 多く 、 安 全 な 場所 と は いえ な い 。 和 観光 気分 で 
湖 に 入っ た の で は 、 へ た を する と 命 を 落と し か ね 
な い 。 泳ぎ を マス ター し て 行く こと 。 


ハイ リア 湖 は 、 東 側 の 湖上 に ある 岩 に よっ て 東 
西 に 分 か れ て いる 。 そのため 、 東 側 の 岸 か ら そ の 
北 に ある 洞窟 の 方 面 へ は 、 大 きく 南側 か ら 回 り 込 
ん で 行く ほか な い 。 少々 遠い の だ が 、 魔 物 の 数 は 
それ ほど 多く は な い 。 


ーーYJ) 


草原 に 小さ な 池 が 点 在 し 、 あ ちこ ち に 古代 の 遺 
跡 ら し い 彫 刻 が 立ち 並ん で いる 。 その 中 心 に ある 
の が 草原 の ほこ ら で 、 な か に は この 近辺 の 準 混 施 
設 の 制御 装置 が ある 。 か つて は も っ と 大 き な シ ス 
テム だ っ た ろう と も いわ れ て いる 。 


mw この BBga 
PTTTT 


(| 
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ハイ ラル 城 の 東 の 荒れ 地 か ら 橋 を 渡っ 
て まっ すぐ 南 へ 進む と ハイ リア 湖 の 昌 辺 
に 出る が 、 そ の 先 は 行き 止ま り に な っ て 
いる 。 

悦 西岸 の 広場 

いか に も な に か あり そう な 場所 だ が 、 
実際 に は 北側 に 占い 師 の 館 が 、 そ の 東 の 
洞窟 に 雑貨 屋 が ある だ け だ 。 

し か し 、 こ こ に は 機 橋 $ も あり 、 湖 に 入 
っ た り 上 が っ た りす る に は 便利 な ポイ ン 
ト と な っ て いる 。 洲 ぎ が 達者 な ら 、 こ こ 
か ら 東 央 を 目指 す と いい 。 


圏 占い 師 の 館 
カカ リコ 村 の 入口 に あっ た の と 同じ よ 
うな 占い 師 の 館 が 、 こ こ に も 建っ て いる 。 
占い の つい で に 、 南 へ 行く た め の 休憩 所 
と し て 利用 する の も いい 。 料金 は 不定 。 
また 、 東 の 洞窟 に は 雑貨 屋 も あり 、 湖 
周辺 の 探索 の ベー ス と な る 場所 だ 。 
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刀 mm 石 速記 3 
問 ③ 融 定 豆 古 洒 S 基 ③ 百 と 


国内 最大 の 湖 で 、 へ ブラ 山 を 発し た ハイ 
ラル 川 が 流れ 込ん で いる 。 湖上 に は 大 小 
2 つの 島 が 浮か び 、 大 き な 島 に は “幸せ 
の 泉 ? と 呼ば れる 洞窟 が ある 。 
圏 ハ イリ ア 湖 

この 湖 は 東西 に 分 断 さ れ て いて 、 東 側 
は 山地 で 狭く 、 西 側 は 平地 で 広い 。 そ れ 
ぞ れ に 異な っ た 性 格 を 持つ 。 

湖 ら し い 風 情 を 楽し む な ら 南岸 辺り が 
お 勧め だ が 、 東 側 の や や 険しい 地形 に も 
魅力 が ある 。 泳ぎ が で きる な ら 、 2 つの 
島 に も 行っ て みた い 。 


ドス ト フ トス トー ハッ 


。 宮 短 YG 二 きき さき 将 記 9w 汗 
誠 期 ほ さ 紅 包 ,/AS の と へ て 用 
立 い ー ミ る S 税 時 落 基 光源 叶 1 


湖 の 住人 た ち : 
一 見 穏やか な ハイ リア 湖 だ が 、 ど : 
うし て な か な か 危険 な 生物 が た くさ : 
ん 住ん を で いる 。 水中 の ゾー ラ を は じ 
め 、 湖 央 に は 電撃 生物 の バス ブロ ブ 
や 六 三 (RS 人 か 当る 


se の と JO 甘 記 強 遼 対人 。 寺 
昨 馬 席 石 周 半 和夫 N ロ Na > 1 


OO 入信 友和 き 人 生生 】 


圏 幸せ の 泉 

湖 の 忠 央 に 浮か ぶ 島 に は 、 洞 窟 が ある 。 
ここ に は 女神 が 和 宿る と いう 泉 が あり 、 魔 
物 の 少な か っ た 頃 は ルピー を 投げ 込む 参 
拝 者 が 跡 を 絶た な か っ た と か 。 義理 堅い 
女神 きま は 、 一 定 以上 の ルピー を 投げ 込 
むと 小さ な 幸福 を プレ ゼン ト し て くれ る 。 
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幸せ の 泉 の 西側 に 、 小 さ な 島 が ある 。 
な ん の 変哲 も ない の だ が 、 行 き に くい 場 
所 に ある た めか 、 貫 重 な 宝 が 置か れ て い 


る らし い 。 
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西側 に 対し て 、 ど ちら か と いえ ば 山地 
が 多い ハイ リア 湖東 岸 。 地 理 的 に も 、 生 
息 し て いる 魔物 に し て も 、 少 々 厳し い 場 
所 だ 。 

圏 ハ イリ ア 湖 の 入り 江 

全体 的 な 地形 を 知ら な いと 、 こ の 辺り 
は た だ の 川 に 見 えて し まう か も し れ な い 。 
北 の 氷 の 洞窟 辺り か ら 地 下水 が 湧い て 
いる らし く 、 流 れ は 北 か ら 南 へ 、 入 り 江 
に は 滝 ま で ある 。 入り 江 の 奥 は 行き 止ま 
り に な っ て いて 、 洞窟 が ひと つ 口 を 開け 
て いる 。 実際 に は か な り 大 き な 地 下 空洞 
が ある よう だ 。 


珍獣 オク タバ ルー ン : 
ここ 東 斑 に の み 、 ご く 少 数 が 生息 : 
する と いう 珍獣 だ 。 気 球 の よう に 膨 : 
らん だ 気 衰 で 浮遊 する 巨大 な タコ の : 
よう な 生物 で 、 外 敵 が 近づく と 破 多 : 
し て 分 裂 する 。 : 
は た ち ま ち 散 ら 
ば っ て 、 姿 を 消 
19 語 の) た 30 県 
その 生 上 は いま 
だ 謎 で ある 。 


圏 水 の 洞窟 

東岸 を 紫 上 し て いく と 、 崖 に 突き 当 た 
っ て 和 き 上 正 ま り に な る 。 こ こ に 洞窟 が ひ 
と つ 、 ぽ っ か り と 口 を 開け て いる 。 奥 へ 
進む と 部 屋 全体 が 凍り 付い た 祭壇 が 見 え 
る が 、 プ ロッ ク で 遮 ら れ て いる 。 
鳴 で は 、 こ の 辺り に 3 つの 洞窟 の 入口 
が ある と も いわ れる 。 興味 の ある 人 は 、 
よる 探し て みる と いい だ ろう 。 
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水 の 洞窟 の 秘宝 
この 地 に は 古代 ハイ リア 民族 の 遺 : 
宝 が いく つか 隠さ れ て いる 。 氷 の 洞 : 
留 に 封じ られ た アイ スロ ッ ド も その : 
ひと つ だ 。 ロ ッ ド の 魔法 に か か っ た : 
者 は 凍り 付き 、 も と に 戻ら な い 。 : 
間 “| @” 


。 つ ぷ は へ 謀 ご 海 直 等 績 3 とべ 
と させ 当 S テロ 1 


ハイ ラル 地方 の 南部 中 央 を 大 きく 占め 
る 湿地 帯 は 、 小 さ な 池 と 遺跡 の 点 在 す る 
お も 内 い エ リア だ 。 蘭 明 用 ずみ まで 、 見 
落と すこ と な く 探 索 を 進め よう 。 
圏 沼 の 遺跡 

古代 の 神々 で も か た どっ た の で あろ う 
か 、 人 面 の 彫刻 が 林立 し て いる 。 

な か で も 湿地 帯 の 西北 方 向 、 小 さ な 沼 
の 北 に ある 5 つの 彫刻 は 、 崖 に 面 し た 三 
角形 の 空き 地 を 守る よう に 立っ て いる 。 
この な か に 魔法 陣 が ある が 、 杭 が 打 た れ 
て い (eS mm 
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較 湿 地帯 

多少 じ し く じ く と し た 草原 と 、 点 在 す る 
小沼 か ら な る 広大 な 湿地 帯 だ 。 昔 は この 
辺り に も 人 が 住ん で いた らし く 、 水 は け 
を よく する た め の 浴 沙 工 事 を し た こと も 
ある らし い が 、 そ の 跡 が ある の み だ 。 


較 草 原 の ほ こら 
沼地 の 中 央 部 に ある 、 
跡 。 湊 江 用 の 施設 だ っ た らし い が 、 い ま 


ハイ リア 族 の 遺 


は 水 の 神 を 奉る ほこ ら に な っ て いる 。 
し か し 、 実 際 に 奥 ま で 進ん で みれ ば 、 

作動 装置 を 発見 で きる は ず で ある 。 いま 

で も ある 程度 の 機能 を 保ち 続け て いる よ 


ご ここ は 、 近 辺 の 
湖沼 群 の な か で も 
比較 的 大 き な 沼 


っ 入口 に は ブロ ッ 
ク が ある 。 動か し 
て な か に 入ろう 。 
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淵 は ポ ミ へ AS へ さ の 生還 1 


29 


30 


ハイ リア 湖 に 流れ 込む ハイ ラル 川 は 、 ヘ へ プラ 山 の 東 側 に その 源流 を 
発し て いる 。 上 流 は 滝 が 随所 に 落下 し て いる た め 、 ゾ ー ラ の 巣 の 辺 
り ま で さか の ぼる の が せい いっ ぱい だ ろう 。 


地理 


ハイ ラル 川 の 上 流 は 、 険 し く 切り 立っ 
た へ ブラ 山 に 達し て いる 。 傾斜 が 急 な の 
で 何 ヵ 所 も 滝 が ある 。 し か し 、 魔 法 屋 の 
辺り で は 傾斜 は 緩やか に な っ て いる 。 


交通 の 便 

上 流 に 向かう ほど 、 傾 斜 は 急 に な る が 、 
それ ほど 険しい 地形 で は な い 。 距離 さえ 
いと わな けれ ば 、 ゾ ー ラ の 巣 ま で 、 そ う 
昔 支 する こと も な く た ど り 着 ける だ ろう 。 


フ ブ 二 > 

* エリ ア 別 解説 * 

この 地域 は 、 地 形 的 に 見 れ ば 、 全 体 
で ひと つの エリ ア と みな し て も いい の 
だ が 、 見 る べき ポイ ント も 多い の で 、 
4 語 の (の 20G ク の が (の NG 引 IS9M の AG 
し よう 。 魔法 屋 か ら 願 い の 滝 、 大 滝 を 
経て さら に さか の ぼれ ば 、 木 漏れ 日 の 
差す 美しい 別天地 、 ゾ ー ラ の 巣 に た ど 
り 着 ける は ず だ 。 


ハイ ラル 城 の 東 の 橋 か ら ハ イラ ル 川 の 上 流 へ と 
向かう 登り 口 の 辺り に 、 年 齢 不詳 の 手 だ れ の 魔女 
が 、 助 手 と 2 人 で 魔法 の 店 を 開い て いる 。 近 くに 
は 菜園 が あり 、 北 側 に は ハイ ラル 川 が 流れ て いる 。 
大 滝 は ここ か ら 正 面 に 眺め られ る 。 


魔法 屋 の 北側 か ら 東 側 に か け て 、 へ ブラ 山 か ら 
その 源流 が 流れ 落ち る 滝 が 横 に 列 を な す よ うに 並 
ん で いる 。 こ の うち 、 一 番 右側 の 滝 が ハイ ラル 川 
の 本 流 だ 。 な お 、 上 流 に 向け て 道 を た どる な ら 、 
本 流 の 東側 に 回 り 込 ん で さら に 登 ろう 。 


大 滝 か らき さら に さか の ぼり 、 も う ひ と つの 滝 を 
越え る と 、 そ こ は ち ょ っ と し た 池 ほ どの 規模 の あ 
る 淀 み に な っ て いる 。 こ の 北側 正面 に 流れ 落ち て 
いる 滝 が 、 通 称 "願い の 滝 ” だ 。 本 流 で は な い が 、 
大 き な 滝 で 、 滝 意 も それ に ふさ わし く 大 きい 。 


ハイ ラル 川 の 上 流 は 非常 に 穏やか で 、 樹 々 の 生 
い 茂 る 美しい 場所 だ 。 し か し 、 こ こ は ゾ ー ラ た ち 
の 巣 で 危険 極まりない 。 一 番 奥 に か か る ゾー ラ の 
滝 ま で 進む こと が で きれ ば 、 キ ング ゾー ラ に 会 う 
こと も で きる の だ ……。 
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上 流 の 登り 口 に は 魔法 屋 が 建ち あ 、 そ の 
北 に は 大 滝 が ある 。 魔法 屋 の 東 に は な に 
や ら 意 味 あ り げ な 窪地 が ある が 、 単 な る 
通過 地点 で し か な いよ うだ 。 

圏 魔 法 屋 

ここ は 、 国 で 唯一 の 魔法 屋 で ある 。 各 
地 の 雑 貨 屋 で 売ら れる 生命 の 薬 も 、 こ こ 
か ら 出 荷 さ れ る 。 そし て 非常 に 貴重 な 魔 
法 の 薬 、 さ ら に は 魔法 と 生命 の 両方 を 一 
気 に 回復 す る 青い 楽 は 。 こ こ で し か 買う 
20 の JCNESIMSS 過 

店 主 の 魔女 は 新薬 の 開発 を 続け て お り 、 
最近 発明 し た 薬 の 材料 と し て 、 革 い 匂 い 
の キノ コ を 探し て いる と か 。 な に か あっ 


た ら 相 談 し て みる と いい 。 
か で 一 
二 4 
混 店 こ 
ぜ 主 が 
て の 魔 
い 魔法 
る 女 屋 
の 5 の 
だ 怪 い 
げ も 
な 店 
業 の 
を 前 
寺 魔法 屋 の 裏 か ら 
は 、 大 滝 を 眺め る 
の が 2 で G き る 。 


つ 東 に ある 小さ な 詞 識 
窪地 。 こ こ に 降り 環 語 
る 必要 は な い 。 


傾斜 が 急 な た めも あっ て 、 ハ イラ ル 川 の 
この 近辺 に は 滝 が 連続 し て 落下 し て いる 。 
な か で も 、 山 腹 か ら の 流れ が 川 に 落下 す 
る さま は 壮観 だ 。 

圏 大滝 

ペデ ブラ 山 は 外見 上 、 荒 れ 果 て た 岩山 だ 
が 、 内 部 に は 豊富 な 地下 水脈 を 抱え 込ん 
で いる 。 そん な 地下 水 が 』 ヘ へ ブラ 山 の 保 
水 能 力 を 越え て あふ れ 出 し で いる の が こ 
の 大 滝 だ 。 多く の 支流 が 集まっ て 本 流 に 
な る の と は また 列 の 、 豪 快 な 魅力 が ある 。 


。 計 語 と で 浴 。 と へび 午 さ 潮 る 
入 癌 きり へ と 1 


ぐ 恒 石 当 薄 , 計 品 


較 滝 前 の 広場 

大 滝 の 右 端 の 南側 に は 、 ち ょ っ と し た 
広場 と 窪地 が ある 。 道 案内 の 立て 札 も あ 
る が 、 どう せ 休 憩 す る な ら 美 し い 滝 の 見 
える 場所 を 選び た い 。 こ こ は そ の まま 通 
り 過 ぎ よ う 。 
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滝 の 理 に 洞窟 が 隠さ れ 、 そ の な か に 泉 
が 湧い で いる 。 か つて ほ ま 願い の 滝 ” と 
し て お 親 られ た 場所 正朗 た が 、 現 在 こ 
の 場所 を 知る 人 は 少な いよ うだ 。 

時 上流 の 風景 

天 滝 の 上 に 登る と 座 と は ちょ っ と し 
だ 平地 に な っ て いる 扇 肖 み が 池 の よ うに 
腐 が り 、 な か な か の どか な 雰囲気 だ 。 そ 
し て 、 川 の 本 流 は 了 や や 東 寄り に 続き 、 淀 
み の 真 北 に は 大 き な 滝 が 落下 し て いる 』 
これ が 順 い の 滝 だ 。 濡 れる こと さえ いと 
わな けれ ば 、 奥 の 洞窟 に 入れ る 。 


se が どり 光 吾 癌 き 吉 Q 捉 ((((。 剖 
Su で ue 右 YknIrS 庫 斗 1 


… 下 清 生 S 収 


。 癌 S と 還 は S の vm 右 弓 S$ 営 ) 


園 川 辺 の 台地 

症 み の 下 の 滝 の 両側 は 切り 立っ て いて 、 
水面 と 崖 の 上 と の 落差 が 大 きく な っ て い 
る 。 そこ か ら 淀 み の 岩 へ は か な り 急 な 下 
り に な っ て いて 、 全 体 的 に 見 る と 台地 状 
に な っ て いる 。 


-、 


s は の Set(v(( の 計画 加 短 状 尽 は る 調 ぶ 
で の 意 三 で の 明光 党 の Sn 衣 


較 願 い の 滝 。 
願い 事 を か な えて くれ る 女神 が 住む と 


いう 滝 だ 。 滝 の 裏側 に 洞窟 が あり 、 滝 埋 ・ 


か ら 奥 に 入る と 地下 道 に な っ て いる 。 


その 奥 に は 泉 が ある の で 、 な に か を 投 


げ 込 ん で み ま う 。 い いこ と が ある か も し 
れ な い 。 ちな み に 、 こ この 女神 は 正直 者 
が 好き だ と いう 。 桶 、 ブ プー メラ ン な ど 、 
ここ で 泉 に 投げ 込 
むと 、 今 後 の 探索 
が ずい ぶん と 楽に 
な る か も し れ な い 。 
試し て みる こと に 
! 机 き 叶 


1 な ん の 変哲 も な い が 、 こ 
れ が 願い の 滝 だ 。 


。 と 叶 そ と 喜べ と JO 呈 で 
rdtSS(( 。 の ひき 届き 大 圭 
計 v 隊 き 沙 上 は 石 史 石光 
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ハイ ラル 地方 全域 の 河川 、 湖 沼 に 群生 
する ゾー ラ た ち 。 その 本 拠 地 が ハイ ラル 
川 を きか の ぼっ た 最上 流 に ある と いう 。 
ゾー の 王 も そこ に いる ら 電 選 。 

較 水 源 地 帯 

長い 登り の 末 に た どり 着る の は 、 別 天 
地 と も いえ る 場所 だ 。 川 幅 が 腐 が り 、 流 
れ は 2 本 に 分 か れ 、 そ の 間 民 角 ま れる よ 
うに し て 丘 が ある 。 周囲 ご は 大 き な 滝 が 
ぬく っ つも あり 、 そ こ に 本 漏れ 日 が 差す 情 
景 は 美しい 。 


大 き な 滝 が 木 漏 
れ 日 を 受け で きら 
めい て いる 。 


1 
つっ 中央 に は 丘 。 頂 ) 
上 の 棚 内 に は ハー 
ト の か けら も 。 


丘 の 頂上 に 見 える ハー ト の か け 
ら 。 手 に 入れ る た め に は 右 の 支流 
か ら 滝 を 降り 、 そ こ か ら 丘 に 上 が 
る し か な い 。 ゾ ー ラ の 宝 だ ろう か 。 

し g 


1 浅瀬 を 選ん で 歩く と 、 危 険 を いく ら か 回 避 
で きる か も し れ な い 。 泳 げ な いと 危険 な 場所 。 


圏 ゾ ー ラ の 上 巣 

ハ 人 章 府 湖 に も ゾー ラ は 多い が 、 こ こ 
水源 地 甘 の 比 で は な い 。 本拠 地 と いう こ 
と で 究 世 し て いる の か 、 浅瀬 ま で 上 が っ 
て き 加 斐 き 回 る や つま で いる 。 秘宝 パ ゾ 
ー ラ の 水 か き ′ を 持つ キン グ ゾ ー ラ は 、 
る らし い 。 


ご 出る わ 、 出 る わ 。 
用 も の すご い ゾ ー ラ 
の 大 群 だ 。 


ーー 番 奥 に は 大 き 
が 浦 。 ここ に キジ 
クソ ニー ラ が | 


COCO 


: 気まぐれ な キ 
シグ ジン ニン / だ 2 
: ルビ ー に は 弱い 。 
: お 目当て の 水 か S 
: き は 、 ル ビー で の 大 ロ の お 方 が 、 能 あ : 
・ 買 い 取 ろう 。 ろう キン グ ゾ ー ラ さま だ 。 


EPCCECKELERRORERRRRRRRR2RRRR2R2RORRMKK あ 太る 】 


3 の ドッ ーー 5 
うう り っ 守 の あの 
1 3 神殿 の 管理 者 の -- 
の 未 座 で 、 勇 者 の 手助け 
較 OS 
37 も き は 不在 で 、 東 の 神 
左 の そば の 應 に こ ゃ つ で vV 


だ に 
トド 了 に ー ュ 
「 いか に も 「 長 老 」 と いう 感じ で 


主人 公 を 導い 
Sr マ ーー ` て くれ る 。 
』 - 
Ke の 


神父 


ハイ ラル 城 の 北 に あぁ る 教 


会 の 神父 。 思 慮 深く 、 温厚 
な 人 格 者 。 
王家 と は つなが り が 深く 、 
城 か ら 逃 れ た ゼル ダ 姫 が 上 頼 
っ て いっ た だ 。 教会 と ハイ フ 
ル 城 は 、 秘密 の 地下 通路 で 
て いる 。 


AN 


角 
さん 


! ゼル ダ 姫 を か 
に 、 神 父さん は 兵士 に 


くま っ て いた た め 
狙わ れ た 。 


カカ リコ 村 は 、 そ の 中 心 部 だ け で は な く 、 各 方 向 に 少し ずつ 広がり 
を 見 せ て いる 。 北 に 占い 師 の 館 、 東 に 鍛冶 屋 の 家 が ある こと は 紹介 
し た が 、 南側 に も 数 軒 の 家 が 建っ て いる の だ 。 


地理 交通 の 便 


北 か ら 南 へ 緩やか に 下っ た 地形 は 、 こ カカ リコ 村 の すぐ 南 と いう 位置 は 便利 


こ に き て 傾斜 を 増す 。 2 一 3 段 の 崖 か ら そう だ が 、 意 外 に 行き に くい 場所 だ 。 南 
構成 され る 階段 状 地形 の 平地 部 分 に 、 家 から 行く と 、 森 と 谷間 を 通り 抜け た 一 番 


は 建っ て いる 。 奥 、 北 か ら の 道 に も か な り 距 離 が ある 。 


*・ エ リア 別 
長 説 * 
主人 公 の 家 の 西 側 か ら カ カ 
リコ 村 の 南 ヘ ーー この 地域 は 
横 に 広がる 。 東 か ら 、 動 物 た 
ちの 広場 、 村 の 続き で 家 が 数 
軒 並 ぶ 辺り 、 そ し て 西 の 一 番 
奥 、 迷 路 が つく られ た 場所 と 、 
3 つの エリ ア に 分 け て 紹介 す 
の 記 二 ら 1GI ゆ た つう お 較 g2341 だ 4 
い エ リア と は いえ な い が 、 ポ 
イン ト は 多い 。 


動物 た ちの 広場 


主人 公 の 家 の 西 側 に 広がる 森 の な か に 、 
動物 た ちの 広場 が ある 。 動物 た ち が 集 まる 
空き 地 だ 。 人間 は あま り 出 入り し な い 場 所 
で 、 入 口 に 当たる 部 分 も 、 数 で 隠さ れ て い 
る 。 カ カリ コ 村 の オカ リナ を 吹く 少年 が こ 
よ な く 愛し た 場所 だ 。 

カカ リコ 村 南 部 


村 の 南 門 の 外 に 建つ 家 は 、 全 部 で 3 軒 。 
うち 1 軒 は 2 棟 続 きだ か ら 、 実 質 4 軒 分 の 
家 が ここ に は ある 。 それぞれ に 外来 者 に 対 
し て は 門戸 を 開い て いる の で 、 近 くま で き 
た ら 、 ぜ ひと や も 立ち 寄っ で みる こと に し よ 
つ )。 3 ジジ 2222 ル SG に 3 


草原 の 迷路 


カカ リコ 村 南 部 、 そ の な か で も 一 番 西 寄 
り に 建つ 双子 の 家 の 隣 に 不思議 な 庭園 が あ 
る 。 木 の 棚 や 石 、 草 な ど を 配 し た 迷路 の よ 
うな 場所 で 、 実 際 に 貴重 な 賞品 を 賭け た タ 
イム トラ イア ル が 行わ れ て いる 。 自由 に 挑 
戦 で きる の で 、 一 度 行っ て みよ う 。 
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この 地 才 の 中 心 に ある 深い 森 の な か に 、 
動物 だ ち が 集まる と いう 静か な 店 場 が あ 
る 。 通り 道 か ら は 大 きく 外れ て お り 、 人 
が 訪れ る こと は 減 多 に な ぬ が 、 意 外 に も 
その 場所 は 近い 。 

国 深 い 森 の な か に は …: 

主人 公 の 家 か ら 、 森 の 際 溢 い に 西 に 向 
か っ て いく と 、 北 側 に 革 で 隠さ れ た 入口 
が 見 つか る 。 数 を 切り 振 い て 進め ば 、 ほ 
ど な く 動物 た ちの 広場 に 出 ら れる だ ろう 。 
大 き な 草 原 に は 6 本 の 木 が 円 を 描い て 
立ち 並び 、 中 心 に は 切り 株 が ひと つ あ る 。 
辺り に は さま ざま な 動物 が いる は ず だ 。 


sr まさ うど パ マ 池 


き 忌 司 。 計 ログ S 〉 共 は (し 


> 

この 地方 に は 魔物 ば か り ふ えて 、 
で お と な し い 動 物 た ち は 影 を ひそ め て い 
る 。 彼ら に 出会え る の は ここ 、 動 物 た ち 
の 広場 の ほか 、 迷 い の 森 の 一 部 くら い だ 。 


も 
ウブ ク 爺 


無 守 


の N 本 


5 っ Sa 
ゴイ ンク 動 マ 
物 ス 


。 と 思 き 法 或 の W 地 古 
ご 回 S 瞳 溢 S き メー ベー さ 


還 抽 を 吹く 少年 

広場 で は 、 中 央 の 切り 株 に 腰掛 け て 笛 
を 吹い で いる 少年 を 見 か ける こと が ある 。 
カカ リコ 村 に いる 彼 の 父親 ら の 話 で は 、 
黄金 の 力 を 求め て 国 中 を 飛び 回 っ て いる 
と か 。 広場 で は 動物 た ち に 笛 の 音 を 聞か 
ぜ で いる が 、 近 寄る と か き 消 えて し まう 。 


ウー の ッ る 
フン 20 の を ここ 8 上 
: な れ 


民生 見 
つ 


で 史 き ③ の と 
州 清 は びす 


う 
ン と ou 


・ へ NN 。 モ KG 
革 き へ 員 で 間 鞭 源 ご 全 


っ ーー 


: 少年 の 吹く 笛 は 、 ど う や ら 青い オ 
: カリ ナ の よう だ 。 国 中 を 飛び 回 る こ 
と の で きる 魔法 の オカ リナ だ と いう 
が 、 い っ た い ど う や っ て 使う の だ ろ 


き S③ の と で 
潜 な びき 困 


OK ささ ささ さき 


カカ リコ 村 の 中 心 部 か ら は 離れ て いる 
が 、 桂 内 と の 交渉 を 世 と と も な く 、 ひ 


っ そり と 暮らす 人 々 が いる 。 3 軒 の 家 は 
と も に 個性 的 な の で 、 本 軒 ず つ 訪 ね て み 
9 の 

時 ギャン ブル の 家 

一 番 東側 に 建つ 小 き な 家 だ が 、 こ こ で 
は ギャ ン ブ ル が 楽し め る 。 宝箱 が 3 つ あ 
る が 、50 ル ピー 摂っ う て ひ と つ だ け 開 け 。 
大 損 か 、 ト ンド シ か 、 さ も な けれ ば 天 備 
け と いう 内 賭 二 避 な る 。 

何 度 も や や っ て いれ ば 確率 的 に は 儲かる 
は ず だ けど 、 元 手 が な く な っ て し まっ て 
62 川 7 康成 SGSIS8SOS ラ SS うお 


つま っ た く 同 じ 宝 
箱 が 3 つ 。 さ て 、 
どれ を 開け よう か 。 
田 書 の 家 
真ん中 の 家 に は 人 が 住ん で いな い 。 代 
わり に ぎっ し り と 本 棚 が 並ん で いる 。 そ 
う 、 こ こ は カ カリ コ 村 の 図書 館 な の だ 。 
書物 の 管理 は 長老 が し て いる らし く 、 古 
代 関 連 の 本 まで 置か れ て いる 。 


骨 還 
目 


。 と 計 は 凝 寺 は て で の 対 A て 選 


s 只 Siz よ は さ (( 。 の は 着 
せ さ さす 隊 エ 8 芋 中 さ 計 車 1 


園 奴 子 の 家 / 
一 番 西 に ある 横長 の 家 に は 、 双 子 の 
弟 が 佳 ん で いる 。 


それ それ の 部 屋 ほ 衝 い に 並ん で いて 、 通 ・ 


路 や ある の だ が 、 こ の 兄弟 は ケン 妨 を す 
る た びに 通路 を ふき ぬ で し まう 。』。 と ここ を 


通ら な いと 家 の 東 側 に 行け な いし 、 仲 裁 。。 


ずる た め に も この 訂 を ぶち 抜い て か まわ 


な い だ ろ う 。 弟 の 部 屋 か ら 外 に 出れ ば 、。 


迷路 の 入口 だ 。 


ま 


。 ツ で 調 状 人 ぶ き 半 。 ぷ の 
きり いび 弓 財 りつ い 中 剛 蛋 。 放 
S 中 沼 吹 叶 薄 落 生 画 腔 S 吾 1 


< と くき は 中 と は 隔 司 S > 障 居 
9 杏 , ペ と で て 忌 き ざ 寺 並 呈 」 


| | 
拉 


。 議 上 す て で ③ 呈 ご (如き (( 


! 家 の 下 の 段 が 、 東 側 へ と 抜け る 道 に 通じ る 。 そ こ を 
進め ば 、 動 物 た ちの 広場 の 入口 を 経て 、 主 人 公 の 家 に 
通じ る 。 南 の 崖 の 向こう は 西 の 砂漠 だ 。 
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も 係 具 が いる 。 
田 迷 路 に 挑戦 
入口 に 立つ 女性 と 話せ 履 、 即 、 迷 路 へ 
の チャ レン ジ は スタ ー ト 罰 誰 。 ル ー ル は 
簡単 で 、 杜 で つく られ た 迷路 を 15 秒 以内 
で 左側 の ョ ヨー ル ま で 駆け 抜け る だ け だ 。 
ポイ ント は 、 邪 魔 な 草 を 効率 よく 刈り 
0 つ 6 二 計略 0 上 に 、 飛 び 城 紳 諸 前 馬 


い 村 を 見 つけ る こと だ 。 
「 9 請 屋 ーー に に 


viww viw.v 


洒 圭 テー 必 叶 (((( は 


o3 


ょ の 慎 器 回 記 隊 本 S モ ー ロ 


Sa 
き 当 ビ 


> 飛び 越せ る 棚 に は 、 そ れ と 
わか る 目印 が ある 。 村 の 根元 
を よく 見 て 挑戦 し よう 。 看 板 
な ん か 読ん で いて は 、 絶 対 に 
間に合わ な い ぞ 。 


迷路 を 駆け 抜け ろ ! 


ゴー ル も 見 えて きた ぞ 。 そ れ 
に し て も 、 障 害 物 が ある な ん て ちょ っ と ずる いな あ 。 


較 迷 路 の 賞品 | 
ほぼ の 迷路 は 、 村 人 た ち に と っ て か な り 目 
寺 ず か し いも の の よう 全 講 晶 も 豪華 だ 。 
に の 世界 で は 極め て 希少 困 。 旅人 に と う 
て は 只 か ら 手 が 出る くめ の 貴重 品 で あ 
る ハー ト の か けら が 提供 され る 。 

挑戦 は 何 度 で も で きる けれ ど 、 賞 品 は 
一 度 手 に し た ら も うな く な っ て し 
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o 


。 計 で 居り 油 AW ロ Hz 年 
。 と 史 さ へ て 箇 は 


以 S 送 記 
ジン 2)6( 細 6ooe NN 


らく 4020 ら 流 he る RU 
療 気 に や られ 、 カ カリ コ ュ 村 
の 自宅 で 病 に ふせ っ て ぃ る 。 
東 捕 り が 大 好き で 、 元気 
胡 を 頃 は 野山 を 駆け 回 っ て い 
た 。 元 気 に な 
主人 公 に 耳 捕 り 網 を 食し て 
KW 


閑散 と し た 酒場 の 繊 季 の 上 て 、 

あー De cp と 選 5 困り Le: 2 
眠 り を し て いる お じき ん. 

彼 は オカ リ ナ 少 年 の 父親 
で 、 消 息 不明 の 息 子 の 帰り 
を 待ち 続け て ぃ ヵ . も し 少 
年 に 会 うこ と が あっ た ら 、 
報告 し て あげ よう 。 


ズ 


ーー ニー ma 


あ 用 ん 必 の 錠 災 
2 人 00 SR 


川 が 流れ 、 湖 沼 が 並ぶ 南東 部 と は 対照 的 に 、 こ ちら の 西南 部 は 砂漠 
が 大 き な 面 積 を 占め る 不毛 の 地 だ 。 砂 漠 の 最 奥 に は 、 ハ イラ ル の 団 
な る 3 神殿 の うち の 2 つめ 、 砂 漠 の 神殿 が 建っ て いる 。 


地理 交通 の 便 

お お よそ 正方 形 の 砂漠 が 全体 を 占め る 砂漠 に 侵入 する ルー ト と し て は 、 湿 地 
が 、 迷 っ て し まう ほど 広く は な い 。 周囲 帯 の 西 に ある 小さ な 狭い 谷 を 抜け て いく 
は 岩山 に 囲ま れ て いて 脱出 路 は ひと つ だ 道 し か な い 。 神殿 ま で の 道のり は けっ こ 
け だ が 、 2 ヵ所 に 泉 が ある の で 心配 な い 。 う 上 厳し いも の に な る だ ろう 。 


・ エ リア 別 
解説 * 


地形 的 に は 中 央 の 砂漠 と そ 
の 周り を 取り 囲む 岩 脈 地 帯 か 


ここ で は 、 砂 漠 の 入口 に 当 
た る 谷間 、 砂 漠 、 北 の 神殿 を 
中 心 と し た 癌 地 と 、 3 つの 区 
域 に 分 けら れ て いる 。 砂漠 で 
の 見 どこ ろ は 、 ほ と ん ど が 岩 
脈 に 沿っ た 崖 に 集中 し て いる 。 


砂漠 の 入口 


湿地 帯 を 南西 方 向 に 進む と 、 小 さ な 谷 が 
0 ここ に 砂漠 入口 ? 

道標 が 立っ て いる の を 見 落と さき ない よう 
CR の な か な 
い の だ 。 砂漠 ま で の 道 は 短い が 、 息 苦し い 
ほど 狭く 、 切 り 立っ た 崖 が 続く 。 
西 の 砂漠 


ハイ リア 湖 以 上 の 面積 を 持つ 大 き な 砂 漠 
だ 。 位置 的 に は カカ リコ 村 の 真 南 に 当たる 

の だ が 、 入 口 が 東側 に し か な い の で 近い と 
は いえ な い 。 周囲 に 台地 を 持つ が 、 そ れ ぞ 
れ 隔 絶 し た 場所 に あり 、 と くに 東 と 南 の 人 台 
地 に 登る の は ひと 苦労 だ 。 

砂漠 の 神殿 


この 神殿 は 地 中 に 大 きく 広がっ て いて 、 
地上 部 分 は 4 つ に 分 か れ て いる 。 こ の うち 
の ひと つ は 完全 に 独立 し て いる の で 、 地 下 
か ら そ の まま 移動 する こと が で き な い 。 ま 
すず 神殿 に 入る た め に は 、 古 代 ハ イリ ア 語 の 
理解 が 必要 不可 欠 だ 。 


。 と で 史 Q ま で 違 


馬 庄 と さき な いよ う 、 ゆ っ 4 六 と 進 も う 。 
還 細 い 合 問 


ろ 


の っ 


1 高み に 見 える の は 石板 の よう だ 。 行 っ て みた い の は 
砂漠 へ と 続く 谷間 の 周辺 ほ は 、 い ろ い や まや まだ が 、 こ の 世界 か ら は 行け な い 場 所 で ある 。 


な ポイ ント が ある 。 入 貞 の と ころ に い | 』 較 石 板 と 洞窟 


つも 立っ て いる 名 物 の ヘン な お じ さ ん や 、 傘 か ら 砂 漠 に 抜け て する 者 手 の 台地 の 。 
北 の 岩 の 向こう 側 に は 洞窟 が ある し 、 盗 | 上 に 石板 が 見 える 。 こ そ 誠 は その 場所 だ 


(8 境 2KGi お SW 

また 、 谷 の 出口 手前 に は 妖精 の 泉 の あ 
る 洞窟 も ある 。 砂 漠 地 帯 に 足 を 踏み 入れ 
る 前 に 、 こ こ で じ レ っ か り 英 気 を 養っ て お 
こう 。 ほ か の 怪し げ な 場所 に も 目 を 配っ 
て お け ば いい と と が あり そう だ 。 

で 人 095 庫 。・ この 洞窟 に は 必 


ず 立 ち 寄 ろ う 。 旅 
W 人 の オア シス だ 。 


叶 画 寺 び き 融 形 人 


se は の 党 は 本 交 史 ぐ (( 先 珍 
2 スジ 


(本 


す : が っ 
ae 
上 *o 月 リ と 
あ も と な 
る し う 間 
の て が 
た SS NN 
( 之 二 の 
られ さ た 
らち > こん な 場所 も 石 還 
に の 下 に 隠さ れ て い 
挑 か で 味 る 。 探 そう 。 


ペン か DS ES お | 

谷間 の 入口 を 守る よう に 立 2 の 2K9PSSc: ・ 
っ て いる ヘン な お じき さん 。 横 - 
の 看板 を 読む と ます ます 不可 
解 。 看 板 を 抜い た りす る と 、 
ARE くつ UN で 2 ご うつ Se 
8 CSA ん SO 1 8 波 半 Ni2002775 生計 和 53DC8 林 な 
過去 が ある らし い 。 る 。 こ ん な 看板 、 抜 いち ゃ え 。 関わ ら な けれ ば よかっ た な 。 


ヾ 
ーー ュー ニーー ン 


ハバ イラ ル 地 方 唯一 、 最 夫 の 砂漠 地帯 。 
サポ 却 シ が 点 在 する な か 、 野 獣 の 骨 が 散 
乱 し を いる 。 空 に は 三 限 鷹 が 舞い 、 地 中 
に は ゲル ド マ ン が 漆 計 の 7 だ 。 

園 砂 漢 の 風景 

この エリ ア は 、 細 統 旬 を 見 渡し て も 一 
面 の 砂漠 と 岩山 だ 婦 訟 、 骨 と サボ テン が 
散在 する だ け だ 。 そ を ん な な か で 変化 を 感 
じ さ せる の が 、 南 の 地面 に ある 大 ダコ の 
絵 だ 。 何 者 が 描い た の か 、 単 な る 自然 現 
象 な の か 。 謎 で ある 』 


硬 称名 
| 全 ュ 
と で 


と 史 ざ 史生 昌 下 演 ,AS 父 
癖 は 財 通 。 軸 間 獲 。HY 1 


陸 。 で ご 
圏 老人 の 洞窟 

砂漠 の 北東 に ある 洞 疹 に は 、 神 殿 に つ 
いて ちょ っ と 詳し い 老 人 が 住ん で いる 。 
ハイ ラル の 古い 語り 部 の ひと り だ 。 

彼 の 話 を 聞く の も いい が 、 ぜ ひこ の 洞 
祖 の 奥 を 探っ て みよ う 。 こ こ に も 宝 が 隠 
され て いる らし い 。 洞 窟 の 北 の 高 み に は 、 
意味 あり げ な 広場 が 見 える 。 


。 ツ た まり 薄 忌 計 吉 
ご へ ひで 。 計 避 浴 時 誠 下 を で 
、 で て な は % 圧 A さ は せ ど 融 忌部 ) 


首 


画 南 の 小 台地 、 
砂漠 の 南西 の 果て 皿 、 石 が 2 つ 並 ん た 
な ほ の 小さ な 台地 が ある 。 こ こ に は が ラ ヲ 
で 魔法 陣 が あっ た と の 言い 伝え も ある が 、 
城 論 績 る こと は 軒 計 用 うに な い 旧 ま 
陸 請 際 だ け に し 雇 議 議 う 。 


リー マツ の の る ーー ョ お ーー 
タプ ジーン ンー デン に 2 に よ コ 
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ささ る とせ う と 
sk 避 湯 中 加 の は (((( は 0 と 人 1 


一 西 の 台 地 
砂漠 の 西側 叶 は 、 東西 に 長く 延び る 細 
い 償 地 が ある 。 北側 で は 、 神 威 の 建っ で 
いる 避 陵 詳 雪 な が っ て いる 。 登 り 口 は 見 語 計 
当たら な い の で 、 神 殿 か ら 出 る し か な さ 

そう だ 。 

こと こ 避 出 だ ら 、 南 に 下っ で みよ う 。 誰 
も が 大 好き な あの お 宝 が 簡単 に 手 に 入る 。 
の ee Sb 潮 る も ォ 一 


か ら 見 上 げ る と 素晴らし い 人 迫力 
主 塔 を 中 心 に 、 左 右 の 塔 、 背 後 
< 面 し た 奥の院 。 壮 天 な 配置 だ 。 
砂漠 北 の 台地 較 議 

神殿 の 建つ 北 の 台地 は か な り の 広 さ を 
持ち 、 さ ら に 西側 の 細長 い 馴 地 に まで つ 
な が っ て いる 。 東 側 に は 崖 を は さん で 小 
さ な 台 地 が ある が 、 こ 選 尾 は 歩い て いく 
較 Niakie え そつ に な いり 

の 台地 に 登る に は 、 い っ た ん 夏 
に 入ら な けれ ば な ら な い 者 殿 


の 向かっ て 左 の 塔 が 台地 へ の 出口 に な っ 
て いる の で 、 こ こ か ら 出 て こよ う 。 神殿 
の 奥の院 も この 台地 か ら 入 る こと が で き 
る の で 、 探 索 に は 重要 な ルー ト だ 。 
Ja 


混 
ざ 


落 豆 ご 届く ご へ で で 圧 び 


。 ツ まで 
。 足 SRHTS 悪 書き さ (! し 


き (((! 


1 東 の 隠さ れ た 台地 。 ど うす れ ば 到達 で きる の か 、 こ 
こ に な に が ある の か 。 多 少 の 工夫 が 必要 に な る だ ろう 。 


の 建造 物 。 屋 内 の 1 階 も 地面 は 
っ て いて 、 砂 中 に 生息 する さま 


S 当 革 S 洒 層 1 


。 が と くき エニ へ JO 忌 夢前 S 台 
虹 , 記 団 ご 言 叶 英 可 注音 圭 史 


っ 砂漠 と いう 床 を 
利用 し た 凶悪 な ト 
ラッ プ が 続く 。 


田神 殿 奥の院 
神殿 に は 2 つの 目 の 紋章 が 奉 ら れ て い 
る は ず だ が 、 本 殿 で は 見 つけ る こと が で 
き な い 。 奥の院 まで 進み 、 巨 大 な いも 虫 
の 姿 を し た 3 体 の 守護 神 を 打ち 倒さ な け 
れ ば な ら な い の だ 。 


。 と 叶 0W 人 人 け 半 ③ ま 慎 
宮 S 斗 軸 ご す きす 忌 尼 対 S 著 沿 
半 の 慎 品 前 。 表 ③ 氷 芋 吉 ③ 湯 1 


ハイ ラル 川 の 上 流 の 登り 
ロ の 辺り に 魔法 の 楽 の 店 を 
開い て いる 店 の ほう は 第 
子 に 任せ 、 自 分 は 怪し 気 人 
楽 の 研究 に 余念 が な い < 

ぁ の キノ コ が あれ ば 、 あ 
の 楽 が で きる の に と いつ も 

つぶ や いて いる 。 る が 、 いっ た いな に を ……? 
了 い の の ゲン 


2 フ の 鍛冶 


2 が 錠 誠 コ 村 の 東 の 外れ で いつ で も 仕事 が で きる 状態 に あ 

刀鍛冶 を し て いる ドワーフ 。 る が 人 W が い な (て は ーー 
し か し 、 相 棒 が 行方 不明 

な た め 、 い ま は 仕事 を し て 
いな い 。 相棒 さえ いれ ば 、 
剣 を 鍛え 々 直し て くれ る と い 
う の だ が ……。 相棒 を 見 か 
けた ら 知 ら せ て あげ よう )。 
ero ES 
(人 


2 り の A 作 B 作 


, 仕事 する ふた り 。 
か ヘン だ 」 と か 


1 店 の 前 で な に や ら か き : 


この 木 は な ん 
SN 


へ ブラ 山 の 入山 口 近 くに 
住ん で いる きこ り の 兄弟 。 
お も に 迷い の 森 で 仕事 を し 
て いる らし い が 、 最近 は 物 
路 な の で 、 家 の 近所 の 木 を 
切っ た り し て いる 。 

衰 の 洞窟 に こつ いて は 知っ 


て いる こ Su 


古来 より 、 高 山 は 聖地 と し て 崇め られ て きた 。 ハ イラ ル 地 方 に お け 
る へ ブラ 山 も また し か り 。 山 頂 に 建つ ヘラ の 塔 は 、 ハ イリ ア 時 代 よ 
り 伝わる 3 つの 神殿 の な か で も 、 最 も 神聖 と され る も の だ 。 


地理 


へ プラ 山 は 、 全 山 が 険しい 岩山 で ある 。 
あちこち に テラ ス 状 の 人 到 地 は ある の だ が 、 
それ を つなぐ の は 複雑 に 入り 組ん だ 洞窟 
群 で ある 。 地 理 を 把握 する の は 困難 だ 。 


ーー 
交通 の 便 

な に し ろ 高 山 な の で 、 頂 上 まで た どり 
つく の は 容易 で は な い 。 加 えて 、 東 側 は 
いっ そう 険しく 、 直 接 の 登山 路 が まっ た 
く な い 。 西側 か ら わ た る し か な い の だ 。 


アン 宛 三 
* エ リア 別 解 説 * 
ヘ へ プ ブラ 山 の 山容 は 、 東 側 と 西側 と に 大 きく 分 か 
れる 。 こそ で は 、 そ れ ぞ れ の 山腹 と 山頂 、 さ ら に 、 


入山 口 か ら 通 じ る 洞窟 も 入れ て 、 5 つの エリ ア に 
分 け て いる 。 回 る 順序 と し て は 、 入 口 の 洞窟 一 西 
の 山腹 一 西 の 山頂 つ 東 の 山腹 一 東 の 山頂 と いう の 
が 標準 的 な と ころ だ 。 


へ プラ 山 へ の 洞窟 


へ ブラ 山 は 、 そ の 山容 の 険 し さ か ら 、 直 接 登 る こ 
と は 不可 能 に 近い 。 唯 一 、 中 腹 へ と 続く 洞窟 を 通り 
抜け る こと で 頂上 を 目指 すこ と が で きる の だ 。 し か 
し 、 危 険 な た め 普 段 は 洞窟 の 入口 が 雪が れ て いる 。 
西側 山腹 


この 辺り は 、 洞 窟 の 通路 や ハシ ゴ が よく 整備 され 
て いる 。 中腹 の 真ん中 の 洞窟 に ひと り で 住む 老人 が 
整備 し て いる の で あろ うか 。 し か し 、 付 近 は 落石 が 
多く 、 と て も 安全 な 場所 と は いえ な い 。 

西側 山頂 


メガ ネ 答 と 呼ば れる 岩 が あり 、 そ の 奥 に は 3 神 典 
の 最後 の ひと つ で ある ヘラ の 塔 が 建っ て いる 。 峰 は 
2 つ に 分 か れ て いて 東側 が 中 心 で ある 。 西 の 小さ な 
峰 の 山頂 に は 石板 だ けが 立っ て いる 。 

東側 山腹 


西側 の 山腹 と は 橋 で つなが っ て いる が 、 そ の 橋 は 
壊れ て いて 使え な い 状態 だ 。 闇 の 世界 へ の 魔法 陣 が 
ある ほか 、 洞窟 の 数 も と て も 多く 、 内 部 は 複雑 に つ 
な が っ て いる 。 山頂 に つなが る も の も ある よう だ 。 
東側 山頂 


ヘラ の 塔 の 東 か ら 東側 の 山頂 に 向け て 橋 が 架かっ 
て いる 。 山腹 の も の と は 人 違い ちゃ ん と わた れる の だ 
が 、 や は り 杭 で 封鎖 され て いる 。 山頂 に は 狼 角 形 の 
双 が あり 、 そ の 上 は 魔法 陣 に な っ て いる よう だ 。 
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急 傾斜 の 切り 立っ た 岩山 だ 。 だ か ら 、 登 


る た め に は 、 洞窟 の ルー ト を 抜け て いく 
し か 旋法 が な い の で ある 。 


。 ツ な エ ざ で 診 

ぶさ き の 必 下る 融 親 ③ 
。 の とる て 遍 人 ご G 潜 
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。v JOW し の ざ 計 
すさ 喜 さ ゴ 。 と 史 二 くき ざき 惨 喜 生 こ 陳 翌 S 。 


史 沈 品 き さ は 束 民 
へ さき 只 (v ^ 深 豆 、 右 区 旦 


。 ロ SE 》〉 き (0 


さき 


へ プラ 山 の 洞 窟 ル ー ト 図 
柄 側 


! 最初 の 洞窟 を 抜け た 場所 。 す で に へ ブラ 山 の 山腹 だ 。 
ここ か ら は 危険 地帯 の 連続 な の で 、 心 し て 進 も う 。 


し リレー ニニン 


ーーー ペー ツー ペー デー ツー ー 
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隊 ラ 遇 に は 、 ダ ンジ ョ ン と は 呼べ な 
い 規 模 の 小さ な 洞窟 が 数 多く ある 。 ま ず 
山 域 に 入る 時 点 で いき な り 洞 窟 に 入る こ 
と に な る の だ が 、 そ の 最初 の 洞窟 は あと 
刀 り で き な い 。 覚悟 し て 軸 容 よう に 。 


は drv(( 守 深 画 Ce 
, 計 の と て 義 さ 


AS の ぷ は の 光 右 
十 古 9w(t 語 泥 生 当 一 1 


と っ 


如き 
へ 財 コ と II と 己 度 右 涯 
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か な り 広 い テ ラス が 連なり 、 へ ブラ 山 
の 中 忘 部 と も いえ る エリ ア だ が 、 全 体 的 
に 見 れ ば ぽ ま だ へ ヘ へ ブラ 山 の 入 口 に 過ぎ な い 。 
落石 の よく 起こ る 、 久 険 な エリ ア だ 。 


園 老人 の 洞窟 
入山 口 か ら の 洞窟 を 出 て テラ ス 沿 い に 
少し 進む と 、 す ぐに 別 の 洞窟 が 見 えて く 
る 。 こ こ に お じい 加 が ひと り 住 ん で い 
る の で 、 訪 問 し で みる と いい 。 
黄金 の カ ” を 恒 め て へ ブラ 山 に 登っ で 
いっ た 人 々 を 見 送り 続け て とい ぃ る 老人 で あ 
る 。 心 ある 登山 者 と 見 れ ば 、 一 夜 の 宿 を 
よし て くれ る こと も ある 。 
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園 西 の 洞窟 群 

西側 山腹 に は 、 洞窟 の 口 が 計 6 ヵ所 あ 
る 。 ひ と つ は 入山 口 か ら の 登り 専用 、 ひ 
と つ は 長い ハシ ゴ の 脇の下 山 専 用 、 そ れ 
か ら 老 人 の 住む 洞窟 と 、 そ の 出口 で ふた 
つ 、 残 り は 高い 崖 の 中 ほど に ある 。 
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。 と 時 WSY( (の 光二 ざき 福 
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0 計時 0 ざす 融 
向 0 けど の 党 右 遼 計 
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軒 長 い ハ シゴ 

中 腹 の 一 番 西 寄り 、 下 山 専用 の 洞窟 と 
その 道標 の 脇 か ら 、 箇 頂 へ と 続く 長い ハ 
シゴ が 掛か っ て いる 。 東西 を 通じ て 、 へ 
プラ 山 の 頂 上 を 極め る た め に は 必ず この 
ハ 議 軒 を 通 ら な け 和 紀 大 ら な い 。 の シゴ 
を 驚 り きれ ば 、 北 側 の 風景 が 開け る 。 


{ハイ ラル 地方 で 一 番長 いと いわ れる ハシ ゴ だ 。 手 を 
か ける 際 に は 落石 に 十分 注意 する こと 。 


圏 古い 舌 

老人 の 住む 洞窟 を 抜け た 辺り か ら 、 長 
い ハ シゴ と は 逆 の 東側 に 進む と 、 朽 ちか 
けた 吉 い 橋 が ある 。 か つて は へ ブラ 山 の 
東 と 西 を つなぐ 橋 だ っ た らし い が 、 い ま 
は 使用 で き な い 。 フ ッ ク シ ョ ッ ト で も あ 
4 は 生 肢 の NOISES の ei の 
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頂上 に ほ は ヘラ の 塔 が 建ち 、 そ の 西 に は 
メガ ネ 力 、 さ ら に 橋 を 渡っ て 西 G ほ 生 板 
の 建つ 独立 峰 が ある 。 な に か と ポイ ント 
が 多い エリ ア だ 。 メ ガ ネ 涯 @ 内 部 も ひと 
拓 お あり 見 て お きた いも の 計 計 
置 北側 の 有 眺望 

ハイ ラル 王国 の 領土 は 、 へ プラ 山 が 北 
限 。 こ こよ り 北 は 未開 の 原野 が 広がっ て 
いる 。 長 い ハ シゴ を 登り 症 多 と 、 そ の 広 
大 な 原野 を 雲 癌 に か いま 見 る こと が で き 
る 。 この 貞 上 | だ 分 入れ よう 。 


較 西 の 橋 

へ プラ 山頂 は 大 きく 2 つの 峰 に 分 か れ 
る が 、 さ ら に 東西 2 つの 小さ い 前 衛 峰 が 
ある 。 東 に 派生 し た 峰 へ は “ 西 の 橋 ” で 
6 の NE の 間 VNC 


北側 の 風景 を 見 下ろ す な ら 、 こ こ 西 の 橋 が 一 番 の ポ 
イン ト 。 雲 が 流れ る な か に 、 原 生 林 が よく 見 える 。 


一 石板 

西 の 橋 を 渡っ た 小さ な 峰 の 頂上 に は 、 
古代 パイ リア 語 で 書か れ た 石板 が 立っ て 
いる 。 計れ は 、 古 代 の 魔法 術 が 封じ られ 
た 有朋 どの こと だ 。 ム ドラ の 書 を 使っ て 
これ を 読む こと が で きれ ば 、 大 気 を 冷や 
す 下 テル の 魔法 が 手 に 入る は ず だ が 。 
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其 こ ふさ 敵 丁 


ぶさ き 壁 9 。 
葵 いさ ざ 人 は 中 古び 藩 湖 豆 溜 避 


圏 メ ガ ネ 岩 
西側 山頂 の 中 央 に あり 、 東 へ の 道 を 閉 
ざし @ の る の が %/ ネ 才 だ 。 その 名 の と 
お り 、 同 じ 大 き さ の 円 盤 状 の 岩 が 2 つ 、 
左右 に 連なっ た 形 を し て いる 。 右 脇 の 魔 
法 陣 も 見 落と さき な いよ うに し た い 。 
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… 現 浴 於 一 嘱 涯 
注 帆 潮 填 き の 陣 ざ さき 本 。 貴 半 の 
と ey ミ 汗 YYS 王 IN〉 1 


に So 


圏 メ ガ ネ 岩 の 洞窟 

メガ ネ 岩 の 中 央 の 洞窟 は 、 山 腹 へ 向け 
て 奥深 い 迷 路 を な し て いる 。 目的 も な し 
に 迷い 込む と 危険 だ が 、 冒 険 も いい か も 。 


守 


Sik ち ど 居 っ 
ご ご 隔 生 ます 呈 AS 父 並 暗 G 


さき S ゅ 測 oe て ご 笠 石 人 ( 
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圏 へ ヘラ の 塔 

メガ ネ 人 の 東 に そびえ 生生 選 大 な 塔 。 
た だ で きえ ぇ 高い へ ブ ラ I 央 納 罰 建っ て いる 
た め 、 国 車 ど こ か ら 見 で も その 雄姿 を 拝 
むこ 納 罰 @ き る 。 

ハイ リア 3 神殿 の な か で は 最高 位 の 神 
殿 だ 。 地上 上 6 階 建て で 、 先端 付 近 に は い 
つも 茎 が 巻い て いる 。 内 古 そ の も の に は 
封印 な どの 仕掛 け は 施 き れれ て いな い 。 


。 油 購 尋 落 類 。 の mow ボ S 選 守 圭 S 
NN 2 


> ヘラ の 塔 の 入口 。 


階段 で 直接 2 階 に 。 
上 が る よう な 構造 。 


この 巨大 な 塔 は 、 
国 中 どこ か ら で も 
見 る こと が で きる 。 


FN り 
人 0 


の も 楽し い 


2 て (! 骨 S 普 き ul〉 1 


1 2 ひ 道 に 利用 * で きる し 、 
洞穴 内 は 春物 が 出す 、 


、 低い 階 で は か な り の 広 さ が ある 。 ク リス タル スイ ッ 
チ に よる 仕切 構造 と 、 階 層 ご と の 立体 構造 が 特徴 的 だ 。 


園 塔 の 内 部 

クリ スタ ルス イッ チ に 制御 され た 、 
と 区 色 の 突起 が 進路 を 阻 み 、 正 し い 順 で 
ス ヌ スイッチ を 入れ な いと 先 へ は 進め な い 仕 
組み に な っ て いる 納豆 た 、 ヘ へ ヘラ の 塔 は 光 
細 り の 構造 な の で 、 上 へ 行く ほど フロ ア 
が SN がめ 、 - 4 eZIGUOS 5 


ー 床 の 穴 の 位置 
も 、 星 型 の スイ ッ 
チ を 踏む と 変わ る 。 


> クリ スタ ルス イ ・ 
ッ チ に よっ て 守ら 較 線 議 
れ た 宝物 。 1 


eitet 


山容 と し て は 、 へ ブラ 山 は 東 ま り 西 の 


ほう が 凌 き い 。 し か し 、 西 の ほ 宣 が より 
険 し 父 、 行 き に くい 位置 に ある 。 そ れ だ 
け に 登り が い の あ る 山 だ と いえ よう 。 
園 東側 山腹 

フッ クシ ョ ッ ト が あれ ば 、 西 側 の 山腹 
か ら 架 か る 崩れ か けた 橋 を 伝っ て 、 東 側 
の 山腹 に 出る こと が で きる 。 こ の 辺り は 
狭い テラ ス が いく つも 折り 重なり 、 多 く 


1 西側 と 東側 を つなぐ で ぐ 橋 。 現 在 は 、 フ ッ ク シ ョ ッ ト で 
も 使わ な けれ ば 渡れ な い 状 態 に な か っ て し まっ て いる 。 


時 東 の 洞窟 群 
東側 に は 山頂 、 山 腹 合わ せ て 9 ヵ所 も 
洞窟 が 開い て いる が 、 す べ て は 立体 的 に 
記 な が っ て いる 。 し か し 。 華 り ル ー ト 、 
下り ルー ト と も に か な り 限 汗 され て いて 、 
な か な か 自由 に 歩き 回 れ な い 。 


。 は び ポ 中 計時 (IO 


儀 ,.AS と 包 石 長 赴 | 其 テ ー ミ 
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へ ラ の 塔 の 脇 か ら 東 に 延び て いる び 東 


の 橋 衝 暫 尋 っ て 、 行 守 畔 困 が で きる 。 杭 
で 道 が 塞 が れ て いる の ⑦ で 、 マ ジッ クハ ン 

ー を 持た な いと 入れ な い 。 
軒 橋 を 渡っ て 

また も や 雲海 を 見 下ろ し な が ら 、 釣 り 
橋 を 渡る 。 東 の 峰 に 着く と 枕 が 数 本 道 に 
才 ち 込ま れ て いる の で 、 こ れ を ハン マー 
で 叩い て 通る 。 

橋 を 渡り き < 讐 疾 、 ち ょ っ と し た 広場 困 
な っ て ゅ る 。 北 に は 独立 し た 峰 が 見 える 
が 、 こ の 山頂 に な ん と ハー ト の か けら が 
見 える は ず だ 。 見 えて は いて も 、 誰 も 取 
る こと が で き な い の だ が 。 
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圏 謎 の 祭壇 
へ ブラ 山頂 で も 一 番 東 の 外 
れ に 、 な に や ら か な り 大 規模 け 問 
な 祭壇 の よう な も の が ある 。 に を 
魔法 陣 だ と 思わ れる が 、 や は 0 
り 封 印 さ れ て いる よう だ 。 三 ぶる 
方 に 打 た れ た 杭 に 意味 が ある 紀 
の か も し れ な い 。 


し か し 、 秘 客 を 解く 以前 に が 頂 
パワ フル グラ ブ を 持た な いと 、 い 近 
祭壇 に 上 が る こと も で き な い 。 見 
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一 山 頂 の 洞窟 
東側 の 山頂 に は 、 洞窟 も ひと つ あ る 。 


これ は 山腹 の 洞窟 群 の 続き で あり 、 下 山 
路 と し て も 利用 で きる の だ が 、 一 度 降り 
ぐし まう と 同じ ルー ト 記 は 戻れ な い 。 

し か し 、 山 腹 の 洞窟 の な か に は 妖精 た 


ちの 住む 場所 も ある の で 、 登 山 と 魔物 と 
の 戦い と で 衰弱 し て いた ら 
入れ る の も いい だ ろう 。 
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イラ ル で 最も 標高 
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ここ が 盗賊 た ちの アジ ト だ ! 
ひと り だ け 留 守 番 が いる な 。 
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の 人 界 に ふた り 、 隊 の に CT 
0 1 半生 びと り い る 。 い 
の 滝 、 幸 せ の 泉 と 、 も う 1 
RENCSS に 2 
な ん に せよ 、 69 以 に > 
だ の アイ テム だ の 投げ 込め 
ば 、 必 ず ご 利益 が ある と い 
う あ り が たい 存在 な の だ < 


ハイ ラル ワー ルド ガイ ド 闇 の 世界 編 


ーーー ーー ペン ーー 
ど ョ レッ ノン シク 
彰 多 〆 
旨 和 0RON 


闇 の 世界 は 光 の 世界 と 表裏 一 体 だ が 、 地 理 的 に は 微妙 な 違い も 多く 、 
旅 の 行程 は 大 幅 に 変わ っ て くる 。 と りあ え ず 、 聞 の 世界 の 中 心 で あ 
る ピラ ミッ ド 周 辺 の エリ ア か ら 紹 介 を 始め る こと に し よう 。 


地理 交通 の 便 

堀 に 囲ま れ た ピラ ミッ ド の 東 に 荒れ 地 、 東 の 荒れ 地 か ら 南 へ と 渡る 橋 が 塞 が れ 
さら に その 東 に 岩 に 囲ま れ た 闇 の 神殿 の て いる た め ( ハ ンマ ー で 突破 可能 )、 最 初 
エリ ア が ある 。 こ れ は 光 の 世界 と 同様 。 は 行動 範囲 が か な り 狭 く な っ て いる 。 


フフ 三 ょ 

*・ エ リア 別 解 説 * 

この 地域 に 関し て は 、 地 理 的 に 光 の 
世界 と 大 差 が な い 。 が 、 東 の 荒れ 地 に 
至っ て は 差 が な さす ぎ て 解説 すべ きこ 
SDC の JRG 補 KSCG(HC2ISWItHX4V 崩 愉 
RS2 つ こき 

神殿 の 前 庭 に つい て は 、 か な り 広 い 
が 、 光 の 世界 同様 に ひと つの エリ ア と 
し て 扱っ て いる 。 それだけ に 見 どこ ろ 
も 多い 。 


影 の 世界 を 象徴 し 、 そ の 中 心 と な っ て 影 の 力 を 
蓋 え て いる 。 影 の 世界 が か つて “神聖 な 地 ? と 呼 
ば 24050 だ で と の ら つや わ が る まう ! に 議 ビ ピラミッド 
は 光 の 世界 の 神殿 以上 に 神聖 な 建物 で ある 。 伝説 
の ヾ 黄金 の 力 ? は 、 こ こ に 封じ らち られ て いる と も いう 。 
闇 の 神殿 前 許 


試練 の 目的 を 帯び て つく られ て いた 光 の 世界 の 
東 の 神殿 と は 違 い 、 こ こ 闇 の 神殿 に は 、 明 ら か に 
近づく も の を 遠ざけ よう と する 力 が 働い て いる 。 
それ も “黄金 の カ ” を 守る た め な の だ が 、 そ の カカ 
が 奪わ れつ つ あ る 現在 、 魔 王 の 砦 と 化し て いる 。 
闇 の 神殿 


入口 か らし て 北 っ た か らく り が 施さ れ て いる が 、 
内 部 の 詞 の 複雑 さ 、 数 の 多 さ は 、 ち ょ っ と の ぞい 
て みた 冒険 者 の 勇気 を くじ くに 十分 な ほど だ 。 光 
の 世界 と は 材質 の 違う 時 っ ぽい 石 で 建て られ て お 
り 、 全 体 に 妖気 が 漂っ て いる 。 

南 の 空き 地 


光 の 世界 と まっ た く 同 じ 構 造 を し て いる 。 魔 法 
陣 の 出口 が ひと つ 、 洞窟 が ひと つ だ 。 ま た 、 闇 の 
世界 の エリ ア 分 け は や や 大 ざっ ぱに な る の で 、 神 
殿 の 前 庭 の 入口 付近 は 、 2 の エリ ア に 加え て お く 
だ (3 


男 還 還 昌 ビン ミ ッ ド か ら 導 の 神殿 


〇 
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巨大 な ピラ ミッ ド が 堀 に 囲ま れ て 建ち 、 
正面 は 前 庭 の よう な スペ ー ス に な っ て い 
る 。 東 手前 の 部 分 で 堀 を 渡れ る よう に な 
っ で そい て 、 東 の 荒れ 地 に 通 尺 て いる 。 


園 ビ ピラ ミッ ド 

一 般 に いう ピラ ミッ ド と は 形 が 違う 。 
大 き さ の 違う 裾 広 が り の 人 台 を 4 段 積み 上 
げた 形 だ 。 頂 上 に は な に お 置か れ て お ら 
CZ2 の 30 ンション CO ピ ES9。 3 記 S う 旧 782Se つ ) 
て いる 。 全体 で ひと つの 祭壇 の よう だ 。 


ー ビ ピラ ミッ ド の 頂 
点 か ら は 、 闇 の 世 
界 全体 が 見 渡せ 
る 。 


つっ 巨大 な 石 を 積み 叶 
上 げ て つく られ た 
驚異 的 な 建築 。 


ビ ピラ ミッド 前 庭 

ハイ ラル 城 の 前 庭 ほ ど 立派 な も の で は 
な い が 、 ピ ラミ ッ ド に も 前 庭 が ある 。 正 
面 階段 の 手前 に 、 門 代わ り の 木 と 彫像 が 
必 SHOGOA22Jc 局 う JRYA ら JGAZS9(G( ウ (3 主 
の 辺り か ら す で に 魔物 が 従 簡 し て いる の 
で 、 注 意 し た い 。 


Eo 
1 


と へ き 束 還 砂 綿 計 昔 膨 鞍 叶 


。 ぴ と ど で 避 誰 療 と 叶 へ は で 
さる の MIK AS 光 で 匂 


1 
人 ピラミッド か ら 、 デ スマ ウン テン 方 面 を 望む 。 別 に 
夕暮 れ で は な く 、 こ の 世界 は いつ も こん な 調子 な の だ 。 
田 ビ ピラ ミッド 内 部 ? 

これ だ け 大 き な 建 造物 で あり な が ら 、 
建て られ た 目的 は お ろか 内 部 構造 さえ 知 
られ て いな い 。 

な か が 空洞 と 思わ れる 壁 が 2 ヵ所 あり 、 
その うち ひと つ は 実際 に 胡 れ て いる の だ 
が 、. な か に は 入れ な い ぃ 状態 だ 。 二 番 上 の 
合 の な か に も 空洞 が あめ る の で は な いか と 
いわ れ て いる 。 


っ た 壁 。 普 通 の 爆 
弾 で は 破れ な い 。 


ここ に は 穴 が あ 
る が 、 見 上 げ る こ 
と し か で き な い 。 


岩 の 形 が 違う ほか は 、 光 の 世界 の 荒れ 
地 と ほとん ど 同 じ だ 。 生息 する 魔物 まで 
オク タロ ッ ク の 生き 写し で ある 。 


信和 当 旧 びす S 了 


。 は S ゆ と へ て ざ 了 戦は な 


と 店 と 隊 と 伴 
吾 、。 ぷ は 誤 頁 び 石 遡 早 S 融 1 


田 敷 の 迷路 

神殿 の 前 庭 で は 、 徐 生 し た 植物 が ぶ ど 
う 棚 の よう に 平坦 な 形 を し て いる 。 こ の 
な か の 見 えな い 道 を 通っ て 行か な いと 、 
神殿 へ は た どり 着け な い 。 最 初 は 石 販 の 
東 の 神殿 の 前 庭 と 違い 、 立 体 構造 に は 和 議 議 計っ ・ 送 E み 、 介 衣 還 半 4 


な っ で いな い 。 そ の 人 わり 、 密 生 し た 植 3 
物 の 数 が 迷路 の 役割 を 果たし て いる 。 数 1 人生 
の な か の ルー ト を 見 つけ な いと 進め な い 。 人 
田 前 庭 入口 0 

5 本 の 木 が 斜め に 並ん で 立っ て いる と 2 る 
ころ は 、 光 の 世界 と 同様 だ 。 奥 に ある 渦 る ミ 
稔 は 妖精 の 泉 だ 。 例 に よっ て 、 体 力 を 充 中 は 


実 させ て か ら 関 人 記 民 へ 向かお う 。 園 謎 の 遺構 ? 


Se の 間 の 空き 地 の そ ここ こ に は 、 人 工 
て で い 4 的 な 形 を し た 石 が 置か れ 、 そ の 周り を 石 
捕る の し は 早 が 幾何 学 的 な 模様 で 飾っ て いる 。 意 味 
は 還 の こ こ 5 
いた ` も の 不明 だ 。 な に か の 遺跡 だ ろう か 。 
な だ 実 妖 間 : 
いし に 精 の 遺 は 一 
*^ 親 さ 休 跡 な 気 
こ 切 ん 天 流さ に 
* と そ な 
玉 西 の 建物 沿 
光 の 世界 で 長老 が いた 庵 よ り は ちょ っ 琶 深 電 2 
と 手前 に 、 建 物 が ある 。 な ん だ か わか ら 破 
な いも の に な っ て し まっ た 人 か ら 話 を 聞 に 
いて お こう 。 た 放 


旨 oy NPD 


| 

軸 な っ て し まっ た 人 が 住ん で いる 。 

NOT 

- も 含 革 の ある 話 を じ て ぐ れる 。 y、 

神殿 前 の 教 に 住む レビー が 大 妊 き 詞 

~ な サル 。 少々 図 々 し い が 。 闘 の 神農 
"て の 詳し い 情報 を 持て いる 


の 9 


闇 の 世界 に は 、 デ スマ ウン テン の 黄 以 
外 に 全部 で 7 つの 神殿 が ある 。 か つて は 
黄金 の 力 の 守護 者 た る 7 賢者 を それ ぞ れ 
泰 っ て いた らし い が 、 い ま は 7 匹 の 魔物 
た ち に 占拠 され て いる 状態 だ 。 
園 聞 の 神殿 

構造 自体 は 東 の 神殿 に と で も よく 似 て 
いる 。 し か し 、 そ れ は 表面 妥 だ け だ 。 材 
質 、 色 、 装 飾 、 内 部 の 罠 な ど 、 東 の 神殿 
と は 比べ も の に な ら な い ゆい 凶悪 さ が あ る 。 

神殿 の 正面 に は 、 和 恐ろし い 顔 を し た サ 
ル の 巨大 な 彫像 が 4 体 立 っ て いて 、 真 ん 
中 の 2 体 の 正面 の 床 が 舞台 の よう に 張り 
出し て いる 。 そこ で 儀式 で も 行っ た の だ 
ろう か 。 闇 の 世界 の 7 神殿 の な か で も 中 
心 的 な 存在 で ある 。 

2 2 Eeesi ー 神 典 の 入口 。 な 


ん と も いか めし い 
門 構 え だ 。 


つ 神 殿 の 屋上 は 、 
その まま 周囲 の 岩 
に と け 込 ん で いる 。 


画 間 の 神殿 内 部 

入 中 付近 だ け は 東 の 神殿 に よく 似 て い 
る が 、 で ひと た び 奥 へ 進む と 、 次 か ら 次 へ 
と 現れ る 複雑 な トラ ッ プ に 圧倒 され る 。 
奥 の 間 に 進む 手順 は 、 非 常に 複雑 だ 。 


ASAN HS 政 鞭 
: ③ 瑞 せ 直 へ 古 沿革 S 河 1 


J 束 如 吾 吾 S 症 3 の 。 


sJYGS 民 甘 上 9k オ S 沖 葵 き 吾 中 
S の ひと きむ 洲 石 書 洒 佑 き 避 汰 


。 は S ゆ と べき 型 還 
五 過半 刺 居 さ 将 計 いさ ざ 
きま の びき さき ざ mw 溢 …… 豚 
鉛 せ で 具 省 , 部 可 の 吐き 軸 
> 外 び び 選 さ 年 AFS 羽 浴 1 
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神殿 入口 の 秘密 


闇 の 神殿 の 入口 の 階段 は 、 大 規模 
な 機械 仕掛 け に な っ て いる 。 作動 さ 
せな いと な か に は 入れ な い が 、 そ の 
スイ ッ チ は な ん と 屋上 に ある 。 


司 』 と わび ミ また て - だ と た ジマ 電 評 ツマ ヤッ ウマ ャ ャ * 


… 移 さき さる 上 諾 是 (v 氷 


。 と 守 古 (6K 挟 テー で 8 〉 
五 半 著 放 くさ へ AS(( 


。 
区 


は 、 光 の 世界 と 同じ よう な 


神殿 の 南 に 
空き 地 が ある 。 こ こ に は 光 の 世界 の 魔法 
陣 か ら 到 着 す る た め の サ ー ク ル が ある ほ 

か 、 洞 が ひと つ あ る 。 

還 南 の 空き 地 
閉じ られ た ご く 小 講 村 エリ ア だ が 、 一 


度 は 立ち 寄り た い 。 も っ つと も 、 マ ジ カ ル 
ミラ ー を 手 に 入れ て 両 世 界 を 行き 来 する 


よう に な れ ば 、 通る こと も ある だ ろう 。 


魔法 陣 は 、 基 本 
的 に 光っ 闇 の 一 方 
通行 。 こ こ は 終点 。 


> 広場 の 奥 ま で 進 
ん で も 、 と くに 変 
わっ た 点 は な い 。 


- 交 に も 制 ! 限 が 大 きら し 、 マジ カ 沙 ミ 


る 和 M は 剛一 光 の 一 放 通 行 だ 。- か 0 っ の 
と き 穴 で き な い : = OOE 
むし る に NNN 


- カ 9 に 2 0 鳥 を 野 ぶ 


「 り と 見 て 思 る の が いい き の 3 


人 CA 六 か 
不便 で ある と いう と と 竹 知 っ で おこ 9。 > 地 肛 


蘭 到 


し 


洞窟 が ある が 、 思 い の ほ か 奥 の 深 い 洞 窟 だ 。 
や は り メ タモ ルフ ォ ー ゼ し た 人 が 住ん で いる 。 


圏 洞窟 

細い 洞窟 の 奥 に 多少 開け た 場所 が あり 、 
そこ に は オウ ム の 上 な 変 に な っ た 人 が 
本 は 闇 の 世界 の 川 の 上 流 に つい て 、 
な に か 情報 を 持っ て いる よう だ 。 


。 の WASm 可 油 放 て 測 
吉 と 尼 S 逆 吐き 正 1 


融 同 は 吐 豆 。 
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ハイ ラル ワー ルド ガイ ド 闇 の 世界 編 


ーー ニー ペン ーー 


ググ 


闇 の 湖 の 中 央 の 島 に は 氷 の 神殿 、 水 の ほこ ら の 地下 に も 広大 な 神殿 
が 眠る 。 どちら も 7 神殿 の うち の ひと つ だ 。 光 の 世界 に 比べ て エリ 
ア ご と の 重要 度 は むし ろ 高 く な っ て いる と いっ て も いい だ ろう 。 


地理 交通 の 便 

闇 の 湖 は ハイ リア 湖 に 比べ て や や 広い 。 東 の 荒れ 地 か ら 痢 の 湖 を 結ぶ 橋 が 閉鎖 
湖 の 南岸 が 直接 崖 と な っ て 切れ 落ち て い され て お り 、 マ ジッ クハ ンマ ー が な いと 
る た め だ 。 し か し 、 湿 地帯 は 光 の 世界 と 通行 で き な い 。 ま た 、 湖 の 西江 か ら 東 坦 
ほとん ど 同 じ と 考え て いい だ ろう 。 へ の 陸路 が な く 、 水 路 を と る し か な い 。 


ーー - 


2 
IN 


* エ リア 別 
艇 説 


闇 の 世界 の エリ ア 別 解説 は 
地形 的 に 光 の 世界 と 重複 する 
点 が 多い の で 、 や や 大 ま か な 
iSN の RGKSKS 還 議 コ Tb 
地帯 、 闇 の 湖 、 湖 の 東岸 の 3 
ョ RU)274((522(9E2SX2 回 連 成 6 

ボ ポイ ント の 数 は それ な り に 
多い が 、 内 容 に ボリ ュー ム が 
ある の は 水 の ほ こら と 水 の 神 
殿 く らい だ 。 


地形 、 構 成 要 素 は 基本 的 に 光 の 世界 と 変 
わり が な い 。 当然 、 一 番 大 き な 沼 の 北 の 魔 
法 陣 は 到着 専用 だ 。 

最大 の 違い は 、 水 の ほこ ら の 地下 に 神殿 
(の ) リ Zieee 2 2 三 )NZ2979/kE2)N(G ID23ES 
また 、 沼 に は ゾー ラ の ワー プ ホ ー ル が な い 。 

闇 の 湖 


凶悪 な 魔物 が 多数 出現 する 危険 な エリ ア 。 
ハイ リア 湖 と 違い 、 小 さい ほう の 島 は な く 、 
大 きい 鳥 が 氷 の 神殿 で ある 。 

ハイ リア 湖 と 違っ て 浅瀬 が 多く 、 島 の よ 
うに 中 出し て いる 場所 も 多い 。 南 側が ハイ 
リア 湖 よ り も 広がっ て いる の も 特徴 だ 。 
闇 の 湖東 岸 


崖 と 湖 に 囲ま れ た エリ ア な の で 、 泳 いで 
行っ て 様 橋 か ら 陸 に 上 が る し か な い 。 光 の 
世界 同様 に 3 つの 洞窟 が ある が 、 内 部 は ま 
っ た く の 別 物 で ある 。 

この 辺り も 魔物 の 攻撃 が 激しい 。 魔 法 の 
力 を 十分 に 持っ て いな いと 落 命 し か ね な い 。 


回 還 語 の 沼 と 温 地 帯 。 


〇 ) 
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乱立 する 彫像 群 も 含め て 、 光 の 世界 の 
湿地 と そう 変わ りな い 風 景 が 広がる 。 西 
に は 悪魔 の 沼 へ の 入口 らし き 谷 間 が ある 
が 、 答 き 止 まり に な っ て いる 。 
圏 沼 と 湿地 

この 辺り を 歩き 回 る の で あれ ば 、 護 法 
の ロッ ド か メダ ル の どちら か を 用 意 し て 
ゝ た ほう が いい 。 

魔物 た ちの 生態 は 、 光 の 世界 と 影 の 世 
界 で は まっ . た く 違 っ て WW る 。 空 を 飛び 回 
る クリ ー ピ ー に 対し で は 、 ア イス ロッ ド 


RM 


が 最も 効率 的 な 武 益 だ ろう 。 


マ 棚 へ 全 v(rt き きき 計 ど 貴 座 
, 居 湊 で 司 へ せっ Sv 鞍 叶 S 寺 


直人 K 叶 rw 小隊 本 S 革 1 


oe 


園 悪魔 の 沼 へ の 入口 ? 

悪魔 の 沼 は 、 光 の 世界 で は 西 の 砂漠 に 
当たる 。 当然 、 入 口 も 湿地 帯 の 西 に ある 
小さ な 谷 か と 思い き や …… 看 板 に “入る 
道 は な し 、 出 て いく 道 も な し ” と 書か れ 
て いる 。 行 っ て みる と 確か に 行き 止ま り 
で 、 光 の 世界 に あっ た 洞 社 な ども な い 。 


。 は ポポ 計 寺 人 丹 省 光 S の 
さき さ 叶 囲 4 半 。 ご 加 提 WW 


ご 
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田 水 の 神殿 
外 が ら 見 た だ け で は 兆 の 世界 の 水 の ほ 
こら と 変わ ら な い が 、 な か は 全然 違う 。 
これ ほ 闇 の 世界 の 第 2 の 神殿 な の だ 。 
入っ で みる と 、 な ぜ か 最初 の 部 屋 で 行 
き 止 まり に な り 、 漠 に 阻ま れ て 通路 が 絶 
え で ぬる 。 こ の 状態 を 打開 する に は 、 兆 
の 世界 か らち な ん ら か の 影響 を 与え て や ら 
な けれ ば な ら な い 。 問 語 際 
それ も 水 に 関わ る 
動作 が 必要 だ 。 草 
原 @ ほ こら に 行っ 
だ こと の ある 人 な 
ら わ か る だ ろう 。 


1 外観 。 地 上 部 分 は ご く ご 
く 小 さい の だ が ……。 


F 当 ご 中 9W と 潜 剛 層 S 当 


で ざさ 薄 奇 きき 石 党 
と は りら 豆 癖 史 0w 小 S(! 。 


た 才 1 


作 泳 い だ り SW 戦う: だり.22< 。 神 殿 に 入る 者 は 、 仕 掛け 
に も 敵 に も 思い っ きり 苦し め ら れる こと に な る 。 


圏 水 の 神殿 内 部 

水 の 神 殿 は 建物 自体 が 芯 大 な 貯水 装置 
> の で 、 内 部 で は 各所 の 作動 ス 
イッ 厚 寺 入 れ な が ら 進 韓 ほ と に な る 。 手 
順 の 複 雅 さ は 閣 の 神殿 以下 か も し れ な い 。 
加え で 敵 の 魔物 は 数 知れ ず 、 し か も 泳い 
で いる 最 中 は 戦う こと が で き な い と いう 
大 き な か ハン デ を 背負 う で の 探索 と な る 。 
水 の 枯 れ た 水路 が 上 曲 者 に な っ て くる が 、 
そこ を 渡れ る アイ ヌ 際 が どこ か に ある は 
ず だ 。 区 の 世界 の 神殿 と は 違い 、 本 気 で 
進入 者 を 締め 出し に か か っ て いる の で 、 
観光 気分 で は と て も つき 合え な い 。 


Oc と 泳い で 、 歩 いて 。 


つ 水 の 上 を 渡る ア 
メン ボ の よう な 魔 
物 も いる の だ 。 
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園 間 の 湖西 岸 
東 の 荒れ 地 か ら 南 し て くる と 迷い 迄 
み 了 や ずい 場所 だ が 、 こ の 先 は 行き 止ま り 。 
湖 た 入る つも りな らい い が 、 そ う で な い 
場合 ほ 引き 返 そ う 。 聞 の 世界 で 占 ぬ 師 が 
し 請 論 は 、 こ ちら 軒 因 難 貨 屋 に な が 寺 て ぃ 島 
る が 、 大 し た も の 全 売 っ て いな 
田 西 着 南 側 

北側 と は 小山 で 隔て られ で いる 。 湖 と 
湿地 帯 に 挟ま れ な が ら 、 な ぜ か こぐ 。 だ いけ 
は 草 も 木 も 生え て いな い 単 な る 空き 地 で 
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一 南岸 ? 

闇 の 湖 に は 、 南 央 が な い 。 切り立っ た 
崖 が 直接 湖面 に 落ち 込ん で いる の だ 。 そ 
こ が 光 の 世界 と の 最大 の 違い で 、 岩 辺 を 
歩い て 東側 に 向かう こと は で き な く な っ 
て いる 。 し か し 、 湖 に は 浅瀬 が 多い の で 、 
半分 泳ぎ 、 半 分 歩い て 行け ば いい 。 

た だ 、 西 内 に は 村 橋 が な い の で 、 同 じ 
ルー GA23) (66: ニ 交 3 
旧 賠 。 と 闇 の 世界 の ほう 


が 、 全 体 に 地形 が 
険しい 感じ が する 。 


つ 西 央 の 空 き 地 。 "0 
本 当 に な に も な い 


と ころ で ある 。 


還 還 還 用 の 消 と 混 地 淀 


ハイ リア 湖 よ り も ひと 回 り 大 きく 、 そ 
の た め に 形 も 微妙 に 違っ て いる 。 湖上 に 
浮 が ぶ 島 な どの 形 は 、 も うま っ た く の 列 
物 だ 。 

置 聞 の 湖 

陰鬱 な 暗 緑色 の 水 を た た えた 大 き な 湖 。 
ハイ リア 湖 よ り 水 深 が は る か に 浅く 、 浅 
瀬 が と ころ どこ ろ 干 上 が 記 放 いた りす る 。 

中 央 に は な ぜ か そこ だ け 水 の 張っ た 一 
角 が あり 、 島 の よう に な っ た その 中 心 部 
に 氷 の 神殿 が ある 。 ハ イリ ア 湖 同様 、 東 
側 に 張り 出し た 岩 大 の た め 、 川 の よう な 
東部 と 、 西 部 と に 分 か れる 。 
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圏 飛び 石 の 輪 

ハイ リア 湖 で は 小島 が 浮い て いた 辺り 
に 浅瀬 が あり 、 環 状 に 並べ られ た 丸石 で 
囲ま れ て いる 。 魔法 陣 で は な いよ うだ 。 
そう いえ ば 、 ハ イリ ア 湖 の 小島 に は 上 隆 
でき 5 つ 70EA の 0D2222a ぁ 
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さき 石 慰 准 二 いと さき 守 
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還 水 の 神 契 

凍 の 世界 の 7 神殿 中 で は か な り 高 位 の 
神殿 だ が 、 入 る だ け な ら 簡単 だ 。 マジ カ 
ルミ ラー さえ 持っ て いれ ば 、 こ の 地域 に 
こ 締 中 時 点 で 入る こと が で きる 。 

地上 に は 回 廊 を 含む 1 階 の わずか な 部 
分 が 露出 し て いる が 、 本 体 は 地下 で ある 。 


画 林 公家: 


水 の 神殿 内 部 

氷 造 り の 塔 を 地 中 に 埋め た よう な 構造 
を し て いる 。 1 フロ ア ご と の 面積 は 小さ 
い が 、 多 層 構 造 と いう 点 で は 随 一 。 縦 の 
連続 構造 を フル に 生か し た トラ ッ プ で 、 
安易 な 侵入 者 を 拒む 。^ 火 の 力 の 助け な し 
に 生き て は 帰れ な い ′ と いわ れ て いる 。 
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1 ダミー の ひび 、 穴 、 ブ ロッ ク 等 を 駆使 し た 複雑 な ト 
ラッ プ が 待ち 受け る 。 侵 入 者 は 知性 を も 試さ れる の だ 。 


徒歩 に よる ルー ト が 完全 に 絶た れ て い 
る た め ぬ め 、 入 り 江 か ら 東 岩 へ 上 陸 す る の は 
か な り 天 変 だ 。 南 側が 途切れ て いる 点 以 
外 は 、 ハ イリ ア 湖 東 冊 と 大 差 な い 。 

較 闇 の 湖東 部 

湖 の 東側 は 入り 組ん だ 入り 江 と 岩石 、 
その 間 に 挟 まれ た 含 地 状 の 部 分 か ら 構成 
され て いる 。 入り 肖 と は いっ て も 2 段 に 


な っ て いて 、 中 央 居 は 小さ な 滝 ま で ある 。 

機 橋 は 入り 当 の 奥 と 入口 の 2 ヵ所 ある 
が 、 上 陸 時 は 入 日 側 の 機 橋 し か 使え な い 。 
いく 泳ぎ が 達者 で も 、 滝 を 登る の は 無 
理 だ か ら だ 。 
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較 北 の 洞窟 
東 の 湖岸 の 北 の 行き 止ま り に 洞窟 が あ 
る 。 さ こ に は 手 の 座 編 な っ た 盗賊 が いで 、 
世間 語 を 聞か せ て る くれ る 。 場合 に よら て 
は 緩 に 立つ か も し れ な い 。 
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一 長 ぞ の 助言 
この 辺り に は 北 の 洞 窟 の ほか に も 、 久 


の 世界 同様 に きら に 2 つの 洞窟 が ある 。 
ひと つ は なほ 妖 精 の 泉 で 、 も う ひ と つ は か な 
り 有 用 な ヒン ト の 聞け る 、 長 老 の メッ セ 
ー ジ 姜 置 が 設置 され た 洞窟 だ 。 
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ハイ ラル ワー ルド ガイ ド 聞 の 世界 編 講 
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用 用 多 
地域 分 けが 少々 半端 に な る が 、 こ こ で は 3 つの エリ ア を 扱っ て いる 。 
光 の 世界 で は 主人 公 の 家 に 当たる 爆弾 屋 の 周辺 、 闇 の 世界 に も ある 
村 の 南部 、 そ し て 完全 に 独立 し た エリ ア で ある 悪魔 の 沼 だ 。 
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爆弾 屋 か ら 村 の 南部 に 至る 地形 は 、 ほ 
と ん ど 光 の 世界 と 変わ ら な い 。 逆 に 、 違 
う 部 分 は 明確 な 意味 を 持っ て いる 。 悪魔 
の 沼 の 場合 は 、 完 全 に 聞 の 世界 独自 の 地 
形 に な っ て いる 。 


交通 の 便 

東 の 荒れ 地 の 南 に ある 橋 を 渡っ て し ま 
えば 、 爆 弾 屋 か ら 村 の 南部 まで は 行け る 。 
し か し 、 時 魔 の 沼 に は 入口 も 出口 も な い 
の 5G 二 2027 り 02209 る 1 ま NG(83ASUPaG 
入れ な い の だ 。 


* エ リア 別 
フワ ブ 二 ょ 
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ここ で は 便宜 上 ひと つの 項 
目 に まとめ て いる が 、 和 悪魔 の 
沼 は 完全 に 独立 し た エリ ア と 
し て 考え て お いて ほし い 。 村 
と その 南部 は 、 光 の 世界 の よ 
うに 単純 に つなが っ て は いな 
い 。 

フッ クシ ョ ッ ト 、 パ ワ フ ル 
グラ ブ と いっ た アイ テム を 持 
っ て いる か 耕 か が 行動 範囲 を 
決め る の だ 。 


エン 


光 の 世界 で は 主人 公 の 自宅 周辺 に 当たる 
場所 で ある 。 闇 の 世界 で も 比較 的 敵 の 少な 
EE リク だ 記 ら eS だ ろう 

た だ 、 地 形 が 変化 し て いる 場所 が 1 ヵ所 
あり 、 そ こ に 気付 か な いと 大 切な アイ テム 
を 見 過ごす こと に な る 。 
悪魔 の 沼 


西 の 砂漠 同様 、 岩 山 に 囲ま れ た エリ ア だ 

が 、 こ ちら は 入口 も な けれ ば 出口 も な い 。 

奇怪 な 植物 の 生い茂る 沼地 は あや し の 砂漠 

以上 に 広く 、 常 に 大 雨 が 降っ て いる 。 
北側 に は 沼地 の 神殿 が ある が 、 い つも は 

水 濃 し て いて 入る こと が で き な い 。 

は ぐれ 者 の 村 南 部 


紹介 の 順序 が 前 後 す る が 、 闇 の 世界 の 村 
は 、 通 称 * は ぐれ 者 の 村 ? と 呼ば れ て いる 。 

ここ で 紹介 する の は その 南部 で 、 村 その 
も の と は 黒い 石 の 障害 物 で 分 断 さ れ て いる 。 
ここ で は 、 射 的 屋 、 穴 掘 屋 の 2 軒 の 店 が 営 
業 し て いる 。 


部 地域 と 悪 府 の 泊 


東 の 荒れ 地 の 南 に ある 橋 は 、 普 段 は 閉 
鎖 き され で る 。 マ ジッ クハ ンマ ー 座 障害 
物 を つぶ し 、 橋 を 渡る と “<. ( 西 ) 爆弾 
屋 。 の 道標 が 立っ て いる 。 

較 爆弾 屋 

光 の 世界 で は 主人 公 の 家 当 た る 場所 
で 、 爆弾 屋 が 店 を 開い て いる 。 売り 物 は 
爆弾 30 個 まとめ て 100 ル ピー だ 。 

し か し 、 特 製 の 強力 爆弾 を 売っ て いる 
こと が ある と いう 情報 ああ る の で 、 軽 視 
全て で いて みよ う 。 
また 、 爆 弾 の 最大 持ち 数 が 30 個 未満 で 100 
ルピー ー 払 うと 損 を する の で 注意 。 
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変異 し だ 少年 か ら 僅 り だ スコ 
ッ プ で 探す の だ が で 場 を ご 
まめ に 握る じ か な い 。。「 
6 の と 有 の 内 を 生き 示す る ごと: 
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較 聞 の 広場 

光 の 了 界 で は 、 動 物 の 広場 に 当たる 場 
所 で ある 。 オカ リナ 吹き の 少年 が 、 変 わ 
り 果 で た 秒 で 切り 株 に 腰掛 け て いる 。 衰 
弱 し た 彼 の 頼み は 聞き 入れ て あげ た い 。 


つ 黄 金 の 力 に 魅せ | ウタ クッ 
られ た 結果 と は い 4 二 
え 、 哀 れ な 少年 だ 。 2 


人 拉 ま 


で 動物 の 広場 に オ 
カリ ナ を 隠し て あ 
る 詳 い うこ と だ が 。 


園 草 の 魔 法 陣 ? 

カカ リコ 村 南 部 へ 向かう 道 の 途 中 、 涯 
山 の す きま に 、 草 が 円 形 に 並ん で 垂 た 
場所 が ある 。 光 の 世界 に は こん な 地形 も 
場所 も な か っ た よう だ が …… ? 
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- : を 使う こと を お 勧め じ て お こう 。 


入 自 も 出口 も な いと いう 悪魔 の 沼 。 こ 
こ に 入る た め に は 、 徒 歩 以 外 の 移動 手段 
を 使う し か な い 。 意 外 な 場所 に ある 魔法 
陣 を 利用 する の が ポイ ント と な る 。 

田 悪 魔 の 沼 

お どろ お どろ し い 氷 棲 植 物 が 生い茂る 
店 大 な 沼地 だ 。 常 に 激しい 雨 が 降っ て い 
で 、 全 体 に 陰鬱 な 雰囲気 に 包ま れ て いる 。 
中 央 に 沼 の 神殿 が ある が 、 普 段 は 入口 が 
林 遂 し て いて と DCG ミ 3YSl 
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園 東 の 洞窟 

こん な 人 の 通わ ぬ 場 所 に も 何者 か が 住 
ん で いる 。 こ の 住人 は 神殿 に つい て の 知 
識 を 持っ て いる 。 多少 の ルビ ピー を 払っ て 
も 、 い で 2 
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国 沼 の 神殿 
地上 部 が 非常 に 少な く 、 そ の 大 部 分 が 。 
沼地 の な か に 没 し て いる 神殿 。 。 

7 種 典 の うち 、 第 2 倍 し に 当たり 、 さ ま 
ざま な トラ ッ プ が 集め られ て いる 。 魔法 
使い な ど 高位 の 魔物 も 多く 、 侵 入 者 を つ 
け 狙 う 。 よ ほど 力 に 自信 が な けれ ぼ ぽ 、 足 
を 踏み 入れ る べき で は な い だ ろ う 。 
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較 神 殿 内 部 
全体 的 に ト 
目立っ て 凶悪 な わけ で は な い 。 
SN 0 
。 宝物 の ソマリ ア の 杖 さ え 手 に 入れ て 

l 夫 まる 2808 3 まな い だ ろ う 。 


リッ キー な 構造 で は ある が 、 
この 神 左 


で 高度 な 術 を 使う 
魔法 使い が グル ー 
プ で 出現 する 。 


っ ソマリ ア の 杖 を 
使わ な いと 解け な 
い ト ラッ プ も ある 。 


中 癌 地 志 と 悪魔 の 泊 


は ぐれ 者 
の 村 南 部 


は ぐれ 秦 の 村 の 地 続 きだ が 、 巨 夫 な 黒 
い 石 が 障害 と な っ て 自由 に 行き 素 で き な 
い 。MMW ワ フル グラ ブ を 持た な い 者 は 、 南 
側 か ら 森 を 抜け て 行く し か な い 。 

画 身 的 屋 

エリ ア の 入口 、 光 の 世界 で いえ ば 書 の 
家 に 当たる 場所 に 射 的 屋 が ある 。 親父 は 
陽気 な ドク ロ で 、 当 た る を 表 鼓 を 叩い て 
ほめ て くれ る 。20 ル ピー 封 っ て 矢 を 5 本 
も らい 、 的 を 射 つ 。 

最初 に 当たる と 4 ルビ ピー で 、 連 続 し で 
当 @G る だ びに 人 引 金 き 倍 々 に な っ て 別 5 
5 本 全部 命中 させ れ ば 124 ル ピー、104 ル 
ピー の 儲け に な る 。 し か し 2 本 め 、 4 本 
め を 外せ ば 、 
単 で は な い 。 
1 軸 Z 


は 義 /。 


局 紀 
か こ 
秘 が 
3 射 


† 奥 の 、 左 に 流れ て いる タコ が 的 。 これ を 狙う の だ 。 
手前 で 右 に 流れ て いる 「 手 」 は 障害 物 な の で 注意 。 


3 本 当て て も 12 ル ピー。 箇 | 


還 穴 掘り 屋 

射 的 屋 の 西側 に 、 露 天 で 営業 し て いる 。 
言っ 軟 み れ ば 宝探し で 、80 ル ピー で スコ 
ッ プ を 借り 、 指 定時 間 内 、 杜 で 囲ま れ た 
空き 地 を 掘る の だ 。 賞品 は 主 に ルピー だ 
が 量 具 放つ だ け す ご い 宝 が 埋まっ て いる 。 
川 講 強 思 た 一 
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s は S 叶 
.AS@ 圧 さ (( うそ は き ー 


射 的 屋 の 裏 の 辺り に 、 カ エル の 姿 を し 
た 者 が いる 。。 黒 ム 石 を 動か さ な い と 話 も 
で き な い が 、 困 っ で いる 様 也 な の で 、 で 
きる こと な ら 助 け て や る と いい だ ろう 。 


ヘコ 
ラ 


EKodrit: い る っ 3 
較 放 古 と 負 ご き で 。 の 人 A 志 


ご 
o ン 


さき 店 rtO 昌 の 浦 ざ さき 斗 1 


半 隊 ox 
還 杭 打ち 穴 に つい て 
射 的 屋 の 左 、 黒 い 大 き な 石 の 手前 に 、 
光 の 世界 の 迷路 で も 見 覚え の ある 、 小 き 
な 和 が ふた つ 開 いて いる 。 こ の 穴 の ある 
場所 の 樺 は 飛び 越え る こと が で きる の だ 。 


S 
S 
JUN 


苦 と 生 ささ と 画 | 。(r 


s 系 ささ りさ (し 人 甘 
aw 玩 半 へ 呈 記 当 計 0k 


| が し こい 偽 け 方 
2 イラ ル の 世界 で ルピー を 集め よ 
う 目 略 あ な ら 、 コ ツ 調 議 ヒ 地道 に 集 
め る の が 一 番 。 し が し 、 ツ ボ の 下 の 
ル 較 一 な ど 、 効 率 的 選集 め ら れる ポ 
ント は ある 。 な ん 放言 っ て も 、 あ 
や し の 砂漠 の 入口 の 洞窟 は 一 度 入る 
だ け で 50 ル ビー 集計 し 、 カ カリ コ キヤ ミ 
村 を ひと と お り ま われ ば 100 ル ビー は 1 な ん と いっ て も 一 番 効 率 の いい の が こ = だ: 発 の 世界 、 
西 の 砂漠 の 入口 に ある 「 み ん な に な いし ょ 」 ポ イン ト 。 
軽い 。 下 手 に バク 孝 手 を 出す より 、 
よっ ぱど 大 金 が 帳 琶 る の だ 。 りす 


いい ー 


半 き 針 S の 慎 


Si 


。 倍 の 圧 石 名 吾 0w 
。 で NVY させ 4 束 へ 党 衛 
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CA が が あ と いう ご 
・ と は 、 : 一 番 う れ し い 遊技 場 だ 。 多 . 
る 当 で る より や 、 連 鞍 で 当て る こ Ke 
住 う う 7 大切 だ どい うに ーッ 
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eo 
ブン ベク 
/ ツ 密 


東 は 川 の 上 流 地帯 か ら 、 西 は は ぐれ 者 の 村 の すぐ 手前 まで 、 デ スマ 
ウン テン の 山麓 すべ て を 含む 地域 だ 。 光 の 世界 で は 非常 に 日 当たり 
の いい 、 い ろ い ろ な ポイ ント の 集中 し た 地域 だ っ た が 、 こ ちら で は 
デス マウ ン テ ン の 六 気 が 強い せい か 、 割 と 荒れ 果て て いる 。 東側 と 
西側 は 、 川 で 分 断 さ れ て いる 。 


地理 交通 の 便 


デス マウ ン テ ン と いう 急 骨 な 山 の 麓 で 川 に 橋 が 架かっ て いな いた め 、 か な り 
あり な が ら 全 体 に 平坦 で 、 こ れ と いっ た 不便 な 面 が ある 。 し か し それ は 東側 だ け 
極端 な 地形 は 見 受け られ な い 。 東 側が 川 で 、 西 側 は 平坦 で 歩き や すい 地形 が 続く 
に 沿っ て 登っ て いる の と 、 西 側が 少々 山 ピラ ミッ ド ・ 闇 の 神殿 方 面 か ら は フッ ク 
が ち に な っ て いる の が 目立つ ぐら い だ 。 ショ ッ ト が な いと 移動 で き な い 。 


と 890969 
の 252 
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* エリ ア 別 
ァ 大 一 - 

解説 * 
川 を 挟ん で 東 の 上 流 地域 、 
ピラ ミッ ド の 裏 に 当たる 南 、 
は ぐれ 者 の 村 の 北側 に 当たる 
西 術 の 3 エリ ア に 分 か れる 。 
の まう 60 計り IiW の 有り 必 7 
けが 最初 か ら ピ ラミ ッ ド 方 面 
と 地 続 き に な っ て いる 。 し か 
し ヾ 開 の 世界 めぐ り ” の 順序 
と し て は 、 上 流 の エリ ア は あ 
と 回 し で か まわ な い だ ろ う 。 


上 流 地域 


光 の 世界 で は 魔法 屋 が あっ た 、 登 り 口 の 
周辺 に 雑貨 屋 が 1 軒 建ち 、 一 番 興 ま で 登る 
と 、 びわ ざわ い の 池 と 名 付け られ た 暗 い 油 
が ある 。 こ こ に は ぜひ と も 行っ て みた い が 、 
ポイ ント と し て は それ くら いで 、 ほ か に 見 
る べき 場所 も な い 。 

デス マウ ン テ ン 南 和 麓 


光 の 世界 の 陰 画 と し て の 性 格 が よく 表れ 
た エリ ア だ 。 美しい 墓地 だ っ た と ころ は 灯 
末 な 石積 み だ け の 荒れ た 墓地 に 、 敬 虎 な 装 
飾 が 印象 的 だ っ た 教会 は 、 そ の まま の 形 を 
し た 不 愛想 な 洞窟 に な っ て いる 。 前庭 ま で 
その まま と いう の が 、 な ん だ か お か し い 。 
デス マウ ン テ ン 西 麓 


トン ペン を 
を を ペペ と NO の 条 ま と バケ で で ペデ 


へ ブラ 山 は 西側 に 入山 口 が あっ た が 、 デ 
スマ ウン テン は 入山 中 その も の が 存在 し な 
い 。 下界 と は 隔絶 し た 別世界 が な の だ 。 だ か 
ら 、 こ の エリ ア に は と り た て て 重要 な ボ イ 
ント が な い 。 雑貨 屋 の 場所 も 、 メ イン スト 
リー ト か ら は 奥まっ て いて 不便 すぎ る 。 


ここ の 山奥 に は 、 魔 法 の メダ ル の ひと 
つが 眠っ て いる と いう 噂 が ある 。 そ の た 
め だ け に で も 、 一 度 は 行っ て みる 価値 が 
あり そう だ 。 
国 壊 れ た 橋 

光 の 世界 で は 、 東 の 荒れ 地 の 北 側 に 教 
会 方 面 へ と 通じ る 橋 が 架かっ て いた の だ 
が 、 闇 の 世界 の 橋 は 壊れ で し まっ て いて 
渡る こと が で き な い 。 


た だ 、 1 ヵ所 だ け フ ッ ク シ ョ ッ ト が 使 
える 場所 が ある の で 、 自 力 で 渡れ る 者 歪 
リア に 進め 0 


昌 / rt く 呈 
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ク 上 れ 
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| 3 見 措 

5 
| ト る 残 
を 岸 骸 
| 使 の だ 
う 切 け 
| イ 和 目 見 
が ん ズ 
トト る 

圏 雑 貨 屋 

光 の 世界 の 魔法 屋 の 位置 に 当たる と こ 


ろ に は 、 ご く 標 準 的 な 雑貨 屋 が ある 。 楽 
を 買う な ら マ ジ カ ル ミ ラー で 魔法 屋 に 出 
れ ば いい し 、 爆 弾 の 補給 くら いし か 利用 
する 機会 は な さそ うだ 。 値 段 も ご く 標 準 
的 な も の だ 。 


, 沖 剛 世 癌 1 


。 と (Y((S N 呈 の 吸 % す 
大 さす 。 計 た ど 記 均 ご す 誰 ざさ ポ 


(tv 告 着 眠 


圏 わ ぎわ い の 池 

デ 蒙 譲 ノ クン テン が へ ブラ 山 以上 に 険 し 
く 、 庄 の 世界 ほど 上 流 ま で は 湖 れ な い 。 
その どん 詰まり が 、 わ ざわ い の 池 で ある 。 
ほとり に 立つ 看板 に は 「 も の を 投げ 入 
れる 者 に わざ わい あれ 」 と 書か れ て いる 。 
池 の な か に 石 が 円 環状 に 配置 され た 場所 
が あり 、 こ こそ に し 佳 む 大 ナマ ズ が 、 も の を 
援 げ 入れ る と 怒る らし い 。 


堂 江 計 S 品 1 


の 見 の 人 の 光 人 9 
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の と S 
20K つ 
ハイ ラル の 魚 た ち 


川 や 湖 に な に か を 放り 込ん だ と き 、 


: 魚 が パ シャ ン と は ね る の を 見 た こと 
: が ある だ ろう か 。 
: し まい 、 
1 人 035N に RG る うっ 


で は 、 水 が 引い て 
苦し ん で いる 魚 は ? そん 


。 の と ど AOk 有 F(Y へ る び し ず 
。 は は 連 油 吉 夢 吐 S 吾 


田 墓 地 ? 

ここ が 墓地 だ と し た ら 、 ず いぶ ん 粗 来 
な 甘 地 だ 。 大 ざっ ぱな 缶 積 み が 並ん で い 
る 石 か り で 、 荒 れ 果 で て いる 。 北 側 階 
段 が ある が 、 登 っ で も 一 見 な に も な い 。 


デス マウ ン テ ン の 南 薫 西 麓 は 、 面 生 ミ し り 妥 いこ 
的 に ほか な り 広 い の だ が 、 ポ イン ト が 少 凍っ か の 
な い 欄 較 要 まとめ て 紹 令 議論 こと に し よう 。 了 RS 
危険 度 は 低い エリ ア で ある 。 1 
圏 ぶ た つの 洞窟 る か 当 は 
この エリ ア に 洞 六 引 また つ 。 光 の 世界 る な 間 だ 


馬 教 会 の あっ た と 編 議 に ひと つと 、 へ プ 庄 還 計 まえ ト ュ 
山 の 入山 口 だ っ 編 朗 ころ に ひと つ 。 ど 人 編 了 1 な 多 上 
ちら も 光 の 世界 で 持っ て いた 機能 を 失っ 還 F"p 規 表 還 
て 、 た だ の 洞 紙 財 な っ て いる 。 * る 39E 
て 六 賠 
っ タコ みた いな 住 | 国内 界 い 階 ち 
人 が いる の で 、 語 なさ + rrkstdkc の ー 際 る 左 エ 際 
を 聞い て お こう 。 ど と =] ` 睦夫 
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3 GS の 下っ 窟 の 
と ] 裏道 て は 世 
| の も い 界 
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も し う 世 っ 
ー「 マ ント を ま と 二 夫 9 
いし 者 」 と は ? こ 曹 は べ 
上 に お 宝 が 見 える 。 り 地 な り 
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地理 


迷い の 森 以上 に 深く 、 複 雑 な ドク ロ の 
森 は 、 デ スマ ウン テン の 東側 に 位置 し 、 
その 南 に は ぐれ 者 の 村 が ある 。 

は ぐれ 者 の 村 は 、 カ カリ コ 村 が その ま 
ま 荒 れ 果 て た よう な 村 で 、 そ の 東 に 川 を 
挟ん で 2 軒 の 家 が 建つ 林 が ある 。 カ カリ 


コ 村 同様 、 南 に 向かっ て 徐々 に 
が る 地形 に な っ て いる 。 


交通 の 便 
AA2420 ル 20 ラバ スミ 
ッ ク シ ョ ッ ト 等 を 持っ 
て いる の で あれ ば 、 ど 
こ か ら で も 自由 に 行き 
来 で きる の だ が 、 そう 
で な いと 東 は 川 に 分 断 
され 、 南 は 巨岩 が 障害 
物 と な っ て 進む こと が 
で き な い 。 か な り 不 便 
RSES リ CVD ス の 
村 の 東 の 林 も 、 カ カ 
リコ 村 が 城 と つなが っ 
KUO/ERIKS(SlN ま 6 ン 
SRC)/Gy/oAS 
な い 。 
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* エ リア 別 
に ーー 
解説 
は ぐれ 者 の 村 を 中 心 と し て 、 
東 の 川 向こう に 林 、 北 に 入口 
広場 が ある 。 南 に も 村 の 延長 
と いえ る エリ ア が ある の だ が 、 
訪ね る 順序 と し て は か け 離 れ 
て いる の で 別 扱い に し た 。 
は ぐれ 者 の 村 は 面積 も 広く 、 
多く の 建物 が ある が 、 こ れ と 
いう ポイ ント は 意外 な ほど 少 
な い 。 


村 の 入口 の ゲー ト 前 に 広場 が ある 点 は 、 
カカ リコ 村 と 同じ だ 。 小 さ な 崖 に よっ て 南 
北 に 分 か れ た 東 の 林 に は 、 光 の 世界 に は な 
か っ た 建物 が ひと つ あ る 。 北側 の 樺 に 囲ま 
れ た 建物 が それ で 、 よ そ に は な い 貴 重 品 を 
売る 雑貨 屋 で ある 。 

ドク ロ の 森 


迷い の 森 以上 に 迷い や すく 、 森 その も の 
が 地下 に 広がる 森 の 神殿 の 迷宮 の 一 部 と な 
っ て いる 。 危険 な の で 、 目 的 も な し に 行く 
まう な と ころ で は な い 。 すぐ 南 に は ぐれ 者 
の 村 が ある が 、 あ て に な ら な い の で 、 占 い 
師 の 館 を ベー ス に し た ほう が まし だ ろう 。 
は ぐれ 者 の 村 


黄金 の 力 を 求め て 痢 の 世界 に 入り 込み 、 
帰れ な く な っ た は ぐれ 者 た ち が 住み 着い て 
いる 。 し か し 、「 村 」 と いう ほど の 秩序 は な 
く 、 荒 れ 果 て た 家々 に 勝手 に 住み 着い て い 
る だ け の 散漫 な 集落 だ 。 人 々 は カカ リコ 村 
の 幻 を 見 て いる の だ ろう か 。 
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回 還 還 ド クロ の 森 と は ぐれ 者 の 村 
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魔物 ば か り で 人 影 (人 や ら 魔 物 や ら わ 
か ら な い が ) も まばら な 闇 の 世界 だ が 、 
それ で も 人 里 ら し い 有 雰囲気 が ある の が こ 
の 辺り だ 。 村 で 飼っ て いる の か 、 骸 骨 の 
還 ノ トリ も うろ つい て い 信 請 
較 は ぐれ 者 の 村 入 品 

村 の 入口 の 門 の 前 に は 看板 が 立っ て い 
て 、「 人 ドク ロ の 森 、 ! は きれ 者 の 村 」 と 
書か れ て いる 。 その 横 に 占い 師 の 館 が あ 
る の は カカ リコ 村 と 同じ だ 。 

また 、 こ こ か ら 西 に 少し 行っ た と 訂 
か ら 南 に 入る と 、 東 の 林 に ある 高級 雑貨 
屋 へ た どり 着く 。 

田 占 い 師 の 館 

開 の 世界 で も 、 占 い 師 は 相変わらず 頼 
り に な る 。 宿屋 の な いこ の 世界 で は 貴重 
な 休憩 所 だ し 、 世 界 の 秘 審 を よく 知っ て 
いる の で 、 冒 険 者 に 正しい 指針 を 与え て 
2 の 5 の 7 を 

料金 は 10 一 30 ル ピー くら いで 、 お 手頃 
だ 。 わ ず か な ルピー を 惜しむ こと な く 、 
し ば し ば 顔 を 出す よう に し た い 。 

に トー ペー の 


1 この 辺り の 風景 は 、 光 の 世界 と よく 似 て いる 。 た だ 、 
ニワ トリ が 骸骨 状態 で 気味 が 悪い けれ と 。 


較 東 の 林 

ピラ ミッ ド と は ぐれ 者 の 村 に 挟ま れ た 
土地 で 、 両 側 に 川 が 流れ て いる た め 、 交 
通 の 便 が 悪い 。 ま た 、 北 側 と 南側 は 、 崖 
と 木々 の 密集 に よっ て 分 断 さ れ て いる 。 


較 高 級 雑貨 屋 

東 の 林 に 北側 か ら 入 っ で いく 。 棚 に 凍 
計れ て いて ちょ っ と 入り 編 議 い が 、 立 ち 
寄る 価値 の ある 雑貨 屋 だ 。 ラージ シー ル 
ド と ハチ は ほ 、 こ こ に し か 売っ 00 の い 。 


り 


。 議 陳 の 叶 時 融 。 と 短 


S 蛋 きき の 当 古 ((( 
せき \ 肘 忌 郊 全 さ へ 届い N へ Mi 1 


光 の 世界 で 鍛冶 屋 の あっ た と ころ に も 
崩れ か けた 家 が ある が 、 人 の 住ん で いる 
様子 は な い 。 し か し 、 盗 賊 が 宝 の 隠し 場 
所 に し て いる よう な の で 、 た ま に の ぞい 
て みる と いい 。 ま た 、 南 に 並ん で いる 杭 
も な ん だ か 怪し い 。 


PP ママ ママ ママ し な 
借 ご 8 n ま 杭 ず 
に え は ら 
本 て はら 
片 と 

・ な つっ 普 
に 端 ん 

の の SG 

起 ら い 

こ 打 る 

る ち へ 

か 込 ン 

も ん テ 

2 で 3 当 
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ネル が 並ぶ 不気味 な 森 。 は ぐれ 者 の 村 の 
北 に あり 、 地 下 に は 森 の 得 殿 が 広がっ て 園 森 の 神殿 

いる 。 暗い 肥 が 晴れ る こと が な い 。 神殿 は すべ て 地下 に あり 、 3 つの ブロ 
園 ドク ロ の 森 | ッ ク に 分 か れ て いる 。 最 も 重要 な 本 賊 は 


いる も の は 森 の 神殿 の 入口 の ひと つ だ 。 則 芝 ? 


の に も 神 成 に 開 人 謗 宮 た くさ ん ある 。 


日 を 開け た ドク ロ 。 
こう し た 入口 が 、 い 


ー 助 骨 の 形 の トン ネル 還 
を 抜け て 進む 。 巨 大 な 。 
骸骨 の 体内 の よう だ 。 購 


巨 素 細 論 クロ と 、 助 視 @ 影 を し た トン 


並ん で いる ドク ロ の うち 、 口 を 開け て 森 の 左 奥 、 不 気味 な 顔 の 入 曲 だ 。 


くつ も 点 在 し て いる 。 


。 は へ 避 で こさ くく き ロ ロジ, 
さ W 薄 還 届 蛋 六 vS 下村 の 


中 北 財 の と 現 革 / ロ ジグ さす オ 1 石造 卓 。 ロ ジン S 湊 着き さ (( 1 


落と し 穴 も 、 ひ と つ 
や ふた つ で は な い の だ 。 


。 直 餅 開 姓 癌 居 計 
> 和 は 。 の とき 引 一 いと ぶ と 


・ の omikeer こ opycowts | 
を る 病人 が あい こり の 4 作 、 B 作 両氏 の 到 子 
ンジ : ドウ ー フ の コシ ピ が 

S 洛 の 人 本 (ロン て 
"- 打 と うと ずる ど 無 られ て し まう )、 そ ” 
"し て 、 盗 区 た ちの 盗み の テク ニ * ツ ク % 


wi DIRoW2 の 6 0 


ご 間 の 世 和 の 次 
" は こ ん が 央 科 だ 。 


男 還 還 較 ドク ロ の 森 と は ぐれ 者 の 村 


森 の 神殿 内 部 

倒し て も 倒 じ で も 起き 上 が る 強 貢 ギブ 
ぶ 、 人 ひと り を 簡単 に つか み 上 げ 、 入 口 
まで 返し 介 ア まう ウォ ー ル マス 2 須 縛 困 を 、 
侵入 者 を 拒む 意志 が より 強力 に 働い で い 
5 神殿 だ 。 


ぷ 


。 は ざと 選 硝 義 / 底 (WM 


ユ ツ ) 1 せ 串本 。 の 前 計 位 は 
避 叶 , ま 秋 生 謝 。 貞 8 更 者 


。 計 期 ほ 活 凍 まく mV 
ざさ し へ 四 届 汰 が と べり 


5 中 避 等 町 さ 苗 庄 上 ご きき ルオ 1 


。 の き 価 弄 油 くさ 計 せ 斉 定 (Y 
抱き WQ き (全備 石 悪 状 
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黄金 の 力 を 求め て 聖地 に や っ て きた も 
の の 、 魔 王 ガ ノン の 力 に よっ て 次 を 変え 
2 壮 還 主 6 き の 昌 界 し 戻し な く な っ た 人 々 
が 議 し て いる 。 

画 廃 玉 の 村 

カカ リコ 村 の 影 の よう な 村 で ある か ら 
し で 、 基 本 的 な 町 の 造り は 変わ りな い の 
だ が 、 と に か く 荒 れ て いる 置 家 は 崩れ 、 
町 中 を 盗賊 が 闘 歩 し て いる の だ 。「 ル ピー 
の な い ヤ ツ お こと わり 」 の 看板 も ある 


朋 


o 


。 と まさ は ざ 品 S 寺 叶 ご と と 
度 。 は ざ ぷ 計 きめ と へ で 衣 陸 中 ひび 


較 村 の 神殿 

村 の 地下 に は 神殿 が ある が 、 光 の 世界 
か ら や っ て きた 盗賊 ブ プライ ンド ” が ア 
ジ ト 化し で て いる 。 

完全 に 植物 化し た 村 の 住人 (喋る 木 の 
こと ) に よれ ば 、 地 下 か ら 女 の 子 が 助け 
を 求め る 声 が 聞こ える と か 。 中 央 広場 に 
ある ガー ゴイ ル の 像 の 台座 を 引っ 張る だ 
(の 回 の 半井 


人 Q さ き ぶ , 対 なさ 深 ぶ 区 岡 1 


司 還 6 


4 
1 


。 ツ と へ mr(( 


通 き 民 S 蛋 S 対 吹 対 史 対 ざき 
S(i 。 ロ >S 避 革 S 苦 き は (((( 


注文 は 


田村 の 神殿 内 部 : 
村 の 神殿 は 広大 な ダン ジョ ン に な っ て | : 独 次 人 の 出 の 和 注意 ! 
お り 、 ほ と ん ど 村 全体 の 地下 に 及ぶ 面積 | : は ぐれ 者 の 村 で は ほ は 、 村 の な か と い 


を 誇る 。 昌 階 は 半 地 下 ほ な っ て お り 、 村 | : っ で も 安心 で き な い 。 盗 了 た ちがう 
の 北側 地上 か ら 見 る こと が で きる 。 ・ 2 還 放 し て いる の 議 壮 うっかり し 上 罰 
遇 在 、 知 度 の 主 は 光 に 盟 い 次 央 ブラ イ : ぷる と ルビ ピー や 爆弾 、 矢 と いっ た ア 
ンド 竹 証 軒 、 役 と 一 四 識 粒 る 場合 、 こ : 人 売 ゐ を すり 取ら れ て し まう 。 

ke 際 aco 間 較 し いい : 。 キ ツネ 顔 の 連中 が 盗賊 な の で 、 早 
深部 に は 地下 生 が ある 。 : いと ころ 外見 を 覚え て お こう 。 近 寄 


~ な か に 入る と 、 : 訪 9 ポ た ら 、 ひ と 大 刀 油 zo 
は 逃げ の 一 手 だ 。 


まず 大 き な 広 間 が 
4 つ 連 な っ て いる 。 


S と 史 き て の 記 隊 石 財 着 
+ 吐 専 中 うす xy 史 び 
き さそ すさ ぶつ ン xr 1 


つ 半 地下 部 分 の 内 
部 。 う っ すら と 陽 ・ 虹 ほ ・ 
光 が 差 し 込む 。 Du 。。。 ro CC 


較 お 買い物 ガ イド 


村 の 北 に ある 家 で は 、 キャ シフ ル が で き 
る 。30 ル ピー 払っ て 、16 個 ある 宝箱 の うち 
の 2 つ を 開け る の だ 。 当 た れ ば 大 きい が 、 
ハズ レ は と こ と ん ショ ボ い 。 


ーー ーーー | 


ば り で 安心 だ 。 ー ー 


ハイ ラル ワー ルド ガイ ド 聞 の 世界 編 


ニニ ーー ペン ーー に 
2 シン 
人 
痢 の 世界 が 聖地 だ っ た 頃 、 こ の 世界 の 中 心 は ビラ ミッ ド だ っ た 。 し 


か し 、 魔 王 が 支配 する 闇 の 世界 で は 、 悪 の 韻 気 は デス マウ ン テ ン か 
ら 流 れ 出 し て いる 。 頂 上 に 建つ 塔 は 、 魔 王 ガ ノン の 居城 で ある 。 


地理 交通 の 便 

断崖 絶壁 の 続く 岩山 で 、 限 られ た 岩 棚 と て つも な く 不 便 で 、 道 も 険しい 。 オ 
で し か 移動 で き な い の は へ ブラ 山 と 同じ 。 カリ ナ の 鳥 や マジ カル ミラ ー な ど 、 勇 者 
し か し 、 へ ブラ 山 以上 に 取っ つき が 悪く 、 の 使う 限ら れ た アイ テム が な い 限 り 、 立 
谷底 に は マグ マ さ え 沸 き 立っ て いる 。 ち 入 る こと さえ 不可 能 だ 。 


ァ ア ルー 

・ エ リア 別 解説 * 
ョ 0 り ) 22( の (9 肛 が (GS ES っ 
た く 同 じ だ 。 山容 自体 が 東西 に 大 きく 
分 か れ た 形 に な っ て いて 、 そ れ ぞ れ の 
山頂 と 山腹 が ある 。 

山腹 に は 数 多く の 洞窟 以外 に ポイ ン 
ト も な い が 、 西 側 山 頂 に は ガノン の 塔 、 
東側 山頂 に は 亀 岩 の 神殿 が ある 。 全 世 
界 を 通じ て 最も 危険 な エリ ア だ 。 


西側 山腹 


デス マウ ン テ ン の 場合 、 ヘ へ プラ 山 よ り 各 エリ ア 
の 結び つき が 少な い 。 そ の た め 、 こ の 西側 山腹 の 
エリ ア は 、 山 頂 の 核心 部 と は 関係 の な い 場 所 と 考 
えて よさ そう だ 。 洞窟 は た くさ ん ある が 、 と くに 
重要 な 洞窟 も な い 。 

西側 山頂 


加 地 を 導 の 世界 と 化し た 元凶 、 魔 王 ガ ノン の 居 
座る 巨大 な 塔 が 建っ て いる 。 そ れ が すべ て で 、 西 
側 の 独立 し た 峰 の 頂上 に も と くに 見 る べき も の は 
な い 。 た だ 、 そ こ に 架かる 橋 か ら の 風景 は 一 見 の 
価値 が ある 。 
東側 山腹 


山腹 の 台地 上 に ある 洞窟 群 は 妖精 の 泉 あ り 、 雑 
貨 屋 あ り と バラ エ テ ィ に 富ん で いる 。 谷 か ら 見 下 
ろ す 、 マ グマ の 沸き 立つ 風景 も 見 も の だ 。 岩 の 途 
中 に も いく つか の 洞窟 が 見 える が 、 こ れ は 亀 岩 の 
ダン ジョ ン に 通じ る 、 い わ ば 窓 の よう な も の だ 。 
東側 山頂 


闇 の 世界 の 7 神殿 、 そ の 最後 の 神殿 で ある 亀 岩 
の ダン ジョ ン が ある 。 その 地上 部 分 は 、 六 角形 の 
公 状 の 岩 に 巨大 な 亀 の 頭 と 手足 の 彫刻 を 施し た も 
の で 鬼気 迫る も の だ 。 こ の 岩 の 台 上 、 つ まり 甲 羅 
の 上 に は 祭壇 らし きも の が ある 。 


還 還 較 デス マウ ン テ ン 


西側 山腹 


へ ブラ 上 山 で いえ ば 、 老 人 の 洞窟 、 長 い 
ハシ ゴ な どの ポイ ント が あっ た 場所 な の 
だ が 還 ス マウ ン テ ン の ほう は ずい ぶん 
シタ アル に な っ て いる 。 
田山 腹 の 洞窟 

重要 性 は い が 、 長 い ハ シゴ は その ま 
まあ り 、 ト 下方 に は 妖精 の 洞窟 が ある 。 岩 
の 途中 に も 洞窟 が ひと つ あ り 、 こ こ に は 
山頂 か ら 飛 び 降 り て 入る し か な い 。 内 部 
は 刺 の 敷き 詰め られ た 長い 通路 の 奥 に 祭 
増 が あり 、 室 物 を 泰 っ て ある よう だ 。 


デス マウ ン テ ン 西側 
洞窟 ルー トマ ッ プ 


回 還 
民 

ぐ . 
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水 喜 石 
達 遊 { 
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。 ぷ は 泡 S 壮 


し 
か 
し 
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側 


つ 崖 の 中 ほど に 洞 
窟 が ひと つ 。 山 頂 
か ら 飛 び 降 り ろ ! 


ぐ 刺 だ ら け の 床 の 
奥 に は 、 バ イラ の 
杖 が 置か れ て いる 。 


スム 人 人 ム 人 人 人 人) 


本 側 山頂 


西側 山頂 は 、 大 きく ふた つ に 
る 。 へ プラ 山 の メ ガ ネ 着 の 場所 が 送 に へ 


分 けら れ 


こん で いる た め 、 魔 法 陣 か ら 行 ける 場所 
と 、 塔 の 周辺 と が 分 断 き れ て いる の だ 。 
圏 山頂 の 様子 

常に 雷鳴 が 門 き 、 時 白 、 流 れる 黒雲 の 
隙間 に 下界 の 黒い 森 が 浮か び 上 が る …… 
スマ ウン テン の 嘩 孤 は 、 そ ん な お どろ 
お どろ し い イ メー 半 に 満ち て いる 。 目 返 
っ た 点 と し て は 。 最初 か ら 閑 か れ て ゅ る 
度 半 陣 2 還 還 計 細 g 

陣 っ 諾 > 
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彰 せ で 正調 石 穫 普 ド 人 


RNN 
| で は ひい (( 代 史 


国東 側 と の つなが り 
怪し く 光 る ガノン の 塔 の 東側 に は 、 山 
の 議 二 の ょ まっ な 半 粒 た 形 で 括 が 穫 
っ 編 具 る 。 この 橋本 区 て 、 デ スマ アア 
テン の 西 峰 と 東峰 は つなが っ て いる 。 
ふた つの 峰 の 間 の 谷間 は 非常 に 深く 、 


中 腹 で も つなが っ で は いな い 。 谷底 に ! 
< 偽作 が 光っ て いる 。 
本 に ご この 橋 は 人 工 物 
] な の か ? 秘密 に 
満ち た 山 だ 。 


> の ぞ き 込む と ゾ 


ッ と する 、 訂 導 半 
渦巻 く 谷底 。 
I も が で 
次 い 山 
が る 頂 
変 “の 
9 だり 
て と 場 
5 
ま 魔 は 
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て 陣形 
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の 組 


蘭 デ スマ ウン テン 
園 ガ ノン の 塔 

この 世界 で 他 に 類 を 見 な いこ の 巨 挫 は 、 
デス マウ ン 基 才 の 山頂 に そびえ 尊 尊 間 
の 結界 に 等 られ て 鈍く 光っ て いる 。 

闇 の 世界 と 光 の 世界 を 結ぶ 通路 を 開く 
た め に は ほ 、 7 賢者 の 子孫 が 全員 揃わ な け 
れ ば な ら な いと いう が 、 こ の 結界 も 7 人 
の に よっ て 破る こと が 作る 。 
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地上 7 階 、 地 下 1 階 と いう 、 こ の 世界 
の どん な 搭 や 神殿 より も 大 規模 な 建築 物 
だ け に 、 内 部 構造 も 複雑 を 極め る 。 と く 
に 広 夫 な 面積 の 1 階 は 、 複 雑 に つなが っ 
た ' 頃 講 雪 ノー ン な ど 、 侵 入 者 を 迷わ せる 
仕掛 けが 張り めぐ ら さ れ て いる 。 

また 、 各 随 の 要 所 に は 光 の 世界 の 神殿 
を 等 っ て いた 和 守護神 の 魔物 が 配 さ れ て い 
て 、 並 み の 戦士 で は と て も 先 へ は 進め な 
い 。 最上 階 の 7 階 に は 魔王 ガノン が いる 
と 思わ れる が 、 誰 も 見 た 者 は いな い の で 
確か な こと は わか ら な い 。 
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で は な い 。 が 、 こ の 塔 で こそ 最強 の 装備 が 完成 する 。 


東側 山腹 


険しい 類 山 に 数 多く の 洞 疹 が あり 、 そ 
れ ぞ れ が 複雑 に 結び つい で いる エリ ア だ 。 
亀 岩 の ダン ジョ ン が 、 忠 腹 の 崖 の 内 部 に 
まで 続い て いる 。 

田 洞 窟 群 

洞窟 は 崖 の 基部 に ある も の 、 涯 の 途中 
( 幅 あ る も の 、 合 計 し 納 謙 つ あ る 。 こ の う 
ち ぶ ふた つ は 頂上 の 洞 窒 と つなが っ て お り 、 
残り は 亀 岩 の ダ ン 肥 昌 ン に 通じ て いる 。 
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デス マウ ン テ ン の 場合 、 山 腹 に 行く に 
は 、 山頂 か ら 降 り る し か が 方法 が な い 。 あ 
ちこ ち 探 りな が ら 洞 窟 で 降り る の が 一 般 
的 起 誰 、 飛 び 降 り て し まっ て も 大 丈夫 。 
ちゃ 才 昌 戻る こと も 族 き る の だ 。 
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洞窟 が ひと つ 、 隠 され た 地下 道 が ひと 
つ 、 そ し て 亀 岩 の 神殿 。 こ れ が 山頂 の 東 
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主人 公 が 常に 身 に つけ て 使用 し て いる アイ テム だ 。 一度 手 に 入れ る 
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痢 の 世界 は 人 
の 次 る 変え ぐし 
まう が か 、 こ れれ が 
あれ ば 本 米 の 次 
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アイ テム 使用 欄 に セッ ト し て 、 ア イ テ ム ボタ ン を 押し て 使う も の だ 。 
使い 方 は さ は ま ざ まだ が 、 な か に も の を 入れ る ビン と 、 同 じ ア イ テ ム 
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り る 。 ハチ や 小 
妖精 を 捕まえ る 
CSWGW さ あの 


ム ド ラ の 書 
入手 場所 : 書 の 家 


マジ カル ミラ ー 
入手 場所 : へ ブラ 山西 側 
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弓矢 。 ガ ノン を び 、 攻 撃 力 も ア 
倒す の に 必要 な ッ プ し た 魔法 の 
ミラ) ブー メラ ン だ 。 


な 爆弾 
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終盤 に な っ て 甘い 句 い の キ 
売ら れる 高価 な ノコ か ら つ くる 
YS 6 爆弾 。 ピ ラミ ッ 不思議 な 薬 。 魔 
ド の 壁 を 崩す の 物 を スラ イム に 
に 必要 だ 。 変え た り で きる 。 
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回 用 。 儲 な る 入れ も の で し か な 


用 PP で ツ ン ツ コン 0 
の 難易 度 が まっ た く 変 わっ て し まう 。 
ぜひ と も 4 つ 全 部 捕え て お こう 。 


緑 の 朱 
手法 : 魔法 屋 で 買う 


魔法 力 を 満 タ 
ン ま で 回 復 する 。 
願い の 滝 に 空き 
ビン を 投げ 込ん 
で も も ら え る 。 


普段 は 層 い 敵 
だ が 、 ビ ン に 捕 
20G お の 
自動 追尾 の 武 問 
と し て 使え る 。 


赤い 楽 
入手 方 法 : 各地 の 店 で 買う 


生命 力 を 満 タ 
ン ま で 回 復 する 。 
液体 な の で 、 ビ 
ジン NSR で SN と 
売っ て くれ な い 。 


青い 薬 

入手 方 法 : 魔法 屋 で 買う 時 
生命 力 と 麻 法 
力 を と も に 満 タ 
ン ま で 回 復 する 。 
魔法 屋 以外 で は 
手 に 入ら な い 。 


小 妖精 
入手 方 法 : 綱 で 捕まえ る 


に 入れ て 
生命 力 

が ゼロ に な っ た 
に 現れ 、 復 
活 さ せ て くれ る 。 


ジウン ここ シム クノ グ / 


ダン ジョ ン の な か で だ け 出 現し 、 各 ダン ジョ ン 内 で の み 有 効 な 特殊 
アイ テム 。 ダンジョン マッ プ 画 面 に の み 表 示さ れる 。 ツ ボ か ら 出 現 
する ハー ト や ルビ ピー な ど は 、 こ の 項目 に は 含ま れ な い 。 


大 き な 鍵 


鍵 


(使い きり ) 


2 シン ヨン 

で 、 鍵 穴 の ある 
扉 の 数 だ け 隠 き 
れ て いる 。 隠 き 
れ 方 は さま ざま 。 


ヨ 
甘 て いな い 場 所 も 
| 含め 、 略 図 で 見 
の Na の NG さら 


| ダン ジョ ン 攻 略 で は どこ に 行っ た か 、 あ る い は ど 
| こ に 行っ て いな いか と いう 記 億 が 重要 だ 。 混 乱 し な 
| いた め に も 、 早 め に マッ プ を 手 に 入れ て お きた い 。 
| 傾向 と し て は 、 入 口 か ら 遠 く な い が 、 ち ょ っ と 行 
| き に くい と いう よう な 場所 に 置か れ て いる こと が 多 
し (の 本 ( ラ 5 還 三 2 パラ は そう 必要 で は な い 。 


( 各 ダ ンジ ョ ン に 1 個 ) 


レク 0 
( 各 ダ ンジ ョ ン に 1 個 ) 


大 き な 鍵 穴 の 
扉 と 、 大 き な 宝 
箱 を 開け る の に 
必要 で 、 各 ダン 
ジョ ン 専用 だ 。 


の ボス の 潜ん で 
いる 場所 を 、 マ 
ッ プ 画面 上 で 点 


1 マップ を 手 に 入れ て いな いと 、 
うた 所 し か 画面 に 表示 され な い 。 


ジッ グ アノ ンス 


楓 を 倒し た と き に も 、 ち ょ っ と し た アイ テム が 出る こと が ある 。 た 
か だ か | ルビー と か 、 ハ ー ト ひと つと いう の が ほとん ど だ が 、 苦 し 
いと き ほ どう れ し い も の な の で 決し て 馬鹿 に で き な い 。 


ハー ト 
出現 頻度 : 高い 


| ヽ 妖 精 ジジ 4 
出現 頻度 : 低い に 2223 
(9 
生命 力 を ハー 
ト 7 個 分 回 復 し 
て くれ る 。 草木 
に 隠れ て いる 場 
合 が 多い 。 


生命 力 を ハー 
ト 1 個 分 だ け 回 
復 で きる 。 敵 が 
出し て くれ る と 、 


出現 頻度 : 大 低い 
出現 頻度 小 プ 普通 


内 小 
魔法 力 を 回 復 し て くれ る 電 。 大 は 満 タ ン ま で 
回 復 す る が 、 小 は わずか し か 回 復 で き な い 。 ア 
イス ロッ ド で 敵 を 凍ら せ て か ら あ る 方 法 を 使う 
と 、 大 小 ど ちら か の 起 が 出る 。 


ルピー 出現 頻度 
1 ・5 ノ 高い = 
出現 頻度 P| 
20 プ 低い 


1 ルビー 5 ルビー 。 20 ル ビー 
ルピー は ハイ ラル 王国 の 通貨 と され て いる 宝 
石 。 緑 が 1 ルピー、 青 が 5 ルピー、 赤 が 20 ル ピ 
ー。 赤 の ルピー は と て も 貴重 で 、 特 定 の 敵 が ま 
れ に 出す こと も ある 。 落ち て いる こと は な い 。 


本 


: 
1 

- 肖 
に 
! 
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特定 の 場所 や イベ ント で 、 定 め ら れ た 数 し か 手 に 入ら な い ア イ テ ム 
だ 。 ス トー リー に 絡ん で くる も の が 2 系統 と 、 レ ベル アッ プ 代 わり 
の ハー ト の 問 、 ハ ー ト の か けら が ある 。 


ハー ト の 器 と ハー ト の か けら 


どちら も 生命 力 の つか けら は さ 
最大 舘 を ふやす アイ こま 半 
テム 。 か けら を 4 個 
集め る と 、 器 が ひと 
つ 手 に 入る 。 問 は 確 
実に ちら える が 、 か 
けら は 探す し か な い 。 


で 器 は イベ ン 
ト や ダン ジョ 
ン の クリ ア で 。 


紋章 の ペン ダン ト 
勇気 、 力 、 知 恵 の 3 つの 紋章 で 、 マ ス 
ター ソー ド を 持つ 資格 を 証明 する 。 それ 
は 同時 に 、 国 を 守っ た と いう 伝説 の ナイ 
ト の 一 族 で ある こと の 証 で 
も ある 。 光 の 世界 の 3 つの 
神殿 を 巡り 、 そ れ ぞ れ の 守 
護 神 を 倒し て 手 に 入れ る 。 


。 ぷ 叶 店 圧 古寺 Sm 臣 
,y 半 瑞 汗 1 


クリ スタ ル 


7 賢者 の 血 を 引く 
7 人 の 娘 た ち が 封 じ 
込め られ た 水晶 。 魔 
王 ガ ノン の 封印 を 解 
く た め の 鍵 と な る 。 
ゼル ダ も その うち の 


っ 取り 戻し た 数 だ け ス 
テー タス に 表示 され る 。 


クリ スタ ル 


2 1 悪 の 司祭 の 手 に よっ て 、 少 
ひと つ に 封じ られ た 。 女 た ち が 封じ し られ た の だ 。 
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S 

Ne 
に 3 3 
電 


クジ 
クト テン ター クツ / ) 


これ だ け 瑞 の 多く 出 て くる ゲー ム だ と 、 な 
か な か 各 キ ャ ラク ター の パタ ー ン が 覚え ら 
れず 、 昔 する こと が 多い チェック し な 
が ら 戦 うま で は し な く と も 、 ひ と と お り 有 目 
を 通し て お く こ と を お 勧め する 。 


敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


ナン / グ 


この グル ー プ だ け は 出現 場所 別 で は な く 、 


タイ プ 別 に 分 類 し た 。 な 


ん と な れ ば 、 フ ィ ー ル ド で の 出現 範囲 が 広範 に わた る うえ 、 ダ ンジ 


ョ ン で の 出現 機会 も 多く 


、 混 乱 を 招き そう だ か ら で あ る 。 


雑兵 


強 さ | 真 

短剣 と 橘 を か まえ て 和 警 護 に 当たる 。 備 
兵 で ある た め 質 が 低く 、 注 意 力 散漫 で 、 
機動 も な い 。 横 か ら 攻 め よ う 。 


| ( 垢 A) 


ハイ ラル 城 ほ か 


立派 な 剣 を 持ち 、 侵 入 者 を 発見 する と 
向かっ て いく 。 正面 か ら の 攻撃 は 受け 付 
け な い の で 、 横 や 斜め か ら 攻 撃 し た い 。 


兵士 ( 縁 B) 


思 
文 
特に な し 


~ 
ダッ シュ カカ の ある 兵士 。 敵 を 発見 する 

と 、 走 っ て 突撃 し て いく 。 接近 戦 に な る 

と 不利 な の で 、 先 制 攻撃 が 重要 に な る 。 


兵士 ( 青 ) 


兵士 の 鎧 は 、 清和 
UKGUOS 人 の は 2 の 22 コツ ド 
で も 一 撃 で は 倒せ な い 。 動 き は 緑 と 同じ 。 


槍 兵 ( 縁 ) 


槍 を 正面 に か まえ 、 相 手 め が け て 和 突進 
する 。 射程 距離 が 長い 分 だ け 危 険 。 動き 
を 止め る の が ベス ト 。 塔 に は 青 も いる 。 


槍 兵 ( 赤 ) 


城 の 周辺 
支 支 壇 
耐久 力 は か な り 高い の で 、 つ い 接 近 戦 


に 持ち 込ま れ 、 大 き な ダ メー ジ を 受け て 
し まい が ち 。 近 づか な い の が 無難 。 


| 生 委 地 | 


投げ 槍 兵 ( ホ A) 話 
し で で 
1 
に 
息 地 | : CE 
に の た 


奇襲 戦 潜 を 身 に つけ た 槍 兵 。 草むら の 
な か を 移動 し 、 草 か ら 上 半身 を 出し て は 
槍 を 投げ て くる 。 


投げ 槍 兵 ( 赤 B) 


赤い 角 放 を か ぶり 、 ビ ュ ン ビュ ン と 槍 
を 投げ つけ て くる 。 落ち 着い て 樋 で 受け 
れ ば 、 そ れ ほ ど 怖 い 存 在 で は な い 。 


号 兵 ( 緑 ) 


湿地 帯 

本 
草むら に ひそ み 、 敵 と 距離 を と っ て 矢 
を 射 か け て くる 。 動き が 速く 、 な か な か 
動き を と ら え られ な い 。 


弓 兵 ( 青 ) 


敵 を 発見 する と 素早 い 動き で 後退 し 、 
矢 を 射 っ て くる 。 相 手 に する と 危険 な の 
で 、 矢 を 桶 で 受け 止め て や りす ご そう 。 


爆弾 兵 


城 の 回 廊 の 上 を 巡回 し て いて 、 侵 入 者 
を 発見 する と 爆弾 を 投げ つけ る 。 戦 うこ 
と を せ ず に 、 爆 弾 を 避け れ ば よい 。 


鉄 球 兵士 ( 黒 ) 


ハイ ラル 城 の 将校 で 、 地 下 年 の 責任 者 。 
巨大 な 鉄 球 を ブン ブン 振り 回 す の で 、 周 
期 を 見 計ら っ て 回 転 斬 り で 攻め る 。 


鉄 球 兵 士 ( 金 ) 


wetr | 


2 体 ひと 組 に な っ て 攻撃 し て くる 。 耐 
久 力 は ボス キャ ラ 並 み で 攻撃 力も 大 きく 、 
ザコ キャ ラ で は 最強 の 部 類 に 入る 。 


城 に 仕え る 兵士 た ち 
そもそも 兵士 型 の 敵 キ ャ ラ は 、 ハ 
イラ ル 城 の 兵士 に 過ぎ ず 、 決 し て 魔 
物 で は な い 。 た だ 、 司 祭 ア グ ニ ム の 
魔術 に か か っ て 、 供 眠 状 態 に ある よ 
うだ 。 主人公 を 目 の 仙 に し 、 狂 っ た 
3 の ka] の (Gi< 電 2 


敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


才 多 稼 欠 多 / 久 
BON が ENSWS 


バラ エ テ ィ に 富ん だ 魔物 が 揃っ て いる が 、 思 っ た ほど に は 種類 が 多 
く な い 。 と ん で も な い 強 敵 は いな い が 、 場 所 に よっ て は か な り の 食 
わせ 者 が いる の で 油断 は で き な い 。 


オク タロ ッ ク 


と て も 珍し い 陸 生 の タコ 。 ゼ ル ダ 名 物 。 草むら に ひそ み 、 時 折 飛 び 上 が る だ け 
縦横 に か な り の スピ ー ド で 移動 し 、 ピ ビタ | の 弱い 魔物 。 飛 び 上 が っ て いる と き に そ 
ッ と 止ま っ て は 小石 を 吐い て 攻撃 する 。 | の 草むら を 刈る と 、 降 参 し て し まう 。 


2 人 lm 


スラ イム の 一 種 ら し い が 電 気 を 帯び て 
いて 、 う か つ に 斬り つけ る と 感電 し 、 逆 に 
ダメ ー ジ を 受け る 。 ダ ッシュ 時 は 要 注 意 。 


as 


* 


木 の 上 な ど に と まっ て いて 、 獲物 を 見 
つけ る と 急降下 し て くち ば し で 突く 。 た 
いて い 一 度 の 攻撃 で 去っ て 行っ て し まう 。 


オク タバ ルー ン 


smaloyzae 剛 


生 / 

浮遊 する タコ 風船 の よう な や つ 。 近 づ 石 や 草 に 擬態 し て いて 、 触 れる と 動き 
く よ り も 前 に 爆発 し 、 子 ども が ば ら ま か | 出す 。 騰 病 な 生物 で 、 こ れ も 敵 の うち に 
| れる 。 無視 すれ ば 、 敵 の うち に 入ら な い 。| は 入ら な い だ ろ う 。 


神殿 を 守る 神像 で 、 近 寄る 者 が ある と 、 
自選 ピロ ジン (6C60G 人 招 古 で きる お 。 
体力 が ある の で 動き を 止め て 戦い た い 。 


ハイ ラル の 河川 に 群生 する 半 魚 人 。 水 
面 か ら 顔 を 出し て は 火の玉 を 吐く 。 水面 
に で きる 小さ な 渦 が 、 出 現 の 前 兆 だ 。 


ゾー ラ の 巣 に し か 現れ な い 、 歩行 する 
ゾー ラ 。 縄張り の な か で 油断 し て いる た 
めか 、 普 通 の ゾー ラ よ り 倒 し や すい 。 


大 型 の カニ の 一 種 で 、 横 走り する 。 攻 
撃 は 体 当 た り だ け の 単調 な も の な の で 、 
慣れ れ ば どう と いう こと も な い 。 


フラ フラ と 空中 を 漂う 幽霊 。 意外 に 攻 
撃 力 が 高い の で 注意 。 避け て いれ ば いい 
が 、 倒 し た けれ ば ロッ ド を 使う こと 。 


革 を 刈っ た りす る と 、 飛 び 出 し て くる 
こと が ある 。 攻 撃 力 は 弱く 、 捕 虫 網 で 捕 
まえ て ビン に 入れ て お け ば 味方 に な る 。 


| ちょ っ と お 得 な 倒し 方 


同じ 敵 で も 、 倒 し 方 に よっ て 出す 
アイ テム が 変わ っ て くる 。 ハ ー ト が 
欲し けれ ば 普通 に 、 ル ピー が 欲し け 
れ ば ブー メラ ン で 止め て 、 魔 法 の ツ 
ボ は ある 秘密 の 方 法 を 使え ば 、 高 確 
率 で 出る ぞ 。 も っ と も 闘 の 世界 に 行 
く と 、 ル ピー し か 出さ な いと か 、 あ 


ら か じ め 決 まっ て いる 敵 が 多い 。 
as ms | 
還 メル 
4 間 
4 誠 | 
iC が 
目 少 
め な 
BMN 
か か 
ら ら 
43 
と プ 


豆 還 還 元 の 世界 地上 の 敵 
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ゲル ド マ ン 


砂漠 の 砂 に ひそ お む 砂 男 。 
か ら 現 れ 、 突 進 し て くる 。 か な り 避 け に 
く IQ の で に 注意 PKG よう 5 


ーーーー - 


突然 砂 の な か 


陸 le 


点 | 特に な し 

サポ テン な ど に と まっ て いて 、 獲物 を 
見 つけ る と 旋回 し な が ら 接 近 す る 。 倒し 
た けれ ば 、 立 ち 止 まっ て 待つ の が いい 。 


デッド ロッ ク 


5 の)BSNE ょ か と 走り 回 り 、 82 
し か も ゃ 一撃 加 える と 石 の よう に な り 、 い 


っ さい の 攻撃 を 受け 付け な く な る 。 させ る 


テク タイ ト ( 青 ) 


攻撃 を 避け る の が うま く 、 
せな い 。 


な か な か 倒 
弓矢 に 弱い こと は 弱い が 、 命 
の は な か な か 大 変 だ 。 


テク タイ ト ( 赤 ) 


体力 、 攻 撃 力 と も 青 の 倍 。 


が 一 番 だ ろう 。 弱い 。 


を 折り 1 り 回 魔法 の 覆 を 振り か けら れ 、 し た 上 


倒す まで も な い だ ろ う 。 


敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


靖 の グ 欠 多 ケ 


闇 の 世界 の 敵 は 、 


る 敵 と 同じ 動き で も 、 攻 撃 力 が 高 


攻撃 力 、 体 力 と も に 段違い 。 こ れ ま で に 知っ て い 
い の で 奮 威 だ ど 。 そ の 代わ り 、 


倒し 


た と き に 得 ら れる アイ テム も な か な か 景気 が いい 。 


の 

触手 を う ね う ね と 動か し て いる 不気味 
な 魔物 。 ピ ョ ン と 飛び 跳ね て 体 当 た り し 
て くる 。 慣 れ な いと 間合い が むず か し い 。 


力 、 攻 撃 力 、 素 早い 動き と 、 


3 拍子 
摘 っ た な か な か の 強敵 。 し か し 、 攻 め に 


くく は な い 。 ブー メラ ン も 有効 だ 。 


ー 


モリ プリ ン | _ 画 


槍 を 投げ つけ て くる 豚 の 魔物 。 閣 の 世 
界 で は 最も 組み し や すい 敵 だ が 、 体 力 は 
低い も ゃ の の 、 攻 撃 力 は そこ そこ ある 。 


ヒノ ックス 


と に か く 体 力 が あり 、 爆 弾 を 投げ つけ 
て くる ひと つ 目 の 巨人 。 倒 す と 必ず 爆弾 
を 出す の で 惜しま ず に 爆弾 で 倒 そ う 。 

ーッ 


三 つ 又 の 槍 を か まえ て 笑 進 し て くる 和牛 
の 魔物 。 ス ピー ド が あり 、 一 度 攻撃 され 
る と 連続 し て や られ や すい 。 


Ei 
クロ ウリ ー に よく 似 た 鳥 型 の 魔物 だ が 、 
ク 4I50u み りこ うだ ANlE2 IRO ZIR に が 
ウェ イ で 何 度 で も し つこ く 攻 撃 し て くる 。 
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肛 


還 還 還 較 間 の 世界 地上 の 敵 


オク タロ ツク と まり うだ さく 同 区 だ 所 思う 
て 間違い な い 。 た だ 攻撃 力 は 少々 高い の 


7/CNY5Rls)KPE の Jl の 証 KmES 2 
た く 同 じ 幽 霊 だ 。 動 き ば か りか 、 体 力 、 


で 、 あ まり 無神経 で も 困る が ……。 
に 


閣 の 世界 特有 の ドク ロ 石 に な りす まし 
て いて 、 触 れる と 光っ て か ら 接 近 し て く 
る 。 闇 の 世界 で 一 番 弱 い 敵 。 


ふら ふら と 浮遊 し 、 接 近 し て くる 。 斬 
りつ ける と 素早 く 避 ける の で 、 弓 矢 や 魔 


法 な ど 飛 び 道具 で 倒す ほか な い 。 


大 し て 強く は な い が 、 ア イ テ ム を 奪っ 
て 食べ て し まう と いう 質 の 悪い 魔物 。 と 
くに 、 桶 を 取ら れる と 非常 に 痛い 。 
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攻撃 力 ま で まっ た く 同 じ だ 。 


ひと つ 目 の ゾー ラ 。 火の玉 を 避け て い 
れ ば いい 。 た だ 泳い で いる と き は な に も 
で き な い の で 、 危 険 な 存在 に な る 。 


爆裂 する 小さ な 玉 を 投げ る クリ ー ビ ピー。 
攻撃 力 で は A に 劣る が 、 か な り 苦 し め ら 
れる 。 対応 策 は 基本 的 に A と 同じ だ 。 


沼 の 水面 に 顔 を 出し 、 ま た 潜っ て いく 
巨大 な 虫 。 か な り 強 力 だ が 、 こ ちら に 敵 
意 も みせ な い の で 、 放 っ て お け ば いい 。 


光 の 世界 の スリ と 同じ で 、 体 当たり し と に か く 強 いう え に 、 口 か ら 火 を 吐く 
て き て は アイ テム を か すめ 取る 。 絶対 に | 強敵 。 ダ ッシュ 斬り で 一 撃 加 え 、 そ の ま 
仙 I9am と は ぐ できない 。 ま 逃 げ て し まう の が いい だ ろう 。 
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敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


22 の 7 人 ブーン ン ッ ング 2 
IN 


ひと つの ダン ジョ ン に 登場 する 敵 の 数 は 、 そ れ ほ ど 多 く な い 。 し か 
し 、 先 へ 進む に つれ 魔物 の 種類 が 累積 され 、 最 後 の 震 に 至っ て は オ 
ー ル スタ ー 総 出演 と いう 感 78 


大 き な ネ ズミ 。 暗い 地下 通路 を チョ ロ へ ビ の 魔物 。 多少 動き が 速い が 、 直 線 
チョ ロ と 走り 回 る 。 攻 め る より も 、 待 っ | 的 な の で 動き が 簡単 に 読め る 。 序 盤 で は 
て 倒し た ほう が 安全 だ ろう 。 いい カモ だ と いっ て いい だ ろう 。 


ボ ポポ 


生息 地 | 東 の 神殿 ほか 


ハイ ラル 城 の 秘密 通路 以外 に も 、 山 の | 動き も 小さ く 、 攻撃 力も 体力 も な い 。 
洞窟 な ど で よ く 見 か ける 。 ま っ た く 弱 く 、| まとめ て 出 て きた 場合 は 、 回 転 斬 り で 一 
回 転 斬 り で まとめ て 倒せ る 。 MS 


キー ス 


スタ ルフ ォ ス A ーー スタ ルフ ォ ス B 


時 NN 頭 善 骨 だ けが 浮遊 し て 追っ て くる タイ 
本 2 の 2 倒す の は ホネ だ 。| プ 。 け っ こう 固い の で 、 思 わ ぬ ダメ ー ジ 
MP 追い 込む と いい だ ろう 。 を 受け る こと も 多い 。 逃 げ る の が 得策 か 。 


アイ ゴー ル ( 緑 ) アイ ゴー ル ( 赤 ) 


じっと 立っ て いて 、 近 寄る と 目 を 開い 炎 の タイ プ よ り 体 力 が 大 きく 、 ま た 弓 : 
て 向かっ て くる 。 し ば らく する と また 立 | 矢 し か 効か な い 。 2 本 連続 で 矢 を 射 か け 
5IEgs ooocs の 繰り 返し 。 弓 矢 で 倒 そ う 。| る の が コツ だ 。 


リー バ ( 秋 ) 開 議 調 議 較 | リー バ (お ) 
(た 


地 中 か ら 現 れ 、 し ば らく 動き 回 っ た あ | 緑 と 比べ る と 多少 動き が 速く 、 体 力 が 
と で 、 ま た 地 中 に 潜る 。 動 き は 単純 な の | ある 程度 だ 。 印 象 と し て 、 強 さ は そう 変 
で 、 逃 げ る より も 倒す ほう が 楽 だ 。 わら な い 感 じ だ 。 


及 点 特に な し 6 時 


ト 


巨大 ワー ム 。 動き が 速く 、 な か な か 倒 
如 現 れ 、 す り ば ち 状 の 部 分 に 足 を 取ら れ | せな い 。 親玉 の ビッ グ テ ー ル が いる ヘラ 
の 5 請 孤 2 且 ) に SQS の 塔 の ほか に も 、 各 地 の 洞 間 に 生息 する 。 


コ ド シ ンド 


連続 し て 大 き な 火 の 玉 を 吐く 小さ な ド 璧 沿い に 転げ 回 っ て いる エネ ルギー 球 。 
ラゴン 。 導 の 方 向 に 気 を 付け て いれ ば 、 | 倒す と と は で き な い の で 、 か わす し か な 
大 し た こと は な い 。 緑 の タイ プ も いる 。 | い だ ろ う 。 


2222 


強 さ 
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画題 較 光 の 世界 ダン ジョ ン の 敵 


クリ スタ ルス イッ チ に よく 似 た 形 を し 基本 的 に 青い タイ プ と 同じ だ が 、 体 力 
て いて 、 斬 りつ ける と 反動 が ある 。 落 と | だ けが も の すご く 高 い 。 ま と も に 戦 お う 
| し 欠 に 落と すか 、 落 と きれ る が の 戦い だ 。 と する と 、 痛 い 目 に 会 うか も し れ な い 。 


ちょ っ と お 得 な 倒 記 と の 2 


な ん と いっ て も 一 番 お 得 な の が バブ ル 


の 倒し 方 な の だ が 、 こ れ は 任天堂 が 秘 中 て フ 
の 秘 と し て いる の で 残念 な が ら 書 く こと れ が 
が で き な い 。 5 

バブ ル が 対象 と いう こと 自体 が 十分 す 3 
ぎる ほど の ヒン ト な の で 、 各 自 工 夫 し て 上 導く 
考え て みて ほし い (だ っ て 、 普 通 バ ブル で 稀 


は 倒 攻 な Q で し ょ )。 こ の テク ニッ ク を 覚 
える と 、 あ ん な に いや だ っ た バブ ル が あ 
り が た い 神 さま に 見 えて くる 。 そし て 、 
ダン ジョ ン 攻 略 は 格段 に 楽に な る の だ 。 

また 、 魔 法 の ロッ ド は 使い 惜しみ し な 
い ほ うがい い 。 な か な か 効果 的 だ し 、 魔 
法力 が 減っ て きた ら 湖 の 北 の 洞 窟 で 教え 
られ る 技 を 使え を ば いい の だ か ら 。 
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敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


遂 多 欠 グン シン シン 多 祝 
RW 


閣 の 世界 の 7 神殿 で は 、 わ ず か ずつ で は ある が 、 各 ダン ジョ ン に 個 
性 的 な 敵 キ ャ ラク ター が 次 々 と 登場 し て くる 。 順 を 追っ て 紹介 し て 


| 委 4 半 oe 


浮遊 する 電気 クラ ゲ 。 動き は ご く 小 さ 
く 、 体 力 は 低い 。 発 光 し て いる 間 は 、 感 
電 す る の で 攻撃 し て は いけ な い 。 


亀 の 魔物 。 甲 維 が 固く 、 通 常 の 攻撃 は 
まっ た く 受 け 付 け な い 。 マ ジッ クハ ンマ 
ーi で だ だ き 、 ひ っ < くり 返 IM がら 攻 撃 だ 8 


こち ら の 動き を 完全 に 真似 し て 動く へ 
ン な 敵 。 甲南 に 身 を 包ん で いて 、 防 御 力 
が 高い 。 弓矢 を 放ち 、 誘 導 し て 倒 そ う 。 


放ち 、 そ の あと で 誘導 する 技 が 必要 だ 。 


攻撃 する と 、 ふ た つの 小さ な 分 身 に な 
る 。 小 さく な っ て も 電気 を 持っ て お り 、 
また 小さ すぎ て 当たり に くい の で 注意 。 


ひたすら 体 当 た り で 攻撃 し て くる 。 小 
柄 だ が 、 固 い 仮面 を 付け て いる た め 、 前 
面 か ら の 攻撃 は 受け 付け な い 。 


炎 よ り 生 命 力 が 強く 、 正 面 に 向き 合う 
と 火 を 吐い て くる 。 ズレ た 位置 か ら 矢 を 


還 還 男 衣 の 世界 ダン ジョ ン の 敵 
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巨大 アメ ン ボ 。 決し て 強く は な い が 、 
た いで て い 泳 いで いる と き に 出会う の で 、 
ダメ ー ジ を 受け る こと が 多い 。 


すご い ス ピー ド で 壁 に 反射 し な が ら 向 
か っ て くる 。 た だ の 水滴 に 見 える が 、 ス 
ライ ム 状 の 生物 らし い 。 


高い 位置 に ある 取水 口 か ら 飛 び 出 し て 、 
水路 を 直線 的 に 駆け 抜け る 。 避 け や す い 
が 、 出 口 が な いと 戻っ て くる の で 注意 。 


強 融 な 体力 と 攻撃 力 を 持ち 合わ せ た ミ 
イラ 男 。 ま と も に 戦う と 手強い が 、 ファ 
イア ロッ ド な ら 語 内 (@ 倒 選 る 5 


天井 か ら 降 っ て くる 巨大 な 手 。 捕 まる 
と 最初 に 入っ て きた 場所 まで 強制 的 に 戻 
きれ て し まう 。 ダ メー ジ よ り も 恐ろし い 。 


青い ロタ イプ より も や や 動き が 速く 、 導 
も 吐く 。 な か な か の 強敵 だ 。 正 面 に 回 ら 
な いよ うに 注意 し よう 。 


体 当たり 攻撃 を 仕掛 け て くる ワニ 顔 の 
甲 表 戦士 。 動き は あま り 速 く な い の で 、 
回 り 込 ん で 倒す の は 容易 だ 。 


半 透 明 の アメ ー バ 状 生物 。 色 味 の 濃い 
核 が あり 、 周 期 的 に この 核 が 本 体 を 離れ 
る 。 そ の と き に 核 を 攻撃 する し か な い 。 


全然 強く は な い の だ が 、 じ っ と し て い 
る と 背景 に まぎれ で て 見 え に く い 。 いき な 
り 飛 び か か っ て くる と 避け きれ な い 。 


顔 が ドク ロ の よう な 形 を し た ロー プ ( へ 
ビ の 魔物 ) の 変種 。 全 体 的 に パワ ー ア ッ 
プ し て いる が 、 動 き は ロー プ と 同じ だ 。 


村 の 神殿 の 地上 部 に の み 生 息 する 虫 。 
動き が 速く 、 見 た 目 よ り も 体力 が ある の 
で 、 な め て か か る と ケガ を する 。 


普段 は 液化 し て いて 、 突 然 床 か ら 出現 
する 。 小さ く は ね る だ け の 動き な の で 、 
落ち 着い て 処理 すれ ば 間 題 な い 。 


の NUO ジ 2 の eE75O 較 SCIERN つ (6 
出現 する 傾向 が ある の で 、 タ イミ ング を 
計り 、 ダ ッシュ 斬り で 一 綱 打 尺 に し よう 。 


壁 に は まっ て いた 水 の 彫 像 が 、 突 然 飛 
び 出 し て くる 。 フ ァ イ ア ロッ ド で の 攻撃 
以外 は いっ さい 受け 付け な い 。 


水 の フ ロア の 部 屋 で の み 出 現し 、 腹 ば 
い に な っ て 滑り な が ら 体 当 た り し て くる 。 
ポイ ント を 決め て 迎え 撃 と う 。 


or ) 

巨大 な 骸骨 の 剣士 。 一撃 する と 崩れ る 
が 、 復 活 す る 。 衣 れ て いる 間 に 爆 弾 を 仕 
掛け る と 、 と ど め を 刺す こと が で きる 。 
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? ( 影 の 魚 ) ? (スラ イム ・ 黄 ) 


生息 地 | 沼 の 神殿 
| 


| 強 さ | 


1 
表 点 | 特に な し | 
あら か じ め 部 屋 に 仕掛 けら れ た 穴 か ら 色 違 い の ス ライ ム 。 能力 的 に は ほか の 
穴 へ 、 高 速 で 移動 する 。 強く は な い が 、 スラ イム と な ん ら 変 わり な いよ うだ が 、 
滑る 床 、 動 く 床 と の 組み 合わ せ が つ らい 。| 際限 な く 出 て くる 傾向 が ある 。 


ウィ ズ ロ ー プ ( 青 ) 


| 生 息 地 | 氷 の 神 典 
2 お as 


| 散 。 xx 


姿 を 消す 能力 が あり 、 出 現し た 瞬間 に 骸骨 の 顔 を し た ウィ ズ ロ ー プ 。 能力 的 
魔法 で 攻撃 し て くる 。 4 体 が ひと 組 で 、 | に は 縁 の ウィ ズ ロ ー プ と 変わ ら な いよ う 
取り 囲む 陣形 で 出現 する 。 で ある 。 


? (爆弾 ナメ クジ ) 


ee 

特に な し 
よ た よ た と 歩き 回 っ て は 爆弾 を ば ら ま 
いて 歩く ナメ クジ の 魔物 。 攻 撃 が 変わ っ 
て いる だ け で 、 本 体 は あま り 強 く な い 。 


ーーー コ | 


4 
4 


120 


敵 キ ャ ラク ター 図 氏 


多 遂 / ブ ッ グ " 
DE 


勇者 に 対す る 悪意 か ら 仕掛 けら れ た トラ ッ プ の 数 々 が ある 。 時 に 魔 
物 た ち 以 上 に 勇者 を 茸 し め る トラ ッ プ を 、 こ れ も 敵 キャ ラク ター の 
一 種 と し て まとめ て 紹介 する 。 


勇者 の 行く 手 か 


断続 的 に 火の玉 
を 吐き 出す 仕掛 け 。 ら 転 が っ て くる 玉 。 
対策 対策 


ラー ジ シ ー ル ド を 持っ て いる な ら 、 正 | 待避 所 を 確保 し 、 動 き を 見 送る し か な 
面 を 向い て 受け れ ば いい 。 な けれ ば 、 立 | い 。 な に より も 落ち 着い た 対応 が 大 切 で 、 
ち 止 まる の は 危険 だ 。 ヤケ に な っ て 突っ 走る の は 最悪 だ 。 


巨大 鉄 球 トラ ッ プ 


トゲ の 仕掛 け 。 


鉄 球 の 倍 の サイ 


ズ と 倍 の ダメ ー ジ 。 往復 運動 を 行う 。 

対策 対策 

避け きれ な い サ イズ な の で 、1 回 通り 一 定 の 区 間 を 往復 し て 進路 を さえ ぎる 
過ぎ た の を 見 計ら っ て 通過 する 。 逆 方 向 | の で 、 タ イミ ング を 見 て 通過 する 。 な か 
に 逃げ て も し よう が な い 。 に は 停止 し て いる も の も ある 。 


トラ ッ プ (大 ) ビ ム 


通路 いらっ ぱい の 強烈 な ビー ム を 
SI 人 の 放つ 回 転 窟 台 。 
対策 対策 


砲台 と 逆 回 転 に 動け ば 、 な か な か 当 た 
ら な い 。 立ち 止ま る と き は 、 砲 人 馴 が むこ 
う を 向い て いる こと を 確認 し て か ら に 。 


進路 ト 上 に 人 が 入る と は じ め て 動く の で 、 
まず 誘導 する 。 戻 っ て いく と ころ を 、 後 
ろか ら 通 過す れ ば 大 丈夫 だ 。 


是 還 還 較 各種 トラ ッ プ 
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魔法 力 ま で 奪う 
怪し い ソ ウル 。 


壁 に 反射 し な が ら さ ま よ っ て いる の で 、 
動き を 見 送る し か な い 。 角 に 逃げ る の は 
危険 な の で 、 な る べく 中 央 に 逃げ る 。 


複数 の バブ ル が 
1 ヵ所 で 回 転 す る 。 


部 屋 の 敵 を 全滅 きせ る と 、 い っ せい に 
散開 する 。 あ と は 避け る し か な い 。 下 に 
は 重要 な スイ ッ チ が ある 。 


床 が 回 転 し つつ 
襲い か か る 。 


定め られ た 枚数 が 飛び 終わ る まで 、 地 
道 に 剣 で 受け る な り 、 避 ける な りす る し 
か な い 。 用 が な いと き は 無視 だ 。 


火の玉 を 連ね た 
棒 が 回 転 し て いる 。 


回 転 運動 を 追い か ける よう に 動く 。 ま 
た 、 回 転 の 中 心 部 に は な る べく 近づか な 
が 上 SloJc 感 3 


火の玉 が 連なっ 
て 、 壁 治 い を 如 う 。 


動き は 必ず し も 規則 的 で は な い の で 、 
近寄ら な いよ うに する の が 第 一 。 狭い 場 
所 で は 、 な る べく 角 で 出会わ な な いよ うに 


触れ た 者 を は じ 
SA で 2 バジ 2 二 。 

近寄ら な い の が 正解 。 魔 物 が これ に 反 
射 し て 飛ん で くる の に 注意 し よう 。 マ ジ 
ッ ク マ ント を 使え ば 無視 で きる 。 


触れ る と うさ ぎ 
に 変身 し て し まう 。 


障害 物 を 間 に 挟 む 位 置 に 移動 すれ ば 、 
ぶつ か っ て 消滅 す る 。 障 害 物 が な いと き 
は あっ さり あき ら め 、 回 復 を 待つ 。 


長 沿 い に 移動 し 
つつ 鉄 球 を 撃つ 。 


通路 に 対し て 垂直 に 鉄 球 を 撃っ て くる 
の で 、 う まい 店 け 方 が な い 。 部屋 に 入っ 
た と 同時 に ダッ シュ すれ ば 無傷 の こと も 。 


トゲ の 付い た 長 
い 棒 が 往復 する 。 


強烈 な ビー ム を 
発射 する 、 壁 の 瞳 。 


まず は 動き を 観察 し 、 棒 の 動く 範囲 と ダッ シュ で 駆け 抜け する し か な い 。 
安全 地帯 を 確認 する 。 あ と は タイ ミン グ | 一 シー ルド な ら 受 ける こと が で きる 。 
を 合わ せな が ら 、 安 全 地 帯 を 渡り 歩く 。| タイ プ は 、 向 き 合 っ て は いけ な い 。 


B 


正面 を 向く と ビ 
ー ム を 発射 する 。 


作動 する と 魔物 
や 爆弾 が 落下 する 。 


剣 の パワ ー を 溜め た 状態 で 、 カ ラン メ 
イダ の 反対 を 向い て 後ろ 歩き する 。 A タ 


引い て し まっ た も の は 仕方 が な い 。 魔 


物 な ら 戦う し 、 爆 弾 な ら 避 ける し か な い 。 
イプ より も 対策 が 立て や すい 。 ちな み に 、 緑 色 の 爆弾 が 敵 の 爆弾 だ 。 


踏む と 、 床 の 状 部 屋 に 閉じ こめ 
菊 が 変化 する 。 られ 、 魔 物 が 出現 。 
対策 


踏む こと が 攻略 に つなが る ケー ス も 多 
い が 、 踏 ん だ 直後 に うか つ に 動く と 、 思 


落ち 着い て 部 屋 の 敵 を 全滅 させ る 。 ス 
わ ぬ と ころ が 落と し 究 に 変わ る の で 注意 。 
EN の ーー ニー ニー ニー 


イッ チ 等 の 仕掛 けが ある に し ろ 、 敵 を 倒 
し て か ら 探 し た ほう が ダメ ー ジ が 少な い 。 
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敵 キ ャ ラク ター 図鑑 


マチ ァ ン みみ 


界 の ボス 


3 つの 神殿 の ボス 
3 、 極 端 な 攻略 
な い が 、 な か な か 楽し め る 。 し か し 、 


“ グ テ ー ル に は か な り 苦 労 する だ ろう . 


| - 最初 に 出会う ボ 
| ス 。 強 そう 。 


巨大 な 芋虫 が 
3 匹 地 中 か ら 現 
れ 、 潜 る 。 その 
| 繰り 返し だ 。 出 
時 還 料 珈 に 石 が 飛ぶ 。 


地面 に 出現 の 前 兆 が 現れ る の で 、 待 ち 
受け て 回 転 斬 り に する 。 小石 が 斜め 4 方 
向 に 飛ぶ の で 、 真 横 で 待つ よう に する 。 
弓矢 で 狙う の は お むずかし すぎ る だ ろう 。 


それ ぞ れ に 個性 的 な が ボス キャ ラ た ち 。 
攻略 法 も 個性 的 だ か ら 戦 い が い が あ 
る 。 ひとつひとつ の 沙 ス 戦 が この 
ゲー ム の 戦闘 部 分 の 中 枢 だ 。 攻 略 の 
ヒン ト も ここ に 書き 添え て お こう 。 


神殿 の 周り を 
固め る アモ ス た 
ちの 親玉 。 6 体 
6 が ひと 組 に な っ 
ms て 人 場 す る 。 


最初 は 円 陣 を 組ん で 跳ね 回 り 、 次 に 横 
一 列 に 並ん で 前 進 し て くる 。 狙い 撃つ の 
は 容易 で 、 弓矢 が 有効 だ が 、 残 り 1 体 に 
な っ て か ら 矢 が 切れ る と 苦し い 。 


頭 の 大 きい 超 
巨大 な ワー ム 。 
か な り の スピ ー 
IGG 箇 2!436343 
と 動き 回 る 。 


ダメ ー ジ を 与え られ る の は 尻尾 の 先 だ 
け だ 。 後 を 追う よう に し て 斬り つけ る 。 
足場 が 悪く 、 階 下 に 落ち る と や り 直 し な 
の で 、 背 後 を 確認 し て 斬る 。 


! この 攻撃 が 、 は ね 返す こと | 白い 球状 の 魔法 の み を | 
2 2 | 狙い 、 剣 で 斬り つけ て は 
ね 返す 。 中 央 奥 に 立っ た 


ら 雷 撃 が くる の で 、 す ぐ 


に 横 に 避け れ ば いい 。 


ハイ ラル 城 を 乗っ 取っ た 魔王 の 手先 。 マ スタ ー 
ソー ド で さえ その 体 を 貫く こと は で き な い 。 3 種 
類 の 魔法 攻撃 と チレ ポー ト を 駆使 する 。 


仮面 を 付け 、 
背中 は 甲 維 に 被 
われ て いる 大 ト 
カゲ 。 吐き 出す 
計 毛 尾 が 武器 。 
攻略 の ポイ ント 
まず 仮面 を は ぎ 取 ら な いと 、 ダ メー ジ 
を 与え る こと が で き な い 。 爆弾 か ハン マ 
ー を 使 お う 。 仮面 が 完全 に 取れ た ら 、 額 
の 緑色 の 部 分 を 弓矢 か 剣 で 狙う の だ 。 


間 の 世界 に 移る と 、 ボ ス 戦 は 攻略 的 要 
素 が 増し て くる 。 正確 に 弱点 を 突 か な い 
と 倒せ な いこ と が 多い 。 戦っ て わか ら な 
けれ ば 、「 攻 略 の ント 」 を 見 よう 。 


記 UDUDUUUHUEUUUEUUUTTEDUUWTUHUWTI 


9 実 は ひと つ 鱗粉 を まき 散 
M ③ 目 の 巨 大 クラ ゲ 。 ら す 、 蝶 の ボス 


還 議 議 後半 、 床 の トラ 
諸 ツブ が 乱れ 飛び 、 
幸 論 危険 だ 。 


多く の 玉 が 周囲 


間 merrse | 


攻略 の ポイ ント 

まず 、 フ ッ ク シ ョ ッ ト で 周囲 の 玉 を ひ 
と つ ず つ は き 取 る 。 本体 か ら 離れ て いる 
間 に 、 剣 で つぶ し て いく 。 丸裸 に な っ て 
暴れ 出し た ら 、 待 ち 伏せ て 回 転 斬り に 。 


SS 
長引く ほど に 床 の ト ラッ プ で ダメ ー:> 
を 受け る の で 、 フ ァ イ ア ロッ ド で 早期 決 
着 を 。 た だ し 、 魔 法力 を フル に 使っ て も 
| 少し 足り な い の で 、 楽 を 持っ て いく こと 。 | 
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大 盗賊 の 変わ 
り 果 て た 姿 。 首 
が 飛び 回 り ビ ー 
ム を まき 散ら す 。 
な か な か の 強敵 。 


攻略 は 力 技 に な ら ざ る を 得 な い 。 た だ 、 

飛び 回 る 首 に は ダメ ー ジ を 与え られ な い 
の で 、 惑 わ さ れ ず に 胴体 を 狙 お う 。 生命 
の 薬 や 妖精 の ビン か が 必需品 。 


撃 す る 。 
剣 で 十分 だ 。 ひ と つ 倒 す た び に 攻略 が 楽 


雪 の 玉 の よう 
な 本 体 が 、 氷 に 
包ま れ て いる 。 
氷 が 溶け る と 本 
体 は 3 つ に 分 裂 。 


水 漬け の 段階 は に 、 ファ イア ロッ ド で 攻 
3 つの 本 体 が 飛び 出し て か ら は 


(32 つ a(GIUO<2 の 35) 


どろ どろ し た 
液 に 多く の 目玉 
が プカプカ 浮い 
て いる 。 中心 に 
は 巨大 な 目玉 が 。 


まず は 小さ な 目玉 を ひと つ ず つ 片 付け 
て いく 。 残り 4 個 に な る と 本 体 が 動き 出 
す の で 、 剣 か 弓矢 で 攻撃 する 。 ご く ご く 
普通 の アク ショ ン 攻 略 だ 。 


3 つの 首 の 巨 
大 な カメ の 魔物 。 
氷 の 首 は 床 を 凍 
ら せ 、 火 の 首 は 
男 語 庫 記 内 を 中 く 。 


名 門 @ 旬 る 人 か あか る 谷 と 


左右 の 首 か ら 攻撃 する 。 氷 の 首 に は 「 炎 」、 

火 の 首 に は 「 氷 」 で 攻撃 し 、 止 まっ て い 
る 間 に 斬 る 。 甲羅 か ら 本 体 が 出 た ら 、 光 
る 部 分 を 攻撃 する 。 


ーー | 


! 前 哨 戦 で は 、 ア グ ニ ム 
が 3 体 に 分 裂 し て 再 登場 。 


これ ぞ 大 ボ 

し 、 コ ウ モ リ の 姿 で ピラ ミッ ド に 飛び 去る 。 
攻撃 パタ ー ン が 豊富 だ 。\ 闇 の 秘術 ? を 使い 
出す と 、 姿 が 見 えな く な る 。 


ん 1 


攻略 の ポイ ント 


最初 は 地道 に 攻撃 を 避け な が ら 
剣 で 斬る 。 闇 の 秘術 を 使い 出し た 


1 さす が に 魔王 らし 
い 派手 な 攻撃 ぶ 324 


げ 込 ん だ の だ ! 
Ne 


夫 2 誠 
ラス クシ ッッ ン 0 2 


ダン ジョ ン に 苦し め ら れ て いる 人 の た め の 
完全 版 ダ ンジ ョ ンマ ッ プ だ 。 基 本 的 に は マ 
ッ プ を 並べ た だ け だ が 、 ク リア に 最低 限 必 
要 が ポイ ント だ け を 「 チ ェ ッ クボ ポイ ント 」 
と し て 共 げ て いる 。 


プク ググ 欠 多 多 多 


ハイ ラル 城 を 中 心 と し た 風光 明 如 の 地 :**:・ だ っ た は ず 7 机 及 だ が 、 商 
の 力 の 肥 響 は この 世界 に も 出 始め て いる まう だ 。 西 北部 分 、 迷 い の 
条 の 喉 が 晴れ な い の も 、 そ うし た 影響 の 一 例 の よ うだ 。 


あの ググ ググ ググ 


か つて は 人 纏 誰 金 の 力 繝 雇 ライ フォ - 異 康 病 陸 ] じ られ た 聖 坦 証 っ た の だ 
が 、 魔 玩 助 ノン が - 徹 巧 を 手 に 入れ 交 鞭 王 、 聞 の 世界 肢 し て 生ま れ 
変わ る 固 し まっ た 。 玩 の 世界 の 陰 画 ども お いえ る 、 奇 な 世界 だ 。 


1 や ング きき 
し デア ご 楓 


EK で 


ハイ ラル 城 と 秘密 の 通路 


構造 的 に 複雑 な と ころ は まっ た く な い 。 位置 感覚 さ 
え あ れ ば 安心 し で 歩け る 。 ダ ンジ ョ ン に 慣れ る 練習 だ 。 
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の ポイ 9 
2F へ は と りあ え ず 行く 必要 が な い 。 
ゼル ダ 姫 を 助け た ら 最後 に 行け ば いい 。 
入口 の 大 広間 か ら は まず 右 へ 。 左 の 
通路 に は あま り 意 味 が な い の だ 。 
2 層 構 造 を 気 に す る な 。 こ の ダン ジ 
RNN 
B 1 で は 奈落 に 落ち な いよ うに 注意 。 
逆 に 敵 を 突き 落と し て や れ ! 
B1 か ら B 2 に 降り る 階段 の 手前 、 
と NO 
B 2 の 左 の 年 屋 の 哉 は 、 鉄 球 兵士 に 
投げ つけ ろ 。 ハ ー ト の 補給 も で きる ぞ 。 
ご の ダン ジョ ン に 大 き な だ 宝箱 は な い 
の 0SNRIRIORRPD の 
ゼル ダ 姫 を 助け た ら 、 彼 女 の 指示 に 
人 従 お う 。 最 終 的 に 2 F の 王 の 間 に 行く 。 
節 り 棚 を 押す の は 横 方 向 か ら だ 。 た 
し ひと り の と き に 押し て も 無駄 だ 。 


画 畔 畔 ハ イラ ル 城 と 秘密 の 通路 


ASTART 


AGOAL 


東 の 神殿 


実質 的 に は 、 こ れ が 最初 の ダン ダ ョ ン だ 。 大きな 鍵 一 
大 き な 宝 箱 つ ボス と いう 基本 パタ ニン を 覚え よう 。 


チョッ クボ ポイント 
神殿 に 入る 前 に 、 必 ず 長 老 に 会 っ て 大 き な 宝 箱 の 部 屋 の 大 き な 電 に は 妖 
お く (スト ー リ ー を 頭 に 入れ る )。 精 が いる 。 上段 か ら 飛 び 込 も う 。 
3 つの 入口 は 真ん中 が 正解 。 電 の 下 目 を 閉じ た 鎧 の 兵士 は 弓矢 に 弱い 。 
の スイ ッ チ を 踏ん で 、 扉 を 開け よう 。 弓矢 を 射 つ コタ イミ ング を 早く 覚え よう 。 
転がっ て くる 鉄 球 は 、 通 路 の くぼみ 2 F に は 目 を 閉じ た 鎧 の 兵士 ば か り 。 
で 避け な が ら 進 む 。 大 きい 球 は 見 送れ 。 こま め に 和 名和 を 補給 し な が ら 進 むこ と 。 
最初 に ダン ジョ ン の マッ プ を 手 に 入 6 体 出現 する ボス は 、 最 後 の 1 体 が 
れ た い の で 、 上 段 か ら 右 に 向かお う 。 強い 。 矢 を 切ら さ な い よう に 注意 。 
大 き な 鍵 は 、 縦 に 長い 左 の 広間 の 祭 紋章 を 手 に 入れ た ら 、 忘 れず に 長老 
136 と IP ラシン の の oo 
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砂 漢 の 神殿 


入口 が 2 つ あ る 点 が 特徴 だ 。 そ れ 以 外 に は 目新し い ト 
ラッ プ は 少な い 。 お し ろ 、 強 力 に な っ た 敵 に 苦労 する 。 


A ム START 


い = イ ヽ 神殿 に 入る に は 、 入 口 の 石板 の 前 で 、 
チェ ッ ク ボ イン ト SM 


ビー ム の 回 転 砲台 は 、 逆 回 転 の 移動 
を し て いれ ば めった に や られ な い 。 
右側 か ら 回 る と 都合 が いい 。 し か し 、 
右 の 出口 か ら は 絶対 に 飛び 降り る な ! 
柱 の 上 の 鍵 を 見 落と す な 。 取り 方 は 
ム ド ラ の 書 と 同じ や り 方 で OK だ 。 
パワ ー グ ラブ を 手 に 入れ た ら 、 左 の 
出口 か ら 出 る 。 南 側 に いい も の が ……。 
ボス に 会 うに は 、 北 の 別 の 入口 か ら 
石 を 取り 除い て 入る 。 あ と は 一 本 道 だ 。 
対 ボ ス 戦は 飛び 散る 小石 に 注意 。 あ 
と は 地道 に 回 転 斬り で 出現 直後 を 狙う 。 


ペラ の 塔 


1 フロ ア ご と の 構造 は 至っ て 簡単 だ 。 注意 すべ き は 上 
下 の 関 係 で 、 立 体 構造 の ダン ジョ ン 第 1 号 で ある 。 


ASTART 
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シェ ッ ク ボ 雇 朗 ト 
クリ スタ ルス イッ チ は ほ は 、 ひ と つ 動 か ク クリ スタ ルス イタ 壇 は 3 F で 最後 だ 』 
す と ダン ジョ ン 全 体 で 作動 する 。 赤く る し て お いた ほう が あと で 有利 。 
最初 に 1F と 2F を すべ て 回 り 、 大 大 き な 宝 箱 は 4F の 床 そ の まま 、5F で 
き な 鍵 、 マ ッ プ 、 コ ン パ ス を 集め る 。 星 を 踏ん で 中 央 の 究 か ら 飛 び 降 り る 。 
タ 下 に 床 の 模 様 の 見 える 究 は 、 階 下 へ Z 避 に ある ひび は 無 意 味 だ 。 こ の ゲー 
の 藩 品 了 和 だ 。 ダ メニ ジ は 受け な い 。 ム で は マッ プ に な ゆい 部屋 は 存 奄 し な い 。 


星 の マ ー ク を 踏む と 、 究 の 位置 が 変 ボス が 厄介 だ が 、 1 ダメ ー ジ 与え た 
わる 。 踏ん だ 直後 は 動か な いよ うに 。 直後 に 連続 ヒッ ト を 狙え ば よい 。 
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ハイ ラル 城 の 塔 


司祭 アグ ニム が た で こも る 、 ハ イラ ル 城 の 封印 され た 
一 郭 。 ダ ンジ ョ ン と し て は 極め て 単純 な 構造 だ 。 


ASTART 


エッ クボ 補 較 レト 


第 一 に 、 こ の 塔 を 攻略 する と 二度と 
/ 人 、.。。 信 っ 
ムー ン パ ー ル を 持っ で て いる か どう か 
確認 し て 、 な けれ ば ヘラ の 塔 に 戻れ 。 
入口 は 城 の 2 F、 外 に ある 。 結界 を 
の 
マッ プ に は 1F が ある が 、 こ れ は 城 
内 の こと 。 気 に す る 必要 は な い 。 
ら 鉄 球 兵士 の コン ビ と は じっくり と 戦 
う 。 こ まめ に ブー ヌメ ラン を 使う こと 。 
進行 方 向 の 扉 が 開い て いる と き は 、 
敵 を 無視 し て どん どん 進 も う 。 


E 
| 
『 
| 
『 


Z 迷路 状 の 部 屋 は 、 原 則 と し て 遠回り 
する 方 向 に 進め ば 正解 ルー ト を 選べ る 。 
あ アグ ニム と の 戦い で は 魔法 力 を 使わ 
な い の で 、 ロ ッ ド を 惜しま ず 使 お う 。 
足場 が 悪い 場所 で は 接近 戦 は 避け 、 

旨 矢 か ロッ ド 大 使 う よ う 由 し よう 。 


/ の 夫 の 並ん だ 部 屋 は 貴重 な 補給 所 。 慎 
重 


に 敵 を 倒し て か ら 、 中 身 を 調べ よう 。 
アグ ニム が 消え た ら 、 逃 げた 方 向 を 
追う 。、 カ ー テ ン が 斬れ る 点 が ミソ だ 。 


/ ク アグ ニム と の 戦い に 必要 な の は 剣 1 
本 


だ け だ 。 白い 玉 の 魔法 を は ね 返せ ! 


聞 の 神殿 


闇 の 世界 に ある 7 つの 神殿 の トッ プ バ ッ タ ー。 仕 掛け 
と マッ プ 構 造 の 医 り よう は 並 大 抵 で ほな い 。 手 強い ぞ 。 
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チエ ッ ク ボイン 


入る に は サル キッ キ の 案内 が 


必要 だ が 、 料 金 は 意外 に 高い 。 


ン 2 人 
8 。 
を 。 
2 


入口 の 、 仕 切り に 置か れ た 像 
は じ め 、 動 か せる 像 は 多い 。 
廊下 の 中 央 に ひび が ある と こ 
は 、 穴 を 開け て 飛び 降り る 。 
離れ た 場所 に ある クリ スタ ル 
イッ チ は 、 弓 矢 で 作動 きせ る 。 
矢印 の ある 床 。 奈 落 を 挟ん で 
て も 上 段 か ら 下 段 へ は 飛べ る 。 
ひと つつ 目 の 像 の 目 を 射る な ど 、 


の 北 っ た トリ ッ ク グ に 注意 。 


り 


カ 


大 き な 宝 箱 か ら ハ ンマ ー を 取 
、 モ グラ た た き で 地下 に 進む 。 
ボス は 爆弾 か ハン マー っ 弓矢 、 
メ の 敵 は ハン マー… 剣 で 。 
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水 の ほ こら 


ダン ジョ ン の な か で 泳ぐ こと が 必要 に な る 。 水 を 使っ 
た トリ ッ ク 満 載 の か な り 複 雑 な ダン ジョ ン だ 。 


テテ ェ ッ ク ボ 和裕 暫 ト 


/ 光 の 世界 に 戻り 、 草 原 の ほ こら の スイ ひと つの スイ ッ チ で ふた つの 扉 が 開 
ッ チ を 作動 きせ て か ら 入 る と 進め る 。 く ト リッ ク に 注意 。 気 が 付け ば 簡単 。 
クウ ダン ジョ ン 内 の スイ ッ チ は 次 々 に 作 泳い で いる と き は 無防備 な の で 、 危 
動 さ せ 、 結 果 を 確認 し つつ 進む と いい 。 険 を 感じ た ら 上 が っ て 魔法 を 使え 。 
大 き な 鍵 を 取る に は 。 一 度 1 F に 上 B 2 で は 溜まっ た 水 を 抜く スイ ッ チ 
が っ て 穴 か ら 落 ちな けれ ば いけ な い 。 も ある 。 水底 の 宝箱 は これ で 取れ る 。 
フッ クシ ョ ッ ト を 取っ た ら 、 そ れ を フッ クシ ョ ッ ト で 周り の 玉 を 取り 除 
使っ て 大 き な 宝 箱 の 真後ろ に 進む 。 いて か ら 、 ボ ス を 攻撃 する 。 
ロ 


ASTART 
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森 の 神殿 


入口 が いく つも あり 、 地 上 が その まま ダン ジョ ン の 一 
部 を 構成 する 。 ボ ス の 部 屋 の 入口 は 、 焼 き 払 っ て 入る 。 


落と し 穴 か ら 入 る の は 、 出 口 が わか 
ら ず に 危険 だ 。 正 規 の 入口 か ら 入 ろう 。 
太 ペ ー ジ の マッ プ だ け 取 り 出 し て も 、 
2 プロ ッ ク に 分 か れ て いる 点 に 注意 。 
左側 の 部 屋 に 行く に は 地上 の ルー ト 
も 必要 。 す べ て の 穴 に 落ち て みる こと 。 
ミイ ラ 男 は ファ イア ロッ ド で 倒す 。 
魔法 力 節約 の た め 、 他 の 敵 に は 使う な ! 
ウォ ー ル マス ター は 落下 音 を 聞い て 
避け る 。 つ か まる と 入っ た 位置 に 戻る 。 


左 プ ロッ ク を 調べ 終え て 、 フ ァ イ ア 
ロッ ド も 手 に 入れ た ら 外 に 出る 。 
ボス の 部 屋 の 入口 は 、 地 上 マッ プ の 
クリ ベタ ルレ マー ク | で 確認 9 る 5 誠 上 だ 。 
昆虫 の 顔 の よう な 構造 物 が ボス 部 屋 
の 入口 だ 。 フ ァ イ ア ロッ ド で 焼き 払う 。 
廊下 の 下 の 見 えな い 部 分 は 、 不 規則 
な が ら 全部 つなが っ て いる 。 

ボス は 巨大 な 蝶 だ 。 魔 法力 の 限り 、 
73270E(OAMRTGL きつ 
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村 の 神 護 


伝説 の 盗賊 ブラ イン ド が 、 闇 の 世界 で 生き て いた 。 ア 
ジ ト の 一 部 が 、 は ぐれ 者 の 村 の 地上 に も 出現 し て いる 。 


に 
表 二 ツ グ ボイン ホ 
入口 は 村 の 中 央 に 立つ 悪魔 の 像 の 台 一 方 通行 の 場所 も ある の で 、 マ ッ プ 
PA ここ を 引っ 張れ ば 、 階段 が 現れ る 。 の に は 注意 。 な ん と な く 進 まな いよ うに 。 


4 つの 大 広間 で は 、 廊 下 に 隠れ た 下 浮遊 する 赤い アメ ー バ の よう な 敵 は 、 
段 の 通路 に 注意 。 宝 箱 を 見 落と す な 。 分 離し た と き が 攻撃 の チャ ンス 。 


ウサ ギ に な っ で も 慌て で ず に 。 ちょ っ 薄 日 の 差す 1F で は 、 奥 の 部 屋 の 床 

と の 間 メ 逃げ 回 れ ば 、 す ぐも と に 戻る 。 の WP 

ワニ 顔 の 敵 は 正攻法 で 戦う し か な い 。 地下 年 の 女の子 を 助け た ら 、 ま ず 大 

動き は 素直 な の で 落ち 着い て 倒 そ う 。 き な 宝 箱 つ その まま 連れ て ボス 部 屋 へ 。 

壁 沿 い に 動 き 回 っ て いる 火の玉 の 列 / の ボス は 体 を 狙っ て 攻撃 する 。 飛 び 回 
る 


作 は 、 や り 過 ご すし か な い 。 頭 は 攻撃 し て も 無駄 な の で 注意 。 
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水 の 神 殿 


地 中 に 深く 潜っ た 縦 型 の ダン ジョ ン 。 上 が っ た り 下 が 
っ た り の 繰り 返 UIGWm な に か と 大 変 着 滑る 床 に も 注意 。 


チェ ッ ク ボ 滑 剛 ント 


青い 氷 男 は 、 フ ァ イ ア ロッ ド で 倒す 。 
それ 以外 の 攻撃 は きか な い の で 注意 。 
滑る 床 で は 、 ダ ッシュ ョ を 使う と 滑ら 

ず に 進め る 。 走 る こと は できない が 。 
B 1 の 上 の 部 屋 で は 、 爆弾 を 使っ た 
人 
B 2 の 大 部 屋 は 、 床 が 動い て いる 。 

。 . 
ぐる ぐる バー が ある 困難 な 場所 で は 、 
マジ ッ ク マ ント を 持っ て いれ ば 使 お う 。 


巨大 ブロ ッ ク は 持ち 上 げ て 、 抽 ば げ 捨 
GSG2Y2) 

彫像 の 舌 が 引っ 張る スイ ッ チ に な っ 
て いる パタ ー ン に 注 蒲 計 

大 きい 宝箱 は 、 床 に 開け た 穴 か ら 飛 
び 降 り る パタ ー ン で 取る 。 

欠 か ら ブ ロッ ク を 落と し て スイ ッ チ 
を 押さ える 。 部 屋 を 回 る 順序 に 注意 。 


/ の 魔法 の 薬 で も 持っ て いれ ば 、 ボ ス は 


ァ イ ア ロッ ド で 楽勝 だ 。 


ーー 


WWW 


沼 の 神殿 


手順 が 相当 に 面倒 だ が 、 難 解 な 謎 は な い の で 、 辛 抱 し 
て 先 に 進ん で 行く だ け だ 。 強 敵 ウ ィ ズ ロー プ も 登場 する 。 


ASTART 


O 
チェ ッ ク ポ イント 
沼 の 中 央 、 メ ダル の マー ク の 床 の 上 ワー プ は 、 目 の 前 に 現れ た 始点 に 素 
で エー テル の 魔法 を 使う と 入口 が …… DE 


ウィ ズ ロ ー プ は 落ち 着い て 倒せ ば 決 クリ スタ ルス イッ チ も 、 見 か けた ら 

し て 怖い 敵 で は な い 。 慌 て る と だ め だ 。 切り 換え て お く と いい だ ろう 。 
右端 の 崩れ る 床 は 、 ダ ッシュ を 使わ B 1 奥 、 中 央 の 橋 を 渡る 前 に 、 左 に 
っ ぎり 間に合う 。 ある 魔法 の 意 を 取り 忘れ な いよ うに 。 
1F で は 、 ブ ロッ ク を 動か し て お い ルピー 部 屋 が 2 つ あ る 。 面倒 な 場所 

て か ら 4 つの 燈台 に 火 を 灯す 。 で も 、 賃 乏 な ら 取 り に 行こ う 。 


1F で 、 床 の 見 えな い 穴 に 飛び 降り ボス に は 特定 の 弱点 ちな い が 、 あ ま 
る こと が 可能 。 ゲ ー ム 中 唯一 の 例外 だ 。 の 普通 に 戦っ て も 勝て る 。 


Ss 
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晶 岩 


閣 の 世界 の 7 神殿 。 最 後 の ダ ンジ ダ ョ ン だ 。 ゼル ダ 姫 の 
クリ スタ ル は ここ ある 。 ソ マリ 刀 の 杖 が 大 活躍 する 。 
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エ キッ クボ イン ト 


へ ブラ 山頂 西側 の 祭壇 で 、 3 本 の 杭 
を 右 か ら 叩 く と 魔法 陣 が 出現 する 。 
亀 岩の上 で は シェ イク の 魔法 を 使う 。 
する と 、 顔 の 部 分 が 入口 の 階段 に 。 
魔法 の 薬 、 も し く は 青い 楽 が 必需 品 。 
の も 魔法 が 必要 な の だ 。 
「?」 の と ころ で ソマリ ア の 枯 を 使う 
NIR の 
ち ゴン ドラ は 、 分 岐 点 で 十字 キー を 押 
せ ば コン トロ ー ル で きる 。 
4 つの 燈台 は 、 右 下 か ら ゴ ンド ラ で 
行き 、 左 2 つつ 右 下 つ 右上 の 順 で 灯す 。 


1F、 鎖 鉄 球 の 部 屋 で は クリ スタ ル 
スイ ッ チ を 青 に 一 右 の ブロ ッ ク を 押す 。 
外 に 出 た ら 、 マ ジ カ ル ミ ラー を 使 お 
の >. 妖精 の 補給 な ど が で きる は ず だ 。 
B 1 右上 隅 の 部 屋 は ボー ナス 部 屋 な 
し 無理 に 行か な く て も いい 。 


/ の 眼 か ら 発 する ビー ム は 、 向 か い 合っ 
k 


後ろ 歩き すれ ば 防げ ける も の も ある 。 
ビー ム が 並ん で いる 通路 は 、 ダ ッ シ 


フジ 
/ ク ボス に 対し 、 水 に は 秋 、 和 類 に は 氷 を 
用 


いる 。 止 まっ て いる 状態 は 剣 で O K。 
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は 楽 だ 。 


( 


AJ 
汐 
3 
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きま 
の 
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Ne 


し か 【 豊 


ン で ある 。 
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モッ ダ ボイン ホ 


入る こと の で き な い 部 屋 が けっ こう 大 きい 宝箱 は 最 優先 で 取り に 行く 。 
ある が 、 行 か な く て も 間 題 は な い 。 その 後 の 戦 い が 楽 に な る は ず だ 。 


再 登場 する ボス た ち は 、 何 度 で も 復 
活 す る の で 要 注 意 。 

最上 階 に いる の は ガノン で は な く ア 
ひと つ ず つ 順 に 入っ て みれ ば いい 。 グ ニ ム 。 分 身 よ り 色 の 濃い の が 本 体 だ 。 
3F の な か な か 入れ な い 部 屋 は 、 ブ ガノン と の 戦い は 場所 を 移 そ う 。 体 


2 人 プク に Aa し た 反動 で 入る 。 力 を 回 復 し て か ら 挑 戦 する 。 


1F 中 央 の 大 き な 部 屋 で は 、 燈 台 に 
火 を 灯す と 床 が 見 える よう に な る 。 
ワー プ ゾ ー ン は 別に お む お ず か しく な い 。 
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応用 知識 編 


の ンク ク レン シシ し 2 
基本 動作 、 ア イ テ ム の 使い 方 の ちょ っ と 突っ 込ん だ 研究 で ある 。 こ 
の ゲー ム で は アク ショ ン と アイ テム は 切っ て も 切れ な い 関 係 な の で 、 
2 つ を 合わ せ て | 項目 と し た 。 応 用 の きく テク ニッ ク ば ぱ ばかり だ 。 


攻撃 衣 多 ョ ン 
- 回 転 斬 り 、 ダ ッシュ 斬り な どの 基本 テク ニッ ク だ け で は 
な く 、 各 種 ア イ テ ム と の 組み 合わ せ に よっ て 、 攻 撃 ア クシ 
ョ ン は 和 驚く ほど 多彩 な が バリエ ーション を 持ち 得る 。 


ブー メラ ン + 合 還 還 糧 + ダ ッシュ 新 り 


アイ テム と の 組み 合わ せ に よる 攻 ダン ジョ ン で は 爆弾 の 無駄 使い は 
撃 法 の な か で も 、 基 本 中 の 基本 だ 。 禁物 だ が 、 補 給 で きる 状態 な ら 、 そ 
赤い プー メラ ン な ら 、 投 げた あと で の 広範 囲 な 攻撃 力 を 活か さ な い 手 は 
自分 が 動く こと に より 、 軌 道上 の 複 な い 。 持 ち 上 げ て 、 光 っ た 瞬間 に 投 
数 の 敵 の 動き を 封じ る こと も 可能 。 げ れ ば 狙い も 正確 、 一 撃 与 えた と こ 
フッ クシ ョ ッ ト も 同じ 効果 が ある 。 ろ に ダッ シュ で 突っ 込め ば 完璧 だ 。 


one 


党 
1 


ーー ーー ンー 
回 2 KO 


s へ い 似 生 杏 ざき と 


… 吾 較 は w 困 NN 一 へ 
SQS 活 ご 肖 呈 選 冶 


。 肖 | 人 革 鹿 / ざ 守 章 
藤 ぶ 守 吉 き ざ 導 回 滞 1 SFetok 虹 AV Mix 一 


。 大 員 中 マ 天 如 記 吾 。 へ と 
と 区 JO 滑 Q ご 時 VS 人 1 
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マシ ジ シック ハン マー の 攻撃 妨 は レベ 
ル 3 の 剣 と 同等 な の で 、 こ れ を 使わ 


な い 考 ほな い だ ろ う 。 


範囲 が 狭い と いう 難点 や ある の で 、 

プー メラ ン と 併用 する と 完璧 だ 。 
また 、 凍 っ た 敵 を ハン マー で つぶ 

と いう 内 緒 の 利用 法 も ある 。 


試 し ぐみ よう 。 


こう 側 


く と 動き 出す タイ プ の 敵 な ど 、 気 付く 
前 低 倒 し くし まう こと だ っ で @ き る 
また 、 弓 兵 の よう に こ 
行こ うと する タイ プ の 敵 も 、 逆 に 弓矢 


GQ や うつ り て 5. 


と くに ダン ジョ ン 内 で は 弓矢 が 弱点 
の 敵 が 多い し 、・ 離 れ た と ころ に ある ク 
リス タル スイ ッ チ を 作動 きせ る の に も 
使え る 。 普段 か ら 使え る も の な の で 、 
願い の 泉 に 通っ て 、 爆 弾 と と も に 最大 
持ち 数 を ふやし て お こう 。 


ハン マー に よる 攻撃 


US 


し か し 、 攻 撃 


っ 使い に くい ハン マ 
ーー で も 、 敵 が 正 ま っ 


弓矢 の 効果 的 な 使い 方 


弓矢 も 実に 便利 な アイ テム 。 究 の 向 
に いる 敵 も 攻撃 で きる し 、 近 づ 


SNJ 


交 
つろ 
を の 
同 い 
時 う 
に 面 
倒 倒 
と 吉 
ちら か ら 離 れ て 人 
う 飛 
4 の. 
旧 E ほ 原 
か 
に いひ 
9 | 欠 の 
3 の 泉 
> 持 に 
さ し 
民 き 。 が 
ふ ぶ を 
や 投 
せ げ 
る 込 


アイ ズ 昌 ツ MS 用 せよ ./ 


フィ ー ル ド で は 、 魔 法力 の 残 量 を 
そん な に 気 に し な く で や も いい 。 アイ 


と 案外 と パワ フル な 


マジ ッ ク ハ ンマ ー。 
どん どん 使 お う 。 


ご みん な 凍 れ 、 な ん 
で も 凍 れ 。 と に か く 
お も し ろ い ん だ よね 。 


スロ ッ ド を どん と ん 使 お うつ 。 

発 に ちら ょ っ と 紹介 し た マジ ッ ク ハ 
ンマ ー と 組み 合わ せる 技 も ある こと 
だ し 、 ノ アァ イア ロッ ソ ッ ド より や も な に か 
と 応用 が きく の だ 。 ク リー ピー みた 
いな イヤ な 敵 に も 有効 だ ぞ 


つづ つ な か な か 倒せ な い 
空 を 飛ぶ 敵 も 、 ア イ = 
スロ ッ ド な ら 一 発 だ 。 
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魔法 の 粉 の 効果 時 ファ イア ロッ ド の 効果 


魔法 の 粉 の 効果 は 基本 的 に 2 つ だ 。 ファ イク ロッ トド る を 、 ミ (イン 男 ら 水 
ひと つ は 、 上 草 な ど ほか ける と 刈っ た 男 く らい に し か 使わ な い 人 も 多い 。 
の と 同じ 効果 が ある が 、 こ れ は ほ と し か し 、 攻 撃 力 は 意外 に 高い の だ 。 
ん ど 無 意味 だ 。 結 に っ ーー 

も う ひ と つ は 、 敵 に か ける と 変化 し 
を 起こ すこ と だ 。 ほ と ん どの 敵 は 、 9 と ラフ 
これ G 無 力 が スラ イム と 人 し e し ま WM1 
う 。 ま た パワ ブル 、 パス アロ グン な どら 、 り 交 きり 
別 の も の に 変化 する 敵 も いる 。 Na 
動 見 っ き 合 
きた バ パ 
0 
1 時 マラ ッッ クマ ント の 活用 | 


マジ ッ ウ マシ ント ほ 、 瑞 だ けり で な く 
トラ ッ プ の 類 も 無視 で きる の で 、 ダ 
ンジ ョ ン で の 使用 効果 は 高い 。 


本 ,AQ そ は の びす 対 き 
よき 叶 半 古 N ロ NN 


> と 


大 人 へ ム ム ノ 
…veet 。 と (QNO 注 
評 壮 S 濁 4 千 S 崎 潜 。 圭 
S 隊 普 問 , 交 吐 S 瑞 宮 (((( 全 
。 ツ で 陳 共 人 BYS 

ふき S せ は S 圭 弄 さ 導 融 
時 S さ 湾 4 型 蓮 は で (1 


RRB 


マジ ッ ク メ ダル 活用 法 

3 枚 の マジ ッ ク メ ダル も 、 イ ベン ト 上 必要 な と き 以 外 は あま り 使わ な い 人 が 多 
い 。 魔 法力 の 消費 量 が 大 きす ぎる た め だ ろ うか 。 し か し 、 死 ん で し まう より は 魔 
法力 を 減ら す ほ う が よ い だ ろ う 。 ピ ンチ の と きこ る そ 使 える よう に 習慣 づけ て お く 
と 頼も し い 。 実 用 的 な の は 、 や は り 敵 を 凍ら せる エー テル の メダ ル だ 。 


sss も で が い < 8 エー 
| 効 炎 効 イ 1 8 
く に 果 マ テ つ 
か 双 の イ と ル か 
も い ーー am が ら 
: 敵 ジン ば 、 お 選 
0 5 つの 勧 ぶ 
" ボ 1 ら を め な 
ス クレ し 。 ら 
に 2 な 


補助 アク ショ ン 


攻撃 目的 以外 に も 、 ア イ テ ム の 目立た な い 効 果 と いう も 
の が ある 。 どう で も いい こと で は ある が 、 


それ が お も し ろ 


いこ と こそ 、 こ の ゼル ダ と いう ゲー ム の 特徴 な の だ 。 


へ ブラ 山 の 崩 れ た 橋 や 、 闇 
の 世界 の 川 を 渡る 場面 な ど 、 
フッ クシ ョ ッ ト を 必要 と する 
場面 が ある が 、 そ れ 以 外 の 単 
な る 移動 に も 使っ て みよ う 。 


地上 で の フッ ク EAA ゆこ 


合用 中 は 当たり 判定 が な いこ 1 瑞 が 多く て 面倒 くさ い 。 そ 1 直 を 箇 本 し て サフ サク 培 む 


ん な と き は フッ クシ ョ ッ ト を 


と を 利用 する の だ 。 する する っ と 伸ばし て ……。 な いん だ けど ね 。 


爆弾 や 体 当たり で 穴 が 開く 壁 は 、 実 は な に 
か で 突 つ く と 普通 の 壁 と は 違う 音 が する の だ 。 
プー メラン や クッ クン ョ ツ に ト る ぶろ の の る の も や 
いい が 、 一 番手 軽 な の は 剣 で 調べ る 方 法 だ 。 
回 転 斬 り の か まえ で 剣 を ツン ツン 突き 出す だ 
(の G、 朋 の チェ エック の 6@ き の. 

後半 の ダン ジョ ン に は ダミ ー の ひび が 多い 
の で 、 爆 弾 の 節約 に 役立っ て くれ る だ ろう 。 


刻 で 壁 を 調べ よう 


LA た AA 


sy9%Vwdvty2ydyWy9 


の だ 。 あ まり 実用 的 な 局面 は 


こう し て 壁 を ツン ツン する 。 ヒマ な 人 


は ひび の な い 壁 も 試し て みよ う 。 


ダッ シュ 移動 


。 ダ ッシュ で の 移動 は 速く て 便利 だ 。 
斜め の 壁 沿い に も ダッ シュ で 進め る 
こと る を 見え て お こう 。 


で 計 條 と 人 せき さき er 
計 ご 研 き 税 / 代 尾 里 親 S 王 1 


。 各 きき は 議 皿 の さき 放 丘 石 弄 志 


飛び 降り る 


締 の な い 崖 は 飛び 降り られ る 。 こ 
の 単純 な 事実 を 意識 し て いる か 否 か 
で 。 SO 


ー 居 生 漠 郊 玉 と (( 
で きせ は S 史 漠 寺 さこ ご 秋 G 


麗 征 以 と 1 


ー 


滑 ぶ き ぶ (ir 
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ハー バク ク ググ 2 を を 


探し て 楽し く 、 見 つけ て 一 番 う れ し い の が ハー ト の か けら 。 言 っ て 
みれ ば ボー ナス アイ テム な の で 、 こ れ く らい は 自分 の 手 で 探し 出し 
KW( は 上 NEO の りこ 寺 語 ( ジ カ R 還 に ジン 3 ド E<S い (は の ⑳ お 二 59 記 


チェ ウッ ク ポ イン ト 


/ 見 えて いて 行け な い 場 所 を 
や ん 
崖 の 途中 に 見 える テラ ス 、 ま だ 動か せな | っ を 
い 石 の 向こう 側 な ど 、 メ モ を つけ た り し て > 
覚え て お く こ と だ 。 行 ける よう に な っ た と 2 消 
き に 忘れ て いた の で は どう に も な ら な い 。 生ま 
グ 壁 を 壊せ ば …… g こ 
あく 
暗い 洞 社 の な か な ど 、 壁 に ひび が 入っ て 3 
いる こと を 見 落と し が ち 。 ま た 、 尋 で は な を 
く 手前 たこ ひび が ある こと も ある 。 壁 は し っ し 名 
か り 観 察し よう 。 こ れ は 基本 中 の 基本 だ 。 ち ひ 
請 。 い か に も 怪し げ な 場所 を 
な と 
草 だ の 石 だ の が 意味 あり げに 並ん で いて 、 に か 
その くせ 魔法 陣 で は な い 場 所 。 そ こ で は な 局 し 民 
に か し て みる 価値 が ある 。 た と えば 、 間 の 5 
世界 で は マジ カル ミラ ー を 使う と か 。 2 
ーー リ 
を 貢 品 と し て ? ひこ 
つれ 
カカ リコ 村 の 南 に ある 迷路 を 制限 時 間 内 た 了 
で 駆け 抜け る と 、 ハ ー ト の か けら が も ら え い 二 
る こと は 誰 で も 知っ て いる 。 それで は 宝箱 
屋 は 、 穴 掘り 屋 は 、 射 的 屋 は どう だ ろう ? の 
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ーー ペー 2 o 3 で 
ここ 妹 置 疹 | ワン ポイ ント アド バイ ス 集 

ハー ト の か けら の な か で も 、 見 つけ に くい 場所 に 隠さ れ 
た も の を ピッ クア ッ プ し て 、 ズ バリ 教え て し まお う 。 キミ 
が 悩ん で いる 1 個 は 、 き っ と この な か に ある ! か な ? 


に っ 3 に 
穴 据 り 屋 の 賞品 

少々 お 値段 が 張る た め 、 穴 掘り ゲ 
ー ム は 挑戦 の 機会 が 少な い 。 か けら 


の に いい 


砂漠 の 北東 
砂漠 の 神殿 の 東側 の 奥まっ た と こ 
ろ に 、 目 立た な い 人 台地 が ある 。 闇 の 
世界 か ら ワ ー プ すれ ば 来れ る の だ 。 


J 
避 


+ 。 の は 


ANE>aKS0 
き 叶 
陣 注 吉屋 水中 き 國 G 


S で 和光 怪 呈 へ (( 


宮 
口 注 皿 / 当 薄 S(r 1 


べ へ (! 


へ ブラ 山 の 北 に ある 独立 峰 の 頂上 
に 、 か けら が 1 個 。 は じ め て 行っ た 
と き に 見 つけ て いた は す だ 。 

テス マウ シン テン の 目 上 、 周 の 下 の 
階段 か ら 入 る 洞窟 か ら 行け る 。 入 っ 
て まっ すぐ 奥 の つ き 当 た り に 究 が 開 
く の だ が 、 人道 の らい 。 そこ C エ ー ァ 
ル の 魔法 を 使う と 、 ほ ら ね 。 


見 える の に 取れ な い ヘ プラ 山 の 北 


へ プラ 山 の 洞窟 
へ プラ 山 の 洞窟 と いっ て も た くさ 
ん ある が 、 こ こ は 人 簡単 に は 行け な い 。 
亀 岩 の ダン ジョ ン で いっ た ん 外 に 出 
る 場所 が 2 ヵ所 ある 。 その 横 に 長い 
テラ ス の 右端 で マジ カル ミラ ー を 使 
つの 7 

当然 ベア ラ 山 必 出 る の だ が 、 そこ 
に は 洞窟 の 入口 が 。 注 意 深 い 人 な ら 、 
ああ 、 あ の ・…… 所 気付 くだ ろう 。 な 
か の 敵 を 全 減 きせ れ ば 、 奥 の 扉 が 開 
く 。 こ の 1 個 が 最後 まで 残る 場合 が 
圧倒 的 に 多い よう だ 。 


。 生 各 S 因 商 ご S 誠 芋 や 康 
。 つ 浴 一 みき MA(((r 


上 。 マ ~ て 見 える の に 取り 方 
が わか ら な い 。 実 に 
意地 悪 で ある 。 


全 、 


つこ うし で て 見 る と 、 
な る ほぼ ほど ね 、 と 。 さ 
あ 、 奥 へ 進 も う 。 
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2 クノ ノノ クン ク // 


オカ リナ を 使う よう に な っ て も 、 特 定 の ルー ト し か 使っ て いな い 人 
が 多い 。 実際 に どん な 場所 に 出る か は 試し て みな いと わか ら な い の 
に ……。 そこ で 、 す べ て の 到着 地点 を 写真 で 紹介 し て お こう 。 


< く オ カリ ナ ・ ワ ー プ ポイ ント > 


に) 
1 


洞 へ に で れ 
> を 人 
を ラ 和 2 く 旦 
た の 0 コ 衣 る 明る 
と 人 な の す 前 
ー - い の こ 
ろ ロ | 隊 訂 - 蘭 細 回 
ー no 
1 東 の 神殿 の 南 の 窪 1 カカ リコ 村 。 鳥 が 
地 。 魔 法 陣 も ある 。 8 本 来い た 場所 だ 。 
B あて 
魔 砂 ま 水 
法 漢 り の 
陣 の ⑤ @⑤ 使 ほ 
が 南 ね わ そ 
あ な がら 
KOE ? 画 


オカ リナ の か し こい 使い 方 


/ 魔法 陣 と 併用 し よう と 
に カ 

闘 の 世界 で は オカ リナ は 使え な い 。 そこ 導 り 

で 、 オ カリ ナ と 魔法 陣 、 さ ら に は マジ カル 本 

ミラ ー ま で 、 う まく 併用 する こと が 必要 に 放さ 洛 

9o 貞 

な っ て くる 。 魔 法 陣 の 場所 を 覚え る こと だ 。 の 

グ 拠点 を 決め よう の っ 
閣 の 世界 で セー プ す る と 、 再 スタ ー ト 時 りー 

の スタ ー ト 地点 が 強制 的 に ビラ ミッ ド に さ 1 妥 

れ て し まう 。 セ ー プ は 光 の 世界 の ほう が 絶 久 5 
対 に 便利 だ 。 す ぐに オカ リナ も 使え る 。 る 


2 ワー プ ホ ー ル と 併用 し よう 
オカ リナ で 行け る 場所 は 8 ヵ所 に 限定 さ 
KG が IP ー22 の ーッ /R 王 ルル 
と 組み 合わ せる こと に よっ て 、 よ り 目 的 地 
に 近い 場所 を 選ぶ こと が で きる だ ろう 。 軸 


オカ リナ の 入手 方 法 


オカ リナ を 使え る よ づ に な る の は 、 星 間 還 
けれ ば 早い ほど 便利 ス 紀 ニ デ ィ ニ な 人 8 
手 の 考 順 を ここ で 説明 し じ て で おら ろう 。 

オカ リナ が 入手 可能 に な る の は 、 闇 の 
神殿 クリ ア 後 だ 。 ま ず 、 闇 の 世界 の 動物 
た ちの 広場 に 行き 、 切 り 株 に いる 人 と 話 
す 。 ス コッ グ る 億 り た だら 、 る の 場 で マシ 
カル ミラ ー を 。 光 の 世界 の 広場 の 、 上 隅 
左側 の 花 が 咲い て いる 場所 を 掘る 。 

オカ リナ を 見 つけ た ら 、 開 い て いる ワ 


sv 守 鞭 汐 羽 出る 吉 
ミー サー コ S コー ミ 1 


< 箕 ③4 逆 吐 吾 
に EK トード 3 


* は (っ ) と S( (一 


。 釘 申 豆 ご 
きせ 人 芋 内 


S び な 鼻 較 」 


8 


ー プ ホー ル で 闇 の 世界 へ 。 再 度 話 を し た 2 
ら 、 光 の 世界 に 戻り 、 カ カリ コ 村 の 酒場 | な な 
へ 。 老 人 の 話 を 聞い た ら 、 村 の 鳥 の 前 で 0 だ が 
オカ リナ を 吹く 。 | K 生生 
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応用 知識 編 


アー ジテ ケー クン クー/ 


ゾー ラ の ワー プ ホ ー ル ルー ト は 、 光 の 世界 に 4 コー ス 、 闇 の 世界 に 
| コー ス あ る 。 普 段 は あま り 使わ な いか も し れ な い が 、 オ カリ ナ を 
入手 する 前 な ど は 重宝 する の で 、 利 用 する こと を 習慣 づけ よう 。 


聞 


だ 


さこ 
ン 


湿 
地 
帯 
軸 
池 
3 


。2 辛 革 癌 さこ さ 

。 層 S 痢 ③ と 罰 † 
。 埋 団 S 障 再 1 
。2 湯 S 半 ささ > 
。 音 S 斗 ロ ご きき 1 


po マ ママ 


。2 半 S 斗 ロ ご きき 
。 河 S さ こさ > 1 
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ワー プ ホ ー ル 使用 の 条件 


願い の 滝 の さ ら に 上 、 ゾ ー 
ラフ の 少 ま で 休 き キシ ンク ソー 
ラ か ら 水 か き を 買い 取っ て い 
れ ば いい 。 つ まり 、 使 用 条件 
と いう の で は な く 、 深 い 水 に E 
入れ さ えす 9 すれ 使 える と いう 1 キン グ ゾ ー ラ は けっ こう 気 1 泳げ な けれ ば 使え な い 。 そ 


り 


、 さく な ヤツ で ある 。 だ けど に りゃ 当然 だ 。 泳 いで いる と き 

と / ルビ ピー は きっ ちり 取ら れる 。 は 無防備 な の で 注意 し よう 。 
間 の 世界 2 
闘 の 世界 の ワー プル ー ト は 、 な ぜ か ひと つ リー 
だ け だ 。 あ まり 実 用 的 で は な い が 、 覚 えて お ] 9 上 
いて 損 は な い 。 たまに は 使っ て みよ う 。 へ 


2 と 
3 

。 漂 
中 

/ 
S 障 天涯 


ハイ リア 湖 の 東岸 は 、 な 
ん に せよ 泳 が な いと 有り な 
い 。 それ な さら ウー ノム 衝 


S 千 
。 湯 S 半 さこ ユ > 1† 


。 2 


用 ずる の が か し こい や り 方 

だ 。 攻 撃 の 厳し い 痢 の 湖 は 

、 1 こん な 場所 は な る べく 
通り た く な いし ね 。 通り た く な いね え 。 
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応用 知識 


光 の 世界 か ら 聞 の 世界 へ 行く た め の 魔法 箇 は 、 各地 に 散ら ば っ て い 
る 。 全 部 で 8 ヵ所 も ある の だ が 、 こ れ く らい は 頭 に た た き 込 ん で お 
KW ま 陽 Ns 魔法 陣 の 場所 を 忘れ た り する (の 59 記 3 く 画 倒 な の だ 。 


光 の 世界 魔法 陣 の 場所 


魔法 陣 に は 2 種類 ある 。 普 段 か ら 2 つの 世 
界 を 行き 来 す る た め に 使う も の と 、 特 定 の イ 
ベン ト で 使用 され る も の で ある 。 

最初 か ら 開 いて いる も の が ひと つ あ る が 、 
ハン マー が な いと だ め と か 、 他 の も の に は す 
べ て 条件 が 付く 。 ど ちら に せよ 、 使 う の は 闇 
の 世界 に 行っ て か ら だ 。 


。 は SW 砂 温 三 S 王 NNL 〉 
。 癖 医 洛 の 半 通 溢 生 当 琴 豆 さ (人 


すべ て の 魔法 陣 と 、 そ の 到着 地点 の 写真 を 
紹介 し よう 。 や うば ぱり こう いう こと は 目 で 
見 て 覚え る の が 一 番 だ 。 
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